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Cisco Prime Service Catalog 12
C H A P T E R 1

インストレーションの概要

このマニュアルは、スタンドアロン インストーラを使用したインストール プロセスについて説
明します。Cisco Prime Service Catalog は、Service Catalog および Service Link という 2 つの必須コ
ンポーネント アプリケーションと、Reporting というオプション コンポーネント アプリケー
ションで構成されます。

このインストールは WildFly アプリケーション サーバおよび WebLogic アプリケーション サー
バでサポートされ、スタンドアロンとクラスタ セットアップのどちらでも設定できます。

この章の後続の項では、WildFly アプリケーション サーバと WebLogic アプリケーション サーバ
の両方のさまざまな展開トポロジについて説明します。

12.0.1 Virtual Appliance（OVA ファイル）のインストールの詳細については、『Cisco Prime Service 
Catalog Quick Start Guide』を参照してください。

展開トポロジ 
Prime Service Catalog は、スタンドアロンまたはクラスタ モードで設定できます。

• スタンドアロン モード：WildFly または WebLogic のスタンドアロン モードにおいて、Prime 
Service Catalog には標準とカスタムの 2 種類のインストール タイプがあります。標準インス
トールでは、デフォルト設定の適用によりインストールが効率的に実行されます。カスタム 
オプションを使用すると、Service Catalog コンポーネント アプリケーションまたは Service 
Link コンポーネント アプリケーションのいずれかだけをインストールするか、または 
Service Catalog コンポーネント アプリケーションと Service Link コンポーネント アプリ
ケーションの両方を同じコンピュータにインストールするかを選択できます。
1-1
.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド
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第 1 章      インストレーションの概要

展開トポロジ
図 1-1 標準トポロジ

• クラスタ モード： 

– WebLogic のクラスタ環境では、トポロジ内に複数台のアプリケーション サーバ マシン
を配置することができます。次の図は、Service Catalog コンポーネント アプリケーショ
ンがインストールされている 2 つのノードと、Service Link コンポーネント アプリケー
ションがインストールされている 1 つのノードで構成されるアプリケーション サーバ 
クラスタの例を示します。

図 1-2 クラスタ トポロジ
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第 1 章      インストレーションの概要

展開トポロジ
– WildFly クラスタ環境では、使用可能なトポロジは 2 VM トポロジと 4 VM トポロジです。

次の図は、Service Catalog コンポーネント アプリケーションがインストールされている 
2 つのノード、ドメイン コントローラがインストールされている 1 つのノード、および 
Service Link コンポーネント アプリケーションがインストールされている 1 つのノード
で構成されるアプリケーション サーバ クラスタを持つ 4 VM トポロジの例を示します。

• VM1 にはドメイン コントローラのみがあります。

• VM2 には Service Link および JMS サーバがあります。

• VM3 は Service Catalog のホスト 1 です。

• VM4 は Service Catalog のホスト 2 です。

図 1-3 WildFly の 4 VM トポロジ

次の図は、WildFly クラスタ構成の 2 つの水平ノード（つまり、2 つの個別のホスト）があ
る 2 VM トポロジの例を示します。一方のノードに Service Catalog コンポーネント アプ
リケーションが含まれ、もう一方のノードにドメイン コントローラ、Service Link コン
ポーネント アプリケーション、および Service Catalog コンポーネント アプリケーション
が含まれます。

2 ノード クラスタから始めて、必要に応じてクラスタにノード（つまり、ホスト）を追加
できます。

（注） Prime Service Catalog インストーラは、最大 6 ノードのクラスタをサポートします。7 番目以降の
ノードを追加する場合は、「後続のホスト ノードの手動での WildFly クラスタへの追加」を参照
してください。
1-3
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第 1 章      インストレーションの概要

展開トポロジ
図 1-4 WildFly の 2 VM トポロジ

次の章では、標準展開トポロジのソフトウェア要件とハードウェア要件について説明します。
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第 1 章      インストレーションの概要

全体的なインストールの流れ
全体的なインストールの流れ
次のフローチャートは Prime Service Catalog の全体的なインストールの流れを示します。

図 1-5 共通のインストール手順
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第 1 章      インストレーションの概要

全体的なインストールの概要
全体的なインストールの概要
この項では、Prime Service Catalog のインストール プロセスのロード マップを説明します。

手順 1 インストール要件の説明に従い、ハードウェアおよびソフトウェアの最小要件に適切に対応し
ており、前提条件ソフトウェアがインストールされていることを確認します。

手順 2 Service Catalog データベースの設定の説明に従って Service Catalog データベースを作成し、デー
タベース情報ワークシートに記入します。この情報は、Prime Service Catalog インストール ウィ
ザードの実行時に必要となります。

手順 3 次のいずれかの項で説明する手順に従って、Prime Service Catalog で使用するアプリケーション 
サーバを準備します。

WildFly についてはインストール前の作業：WildFly を参照してください。

WebLogic についてはインストール前の設定：WebLogic を参照してください。

ワークシートの項の説明に従い、該当する「アプリケーション サーバ情報ワークシート」に記入
します。この情報は、Prime Service Catalog インストール ウィザードの実行時に必要となります。

手順 4 「WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」または「WebLogic 
アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」に記載されている手順に
従って、アプリケーション サーバ マシン上で Prime Service Catalog インストーラを実行します。
以前のリリースからのアップグレード インストールを実行する場合は、この項と併せて Prime 
Service Catalog のアップグレードも参照してください。

手順 5 アプリケーション サーバのインストール後の作業を行い、次のいずれかの項の説明に従ってイ
ンストールした内容を確認します。

WildFly については WildFly のインストール後の作業を参照してください。

WebLogic についてはインストール後の設定：WebLogic を参照してください。

手順 6 Reporting の機能を有効にするには、Reporting ソフトウェア モジュールおよび Cognos ソフト
ウェアをインストールし、さらに Cognos サーバを Prime Service Catalog アプリケーションと統
合するための設定を行う必要もあります。この作業ができる状態になったら、Reporting モジュー
ルのインストールとアップグレードの手順に従って作業してください。
1-6
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Cisco Prime Service Catalog 12
C H A P T E R 2

インストール要件

Prime Service Catalog をインストールする前に、この章で説明するライセンスおよびインストー
ル要件を確認してください。

Prime Service Catalog のライセンスについて
Cisco ONE Enterprise Cloud Suite は データセンター ソリューションのための Cisco ONE の一部
であり、インフラストラクチャの自動化、クラウド管理、ビッグデータの自動化、およびサービス
管理の 4 つのコンポーネントで構成されています。各コンポーネントは、個別に使用すること
も、全コンポーネントを一緒に使用して統合されたハイブリッドなクラウド ソリューションを
構築することもできます。すべてのコンポーネントは連携するように設計されており、ハイブ
リッドなクラウド自動化に向けた段階的なアプローチを提供します。

Cisco ONE ECS サービス管理パッケージには Cisco Prime Service Catalog が含まれており、Cisco 
Process Orchestrator は、1 年、3 年、または 5 年のサブスクリプションで販売されています。サービ
ス管理基本バンドルは、サービス管理のアドオンをオプションで付加して購入することができ
ます。

ライセンスについての詳細は、アカウント マネージャまでお問い合わせください。

ソフトウェア要件
この Cisco Prime Service Catalog リリースでサポートされているサードパーティ ソフトウェアを
次の表に示します。『Cisco Prime Service Catalog Compatibility Matrix』マニュアルも参照してくだ
さい。

表 2-1 サポートされるソフトウェア

ブラウザ

Internet Explorer 11

Mozilla Firefox ESR 49.0.2（またはそれ以降の ESR）

Chrome 54 以上：（サポートされているモジュールは Service Catalog、Order 
Management、My Services、Service Portal、Demand Management、Service Manager、Tenant 
Management のみです）
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Safari 10.0.x（Mac OS のみ）:（サポートされているモジュールは Service Catalog、Order 
Management、My Services、Service Portal、Demand Management、Service Manager、Tenant 
Management のみです）

ブラウザ プラグイン

Service Link Home Page のグラフはオプションであり、情報提示専用です。Adobe® 
Flash® Player は Service Link Home Page のグラフを表示するために必要です。

Web サーバ

Apache HTTP サーバ 2.4.6 または RedHat HTTP サーバ 2.4.6

Microsoft Internet Information Services（IIS）8.5

Application Server + Java Development Kit

WildFly 8.2.0.Final + Oracle JDK 8 Update 91 以上 + JCE 無制限強度ポリシー Jar
（Windows Server）

Oracle WebLogic 12c（12.2.1.2）+ Oracle Hotspot JDK 8 Update 91 以上 + JCE 無制限強
度ポリシー Jar

WildFly 8.2.0.Final + Red Hat OpenJDK 1.8.0_77 以上の 1.8.0_x（Red Hat Enterprise 
Linux）

アプリケーション サーバのオペレーティング システム

Red Hat Enterprise Linux Server 7.2（64 ビット）

Microsoft Windows Server 2012 R2（64 ビット）

データベース

Oracle 12c バージョン 12.1.0.2
（Oracle データベースの Express エディションはサポートされていません）

Microsoft SQL Server 2012（SP3）
（SQL Server Express Edition はサポートされていません）

LDAP

Microsoft Active Directory Server 2012

IBM Cognos®

（注：IBM Cognos ソフトウェアは Microsoft Windows Server 2012 R2 64 ビット オペ
レーティング システムでのみサポートされています）。

IBM Cognos Business Intelligence Server バージョン 10.2.1 およびフィックスパック 2

IBM Cognos Data Manager バージョン 10.2.1 およびフィックスパック 2

表 2-1 サポートされるソフトウェア（続き）
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ソフトウェアの設定に関する前提条件

この項では、前述のソフトウェアを Prime Service Catalog で使用するために設定する手順を説明
します。

ブラウザ

Prime Service Catalog アプリケーションへの接続に使用する Web ブラウザを次のように設定す
る必要があります。

• ポップアップ ブロッカーをオフに設定します。

• Cookie を有効にします。

• レポートを表示、印刷するには、Web ブラウザを実行するマシンに Adobe Reader® が必要です。

アプリケーション サーバ

アプリケーション サーバとして WildFly を選択した場合は、前提条件として WildFly ソフトウェ
アをインストールする必要はありません。Cisco Prime Service Catalog インストーラにより 
WildFly アプリケーション サーバがインストールされ、Service Catalog アプリケーションが展開
されます。WildFly アプリケーション サーバとともに Prime Service Catalog をマシンにインス
トールする場合は、インストール前の作業：WildFly に記載されている手順に従ってその準備を
行います。

アプリケーション サーバとして WebLogic を選択した場合は、前提条件として Oracle WebLogic 
アプリケーション サーバ ソフトウェアをマシンにインストールする必要があります。このマ
ニュアルには、WebLogic ソフトウェアのインストール方法は記載されていません。ただしイン
ストール前の設定：WebLogic の手順に従い、Prime Service Catalog で使用できるように WebLogic 
サーバを準備する必要があります。

クラスタ化に関する考慮事項

クラスタ環境に Prime Service Catalog を展開するには、Prime Service Catalog のインストール前に 
WildFly および WebLogic アプリケーション サーバがクラスタ構成でセットアップされている
必要があります。また、完全なフェールオーバー機能を実現するには、1 つ以上のクラスタ ノー
ドでクラスタ化可能なセッションを設定する必要があります。クラスタ構成については、ご使用
のアプリケーション サーバのマニュアルを参照してください。

Web サーバ

前提条件として Web サーバがすでにインストールされ、稼働している必要があります。Web サー
バをインストールするマシンは、アプリケーション サーバと同じマシンまたは Service Catalog 
インストーラを実行する予定のマシンにする必要はありません。

また、Web サーバではアプリケーション サーバと通信するために必要なプラグイン設定が行わ
れている必要があります。たとえば展開トポロジとして Apache Web サーバと WebLogic アプリ
ケーション サーバを使用する場合は、前提条件として Apache サーバが WebLogic サーバに接続
できるようにプラグインを手動で設定する必要があります。Web サーバとアプリケーション 
サーバ間のプラグインは、Service Catalog インストーラでは設定されません。

Web サーバ（この場合 Apache）が Web サーバのタイプ、バージョン、およびその他の攻撃されや
すい情報を公開しないようにするため、カスタム エラー応答を提供するように Apache を設定す
る必要があります。
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詳細については、次を参照してください。

http://httpd.apache.org/docs/current/custom-error.html

WildFly での Internet Information Service（IIS）

Windows オペレーティング システムでアプリケーション サーバとして WildFly を選択する場
合、Service Catalog インストーラでは、インストーラを実行する Windows マシンに IIS Web サー
バがすでにインストールされていることを検出した場合に、IIS Web サーバ向けに Tomcat プラ
グインを自動的に設定できます。

Service Catalog と Service Link の両方のインストール時にインストール ウィザードで [IIS を設
定する（Configure IIS）] オプションが表示されます。必要に応じてこのオプションをオンまたは
オフにできます。この機能を有効にするには、IIS Web サーバが次の設定要件を満たしている必
要があります。

• IIS Web サーバが、Service Catalog インストーラを実行する Windows マシンにインストール
されている。

• IIS Web サーバに役割サービス ISAPI フィルターおよび ISAPI 拡張が含まれている。

• Prime Service Catalog インストーラを実行する前に IIS を停止する必要がある。

• カスタマイズされた Web サイトを使用できます。カスタマイズされた Web サイトを追加す
るには、まず、そのカスタマイズされた Web サイト を Internet Information Services（IIS）Manager 
に追加し、それらを適切なポート（ポート 88、90 など）にバインドする必要があります。

（注） Wildfly に Prime Service Catalog をインストールした後、IIS プラグインを設定する方法について
は IIS Web サーバのプラグインの設定セクションの説明を参照してください。

Java Development Kit

Java Development Kit は、アプリケーション サーバ マシンの前提条件ソフトウェアです。表 2-1 
に示すように、アプリケーション サーバ タイプ別に特定の JDK バージョン（およびベンダー）の
みがサポートされています。ご使用のアプリケーション サーバに対して Java を設定する手順に
ついては、「インストール前の作業：WildFly」または「インストール前の設定：WebLogic」を参照し
てください。

Java 1.8 は、Cisco Prime Service Catalog インストーラの前提条件です。したがって、アプリケー
ション サーバとは異なるマシンで Service Catalog インストーラを実行する予定の場合は、Oracle 
Java または OpenJDK をそのマシンにインストールする必要があります。アプリケーション サー
バがインストールされているマシンで Service Catalog インストーラを実行する予定の場合は、
JAVA_HOME 環境変数を、アプリケーション サーバが使用する Java に設定してください。

Prime Service Catalog は AES アルゴリズムと 256 ビット対称キーをサポートしています。した
がって Oracle Java を使用する場合、2048 ビット暗号化を有効にするため、JAVA_HOME ディレク
トリに「JCE 無制限強度暗号ポリシー」jar ファイルをインストールする必要もあります。Oracle 
Java 向け JCE 無制限強度暗号ポリシーをインストールしないと、アプリケーション サーバでエ
ラー メッセージが表示され、インストールが中断されます。JCE 無制限強度ポリシーの jar ファ
イルのインストール方法については、Oracle の Web サイトを参照してください。

（注） Red Hat OpenJDK には無制限強度ポリシーが含まれているため、OpenJDK 向けの追加 jar ファイ
ルをインストールする必要はありません。
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データベース

RDBMS として Oracle 12c を選択した場合、前提条件として Oracle 12c データベース サーバ ソフ
トウェアをインストールする必要があります（具体的なバージョンについては表 2-1 を参照して
ください）。

データベース接続フェールオーバー シナリオの場合は、データベースに Oracle RAC 12C を使用で
きます。Oracle RAC 12C の設定の詳細については、「Oracle RAC 12C の設定」を参照してください。

RDBMS として SQL Server 2012 を選択した場合は、前提条件として Microsoft SQL Server 2012 ソ
フトウェアをインストールする必要があります（具体的なバージョンについては表 2-1 を参照し
てください）。

アプリケーション サーバに SQL Server Client または Oracle Client 接続ソフトウェアをインス
トールしないでください。Cisco Prime Service Catalog 製品に含まれている JDBC ドライバを使用
する必要があります。WildFly アプリケーション サーバの場合、 Cisco Prime Service Catalog イン
ストーラは適切な JDBC ドライバを自動的にインストールし、このドライバを使用するように 
JDBC データソースを設定します。WebLogic の場合、（Cisco Prime Service Catalog 製品イメージ
に含まれている）適切な JDBC ドライバ jar ファイルを WebLogic ディレクトリに手動でコピー
し、そのドライバを使用するように JDBC データソースを手動で設定する必要があります。
WebLogic 向けに JDBC データソースを設定する手順は、このマニュアル内で後述します。

クライアント接続で TCP/IP を有効にするようにデータベースを設定する必要があります。

Prime Service Catalog で使用するデータベースまたはスキーマの作成手順については、Service 
Catalog データベースの設定で説明します。

LDAP

社内の従業員ディレクトリにアクセスできるように、Prime Service Catalog を社内の LDAP サー
バと統合できます。この統合機能はオプションであり、LDAP サーバは Prime Service Catalog をイ
ンストールするうえでの前提条件ソフトウェアではありません。

LDAP 統合機能を使用する場合は、『Cisco Prime Service Catalog Integration Guide』を参照してく
ださい。表 2-1 に示すサポートされている LDAP ソフトウェアのみを使用してください。

IBM Cognos

OEM IBM Cognos ソフトウェアを追加で購入できます。これは（オプションの）Reporting モ
ジュールで使用されます。Prime Service Catalog アプリケーションの Reporting および Advanced 
Reporting のすべての機能を使用可能にするには、Cognos ソフトウェアを展開トポロジにインス
トールする必要があります。このソフトウェアは Prime Service Catalog ソフトウェアのインス
トール後にインストールできます。Cognos ソフトウェアのインストールと設定の手順について
は、第 7 章「Reporting モジュールのインストールとアップグレード」を参照してください。

その他の設定

X Window または Xvfb

Service Catalog インストーラは GUI プログラムです。したがって Linux オペレーティング シス
テムを使用している場合は、インストール ウィザードを表示するために X Window サーバまた
は X11 エミュレータが必要です。Service Catalog インストーラは、コンソール モードまたは CLI 
モードをサポートしていません。
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Reporting モジュールの KPI グラフをブラウザで正しく表示するには、X Window サーバまたは 
Xvfb（仮想フレームバッファ X サーバ）がアプリケーション サーバ マシンにインストールされ、
稼働している必要があります。Reporting モジュールの KPI グラフ機能を使用しない場合、アプリ
ケーション サーバ マシンに X Window サーバをインストールする必要はありません。

Unzip ユーティリティ

Cisco Prime Service Catalog ソフトウェア インストーラ パッケージを解凍するには、マシンで 
Unzip プログラム（Windows）または GNU 互換 tar ユーティリティ（Linux）が使用できる必要があ
ります。

ネットワーク：TCP/IP

すべてのホスト コンピュータで TCP/IP を設定する必要があります。

SMTP

システム管理者にアラートを送信するために、ポート 25 をリッスンする SMTP サーバへのアク
セス権限と、Service Catalog から電子メール通知を送信するための有効なメール アドレスが必
要です。Prime Service Catalog ソフトウェアのインストール時に、SMTP アドレスと有効なメール 
アドレスを指定する必要があります。SMTP サーバがユーザ認証を要求してはなりません。

ハードウェア要件

サイジング

標準的な（非クラスタ）展開トポロジでは少なくとも 3 台のコンピュータを使用することを推奨
します。

• Web サーバ + アプリケーション サーバ

• データベース サーバ

• Reporting サーバ

（注） クラスタ アプリケーション サーバ環境を使用している場合は、上記のハードウェア要件はクラ
スタ環境内の各ノード（各マシン）に適用されます。

ハードウェア設定は、サイト固有の条件によって異なります。サイジングに関するその他の推奨
事項が必要な場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）にご連絡ください。

ハードウェア設定に影響する可能性がある可変要素を以下に示します。

• システムを使用するユーザの数

• インストールされる製品が処理するサービス要求の数と頻度

• サービス要求の特性（複雑さ、タイプなど）

• レポート頻度

• システム統合およびシステム可用性の要件
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アプリケーション サーバ ホストの最小ハードウェア要件

アプリケーション サーバ マシンの最小ハードウェア要件を以下に示します。

• 6 コア、2 GHz（以上）のプロセッサ

• 10 GB RAM

• 50 GB のハードディスク空き領域

• %TEMP% ディレクトリを含むドライブには、2 GB 以上の空きディスク領域が必要です
（Cognos ソフトウェアをインストールする場合にドライブが異なる場合）。

Web サーバ ホストの最小ハードウェア要件

Web サーバがアプリケーション サーバとは異なるマシンにインストールされている場合の Web 
サーバ マシンの最小ハードウェア要件を以下に示します。

• 4 コア、2 GHz（以上）プロセッサ

• 4 GB RAM

• 2 GB のハードディスク空き領域

データベース ホストの最小ハードウェア要件

データベース サーバ マシンの最小ハードウェア要件を以下に示します。

• 8 コア、2 GHz（以上）のプロセッサ

• 30 GB RAM

• 500 GB の空き容量があるハードディスク 2 台。（ディスク領域所要量は、時間の経過に伴う
ユーザ データ、サービス定義データ、トランザクション データ、レポート データの増加を反
映した Prime Service Catalog データベースの予測サイズに基づいています）。

Reporting サーバ ホストの最小ハードウェア要件

Cognos マシンの最小ハードウェア要件を以下に示します。

• 4 コア、2 GHz（以上）のプロセッサ

• 8 GB RAM

• 50 GB のハードディスク空き領域

（注） Prime Service Catalog に含まれている IBM Cognos 10.2.1 ソフトウェアをインストールできるオ
ペレーティング システムは Microsoft Windows Server 2012 R2（64 ビット）だけです。
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Service Catalog データベースの設定

Cisco Prime Service Catalog 製品を使用するには OLTP データベースが必要であり、このデータ
ベースは ServiceCatalog データベースと呼ばれます。ServiceCatalog データベースは、Cisco Prime 
Service Catalog インストーラを実行する前にデータベース管理者が手動で作成するか、または
ユーザがインストール ウィザードで [データベースを作成する（Create Database）] オプションを
選択した場合は自動的に作成されます。以降の項では、Oracle および SQL Server で ServiceCatalog 
データベースを手動で作成する手順を説明します。

（注） Oracle テーブルスペースは、インストーラにより自動的に作成されません。インストーラは、
ユーザがインストール ウィザードで指定したテーブルスペース内に、500 MB の固定サイズの 
ServiceCatalog スキーマを作成するだけです。したがって、インストーラにより ServiceCatalog ス
キーマを自動的に作成する場合でも、Cisco Prime Service Catalog インストーラを実行する前に、
後続の項で説明する手順に従い、Oracle サーバで適切なテーブルスペースを準備しておくこと
ができます。

Oracle の設定
データベースとして Oracle を使用することを選択した場合は、この項の手順に従って Oracle 
サーバを準備し、ServiceCatalog スキーマの所有者とするユーザを作成します。

Oracle パラメータ

次の Oracle パラメータを設定します。

手順 1 以下に示す Oracle パラメータの現在の値を確認するには、次のコマンドを実行します。

SHOW PARAMETER CURSOR_SHARING;

SHOW PARAMETERS PROCESSES;

SHOW PARAMETERS OPEN_CURSORS;

手順 2 CURSOR_SHARING が EXACT に設定されていない場合、次のコマンドを使用して変更します。

ALTER SYSTEM SET CURSOR_SHARING=EXACT SCOPE=BOTH SID='*';

手順 3 OPEN_CURSORS が 1000 未満の場合、次のコマンドを使用して変更します。

ALTER SYSTEM SET OPEN_CURSORS = 1000 SID='*' SCOPE=BOTH;
3-1
.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



  

第 3 章      Service Catalog データベースの設定

Oracle の設定
手順 4 PROCESSES パラメータが 500 未満の場合、データベース管理者と協力して、Oracle データベー
スの PROCESS パラメータを 500 以上に変更します。

手順 5 新しいパラメータを適用するため、Oracle インスタンスを再起動します。

catcio.sql パッケージ

手順 1 次の SQL コマンドを Oracle「sys」ユーザとして実行して、catcio.sql パッケージが Oracle データ
ベースにインストールされているかどうか確認します。

select count(*) from all_tables where owner='SYS' and table_name like 
'IND_ONLINE$';

手順 2 戻り値がゼロの場合は「sys」ユーザとして Oracle データベースにログインし（「sysdba」として接
続）、catcio.sql パッケージをインストールします。この操作は、Prime Service Catalog インストー
ルの実行前に行う必要があります。catcio.sql スクリプトは通常 $ORACLE_HOME/rdbms/admin 
ディレクトリにあります。

REDO ログ

Oracle に、それぞれ 200 MB のファイルを 2 つ持つ REDO ログ のグループを、少なくとも 3 つ割
り当てます。

Unicode 文字セット

新規インストールの場合、Unicode 文字セット「AL32UTF8」または「AL16UTF16」のいずれかを使
用するように Oracle データベースを設定する必要があります。

データベースの文字セットが Unicode かどうかを確認するには、次の SQL コマンドを実行します。

SELECT VALUE FROM NLS_DATABASE_PARAMETERS WHERE PARAMETER='NLS_CHARACTERSET';

NLS_CHARACTERSET パラメータで返される値が「AL32UTF8」と「AL16UTF16」のいずれでも
ない場合は、新しい Oracle データベースを作成し、作成時に文字セットを「AL32UTF8」または

「AL16UTF16」に設定する必要があります。

（注） リリース 9.x からのアップグレード インストールでは、データベースの文字セットは Unicode で
ある必要はありません。
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Service Catalog データをホストするためのテーブルスペースおよび
データベース スキーマの作成

新規インストールの場合、Service Catalog インストーラを実行する前に、この項の説明に従って
テーブルスペースとデータベース スキーマを準備するか、またはインストール ウィザードに表
示される [データベースを作成する（Create a Database）] オプションを選択して、Service Catalog 
インストーラによりデフォルト テーブルスペースにデータベース スキーマを自動的に作成す
ることができます。Service Catalog インストーラの [データベースを作成する（Create Database）] 
オプションの詳細については、「WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のイ
ンストール」または「WebLogic アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストー
ル」で説明します。

テーブルスペースとデータベース スキーマを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 テーブルスペース SERVICECATALOG を新規に作成し、初期サイズ 500 MB と AUTOEXTEND 
ON を設定します。

手順 2 一時テーブルスペース SERVICECATALOG_TEMP を新規に作成し、初期サイズ 30 MB と 
AUTOEXTEND ON を設定します。

手順 3 データベース ユーザ CPSCUser を作成し、デフォルト テーブルスペースを SERVICECATALOG 
に設定し、一時テーブルスペースを SERVICECATALOG_TEMP に設定します。CPSCUser に、
SERVICECATALOG テーブルスペースに対する QUOTA UNLIMITED を付与する必要があります。

手順 4 Oracle Server に「sys」ユーザとしてログインし、次のコマンドを実行して「CPSCUser」に権限を付
与します。

GRANT
CREATE SESSION,
CREATE TABLE,
CREATE PROCEDURE,
CREATE SEQUENCE,
CREATE TRIGGER,
CREATE VIEW,
CREATE MATERIALIZED VIEW,
CREATE SYNONYM,
ALTER SESSION
TO CPSCUser;

GRANT EXECUTE ON DBMS_LOB TO CPSCUser;

COMMIT;

手順 5 上記の権限は、Service Catalog アプリケーションの正常な動作に必要です。製品のパフォーマン
スに影響を及ぼす可能性がある実行時間の長いクエリをモニタし、このようなクエリから自動
的に回復できるようにするには、特別な権限が必要です。これらの追加の権限が「CPSCUser」に
付与されていない場合、製品では障害は発生しませんが、アプリケーション サーバのログ ファ
イルに次のようなエラー メッセージが出力されることがあります。

ERROR [com.newscale.bfw.udkernel.udsql.UdSqlBean] (ajp--0.0.0.0-8009-1) 
COR-ID=-7123843321231324051::SQL Exception while getting open session: 
java.sql.SQLSyntaxErrorException: [newscale][Oracle JDBC Driver][Oracle]ORA-00942: table 
or view does not exist 
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（オプション）次の特別な権限を付与するには、Oracle サーバに「sys」ユーザとしてログインし、次
のコマンドを実行します。

GRANT ALTER SYSTEM TO CPSCUser;
GRANT SELECT ON v_$session TO CPSCUser;
GRANT SELECT ON v_$mystat to CPSCUser;
COMMIT;

（注） 追加の検証として、インストーラではデータベース ユーザにオプションの特権が付与さ
れているかどうかが検証され、付与されていない場合は特権が欠落していることを示す
警告メッセージが表示されます。オプションの特権なしで続行する場合は [OK] をクリッ
クし、インストールを終了するには [キャンセル（Cancel）] をクリックします。オプション
の権限がないと、アプリケーションが失敗することはありませんが、機能が制限されます。

Oracle RAC 12C の設定 
データベース接続フェールオーバーを実行する場合は、データベースに Oracle RAC 12C を使用
できます。Oracle RAC 12c のインストール手順については、Oracle のマニュアルを参照してくだ
さい。

Oracle RAC を設定したら、クラスタ SCAN 名とサービス名を書き留めておきます。これらのパラ
メータは、Prime Service Catalog のインストール時にデータベースを設定する際に必要になります。

DNS サーバ を使用できないか、Prime Service Catalog サーバから DNS サーバにアクセスできな
い場合は、そのサーバにある /etc/hosts ファイルの SCAN 名に SCAN IPアドレスを手動でマッピ
ングする必要があります。次に、この /etc/hosts ファイルへのマッピングの例を示します。

# SCAN Name to SCAN IP Mapping
<scan_ip-1>   <scan_name>
<scan_ip-2>   <scan_name>
<scan_ip-3>   <scan_name>

 

ここで、

scan_ip-x は、SCAN IP アドレス、scan_name は SCAN 名です。

Microsoft SQL Server の設定
データベースとして Microsoft SQL Server を使用する場合は、この項の手順に従って SQL Server 
を準備し、ServiceCatalog データベースを作成します。

デフォルト インスタンスまたは名前付きインスタンス

SQL Server は、デフォルト インスタンスまたは名前付きインスタンスとしてセットアップできま
す。各インスタンスのポート番号は、データベース ホストごとに固有である必要があります。
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混合モード認証

SQL Server は、混合モード認証が行えるように設定する必要があります。これは、Prime Service 
Catalog インストーラは Service Catalog スキーマを作成するため「sa」ユーザとして SQL Server に
接続する必要があるためです。

ServiceCatalog データベースとログイン ユーザの作成

新規インストールの場合、Service Catalog インストーラを実行する前に、この項の説明に従って 
ServiceCatalog データベースとログイン ユーザを準備するか、またはインストール ウィザードに
表示される [データベースを作成する（Create a Database）] オプションを選択して、Service Catalog イ
ンストーラによりデータベースとログイン ユーザを自動的に作成することができます。Service 
Catalog インストーラの [データベースを作成する（Create Database）] オプションの詳細について
は、「WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」または「WebLogic 
アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」で説明します。

ServiceCatalog データベースとログイン ユーザを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 SQL Server で ServiceCatalog という名前のデータベースを作成します。データ ファイルには次
の設定を使用します。

• 初期サイズ = 1 GB

• 自動拡張率 = 500 MB、無制限

手順 2 ServiceCatalog データベースの照合順序を、大文字小文字の区別なしに設定します。

手順 3 ServiceCatalog データベースを SINGLE-USER モードに切り替え、次のコマンドを実行します。

ALTER DATABASE ServiceCatalog SET READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON.

手順 4 ServiceCatalog データベースを MULTI-USER モードに戻します。

手順 5 SQL Server ログイン CPSCUser を作成し、[既定のデータベース（Default Database）] プロパティ
を「ServiceCatalog」に設定します。

（注） CPSCUser は、Windows 認証方式ではなく SQL Server 認証方式で SQL Server に対して認
証される SQL Server ログイン アカウントでなければなりません。

手順 6 CPSCUser の [セキュリティ（Security）] 設定プロパティの [パスワード ポリシーを適用する
（Enforce Password Policy）] オプションが選択されていないことを確認します。さらに、CPSCUser 
のパスワードには英数字だけを使用する必要があります。たとえば、パスワードには文字と数字
だけを入力します。下線文字、アスタリスク、カッコなどの特殊文字は入力しないでください。こ
のような特殊文字の組み合わせによっては、製品インストール中にインストーラが失敗し、

「データベース接続テストが失敗しました（Database Connection Test failed）」というエラー メッ
セージが表示されることがあります。

手順 7 この CPSCUser を「ServiceCatalog」データベースの db_owner として割り当てます。設定を調べ、
以下のようになっていることを確認します。

• ServiceCatalog データベースのユーザ名「CPSCUser」が、SQL Server ログイン名「CPSCUser」
にマップされている。

• デフォルトのスキーマは「dbo」である。

• ユーザ名「CPSCUser」に「db_owner」データベース ロール メンバーシップがある。
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手順 8 製品のパフォーマンスに影響を及ぼす可能性がある実行時間の長いクエリをモニタし、このよ
うなクエリから自動的に回復できるようにするには、特別な権限が必要です。これらの追加の権
限が「CPSCUser」に付与されていない場合、製品では障害は発生しませんが、アプリケーション 
サーバのログ ファイルに次のようなエラー メッセージが出力されることがあります。

ERROR [com.newscale.bfw.udkernel.udsql.UdSqlBean] 
(org.springframework.scheduling.quartz.SchedulerFactoryBean#0_Worker-3) SQL Exception 
while getting open session: java.sql.SQLException: [newscale][SQLServer JDBC 
Driver][SQLServer]The user does not have permission to perform this action.
Error: Error while validation policiesjava.lang.Exception: Connection SessionId could 
not be obtained exiting policy check for service item subscription

（オプション）次の特別な権限を付与するには、SQL Server に「sa」ユーザとしてログインし、
次のコマンドを実行します。

EXEC sp_addsrvrolemember 'CPSCUser', 'sysadmin'
GRANT ALTER ANY CONNECTION TO CPSCUser
GO

SQL Server データベースへの -T272 プロパティの追加 
SQL Server 2012 を再起動すると、SQL Server 2012 の再起動のたびに要求 ID の値が 1000 ずつ増
えます。この問題を解決するには、SQL Server データベースのデータベース プロパティとして 
-T272 を追加します。これにより、SQL Server の再起動のたびに ID 列の値が 1000 ずつではなく 
1 ずつ増えるようになります。

手順 1 SQL Server Configuration Manager を開きます。

手順 2 左側のペインで [SQL Server サービス（SQL Server Services）] をクリックします。

手順 3 [SQL Server（MSSQLSERVER）] を右クリックしてプロパティ ウィンドウを開きます。

手順 4 [スタートアップ パラメータ（Startup Parameters）] タブで、[スタートアップ パラメータを指定
（Specify a startup parameter）] フィールドに「-T272」と入力し、[追加（Add）] をクリックします。

手順 5 [OK] をクリックして、プロパティ ウィンドウを閉じます。

手順 6 変更を反映するには、SQL Server 2012 を再起動する必要があります。
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WildFly アプリケーション サーバの設定

Cisco Prime Service Catalog には WildFly-8.2.0.Final ソフトウェア ディストリビューションが含
まれています。インストール ウィザードでアプリケーション サーバとして WildFly を選択する
と、 インストーラは、インストーラが実行されているマシン上に WildFly ソフトウェアを自動的
にインストールして展開します。前提条件として WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェ
アをインストールする必要はありません。Service Catalog インストーラにより WildFly ソフト
ウェアをインストールすることを推奨します。Cisco Prime Service Catalog インストーラにより 
WildFly アプリケーション サーバがインストールされ、Service Catalog アプリケーションが展開
されます。

WildFly アプリケーション サーバは、スタンドアロンとクラスタ セットアップの両方で設定で
きます。この章の後続の項では、WildFly アプリケーション サーバのさまざまな展開トポロジに
ついて説明します。

[スタンドアロン カスタム（Standalone Custom）] オプションを使用すると、Service Catalog と 
Service Link を 2 つの個別の仮想マシンにインストールできます。必ず、まず Service Catalog をイ
ンストールしてから、Service Link を 2 番目の仮想マシンにインストールしてください。Service 
Catalog ノードでは、Service Catalog インストール フォルダに WildFly アプリケーション サーバ 
インスタンスが作成されます。Service Catalog と Service Link を同じ仮想マシンにインストール
するには、[標準スタンドアロン（Standalone Typical）] オプションまたは [スタンドアロン

（Standalone）] > [カスタム（Custom）] > [両方（Both）] オプションを選択します。この場合、インス
トーラは、WildFly アプリケーション サーバの Service Catalog and Service Link フォルダに単一の 
WildFly インスタンスを作成します。標準とカスタムのどちらのタイプについてもスタンドアロ
ン モードでの Prime Service Catalog の設定については「WildFly スタンドアロン アプリケーショ
ン サーバの設定」を参照してください。

（注） [標準スタンドアロン（Standalone Typical）] はデモ システムまたはテスト システムにのみ使用す
ることをお勧めします。

フェールオーバー シナリオ用のクラスタでの Wildfly アプリケーション サーバの設定について
は、「WildFly クラスタ アプリケーション サーバの設定」を参照してください。

JMS サービスは、Service Link コンポーネント アプリケーションが存在する WildFly サーバで設
定されます。

この章の「インストール前の設定：WildFly」の項の手順に従ってマシンを準備します。Cisco Prime 
Service Catalog インストーラの実行後に、この章の「インストール前の設定：WildFly」の項の手順
に従ってインストールを検証します。

• インストール前の作業：WildFly（4-2 ページ）

• WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール（4-7 ページ）

• WildFly のインストール後の作業（4-33 ページ）
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インストール前の作業：WildFly
ここでは、WildFly アプリケーション サーバに Prime Service Catalog をインストールする前にコ
ンピュータの準備を行う手順について説明します。

このリリースの Prime Service Catalog では、以下のオペレーティング システム、Web サーバ、およ
び Java Development Kit の WildFly アプリケーション サーバがサポートされています。

インストール前のチェックリスト

• インストール要件を読み、システムの実行に必要なハードウェアとソフトウェアの最小要件
に適切に対応していることを確認します。

• Service Catalog データベースの設定で説明されているデータベース関連作業が完了してお
り、データベース情報ワークシートに情報を記入したことを確認します。

• アプリケーション サーバのタイプに対応したインストール前の作業が完了しており、付
録 A「ワークシート」の「アプリケーション サーバ情報ワークシート」に情報を記入したこと
を確認します。

• Cisco Prime Service Catalog インストーラには Java 1.8 が必要です。前提条件の詳細について
は、「Java のインストール」セクション（4-4 ページ）を参照してください。

• Windows オペレーティング システムを使用している場合は、IIS Web サーバを停止します。

• シスコの Web サイトからローカル コンピュータへダウンロードした電子ソフトウェア 
ディストリビューション ファイルが未解凍の場合は、それを解凍します。詳細については、
Prime Service Catalog ソフトウェア イメージのダウンロード（4-6 ページ）を参照してくだ
さい。

• ご使用のマシンの PATH 環境変数の先頭に %JAVA_HOME%\bin（Linux では $JAVA_HOME/bin）
を追加します。%JAVA_HOME% は正しい JDK ディレクトリを指すようにします。

• Cisco Prime Service Catalog インストーラは GUI プログラムです。Linux オペレーティング シ
ステムの場合は、X Window などの GUI 環境が必要です。インストーラはコンソール モード
または CLI モードをサポートしていません。

• インストール中に、ソフトウェアのインストール先ディレクトリを指定するように求められ
ます。

Windows では、デフォルトのインストール先ディレクトリは「C:\CiscoPrimeServiceCatalog」です。

Linux では、デフォルトのインストール先ディレクトリは「/opt/CiscoPrimeServiceCatalog」で
す。インストール先ディレクトリ内に 2 GB 以上の空きディスク領域があることを確認して
ください。そうでない場合、次のエラー メッセージが表示されます。

Not enough disk space.

表 4-1 WildFly でサポートされているオペレーティング システム、Web サーバ、および Java

WildFly アプリケーション 
サーバ

オペレーティング シ
ステム Web サーバ Java

WildFly-8.2.0.Final Red Hat Enterprise Linux 
Server 7.2（64 ビット）

Red Hat Http Server 2.4.6 Red Hat OpenJDK 8（バー
ジョン 1.8.0_77 以上の 
1.8.0_x）

WildFly-8.2.0.Final Windows Server 2012 R2
（64 ビット）

Microsoft Internet Information 
Services（IIS）8.5

Oracle JDK 8 Update 77
以上
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The installation requires 2048 MB of free disk space, but there are only 182 MB 
available at C:\CiscoPrimeServiceCatalog.
Please free the required space to proceed with the installation.

• インストール実行時には、一部の一時ファイルが解凍される TMP ディレクトリ内にさらに 
2 GB の空きディスク領域が必要です。TMP ディレクトリは、オペレーティング システムと
ユーザ プロファイルによって異なります。

Windows では、TMP ディレクトリはユーザ プロファイルの %TMP% または %TEMP% 環境
変数です。

Linux では、TMP ディレクトリは通常 /tmp または /var/tmp ディレクトリです。

WildFly のインストールの流れ

次の図は、WildFly アプリケーション サーバで Prime Service Catalog をインストールする手順を
示します。
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図 4-1 WildFly アプリケーション サーバでのインストールの流れ 

Java のインストール

ここでは、前提条件として JDK をインストールし、コンピュータの環境変数を設定します。

（注） Windows Server では、前提条件として Oracle JDK をインストールし、また JCE 無制限強度ポリ
シーの jar ファイルをインストールする必要があります。Red Hat Enterprise Linux Server では、前
提条件として Red Hat OpenJDK をインストールする必要があります。Red Hat OpenJDK では JCE 
無制限強度ポリシーの jar ファイルは不要です。
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インストール前の作業：WildFly
Oracle JDK

手順 1 Oracle の Web サイトから Oracle JDK 8 Update 77 以上をダウンロードします。必ず正しいバー
ジョンの JDK 8 をダウンロードしてください。Update 77 以上だけがサポートされています。

（注） インストール中に、インストーラで Java パスの入力が求められます。これは WildFly での
み求められます。WebLogic では求められません。ただしインストーラは、Java プロセスの
起動時にこの画面に入力される JAVA_HOME パスを使用せず、オペレーティング システ
ムの PATH 環境変数に指定されている Java 実行可能ファイルを使用します。

手順 2 無制限強度 JCE ポリシー ファイルを %JAVA_HOME%\jre\lib\security ディレクトリにコピーし
ます。既存のファイルは上書きされます。無制限強度ポリシー ファイルは「local_policy.jar」と

「US_export_policy.jar」であり、次のリンクからダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jce8-download-2133166.html

手順 3 PATH 環境変数に <path_to_oracle_jdk_1.8_java_executable> を追加します。マシンに複数の Java 
がインストールされていることがあります。Oracle JDK 1.8.0_x の Java 実行可能ファイルのパス
が PATH 環境変数の最初に指定されていることを確認してください。Prime Service Catalog イン
ストーラを初めて起動するときに、このパスが使用されます。

（注） デフォルトでは、JDK 1.8 のインストールが成功すると、PATH 変数（環境変数）内で値 
C:\ProgramData\Oracle\Java\javapath が更新されます。これは、手動で削除して適切なイ
ンストール済み Java フォルダを追加する必要があります。
次に例を示します。
set JAVA_HOME=C:\jdk1.8.0_77
set PATH=%JAVA_HOME%\bin;%PATH% 

Red Hat OpenJDK

手順 1 Red Hat Enterprise Linux Server に OpenJDK をインストールするには、「yum install 
java-1.8.0-openjdk-devel」コマンドを実行します。

（注） 「yum install」を実行するには Red Hat ライセンスとサブスクリプションが必要です。

手順 2 PATH 環境変数に <path_to_openjdk_1.8_java_executable> を追加します。マシンに複数の Java が
インストールされていることがあります。OpenJDK 1.8.0_x の Java 実行可能ファイルのパスが 
PATH 環境変数の最初に指定されていることを確認してください。Prime Service Catalog インス
トーラを初めて起動するときに、このパスが使用されます。

次に例を示します。

– export JAVA_HOME=/usr/lib/jvm/java-1.8.0-openjdk-1.8.0.85-2.6.1.2.el7_1.x86_64 

– export PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH
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インストール前の作業：WildFly
IIS Web サーバの準備

Windows オペレーティング システムで Service Catalog インストーラを実行する場合、インス
トーラでは自動的に IIS Web サーバの Tomcat プラグインが設定され、また WildFly サーバが 
Windows サービスとして設定されます。インストール ウィザードで [IIS を設定する（Configure 
IIS）] と [Windowsサービスを設定する（Configure windows services）] オプションが表示されます。
各オプションを必要に応じて選択または選択解除できます。

Service Catalog インストーラで IIS Web サーバの Tomcat プラグインを設定する場合は、次の作業
を事前に行う必要があります。

• インストーラを実行する予定の Windows オペレーティング システムに IIS をインストール
します。

• IIS の役割サービスとして ISAPI 拡張と ISAPI フィルターを追加します。ロール サービス追
加の詳細については、www.iis.net の IIS ドキュメンテーションを参照してください。

• Service Catalog インストーラを実行する前に、World Wide Web Publishing Service を停止します。

• IIS Web サイトの名前の入力が求められます。「Default Web Site」と入力するか、または別の 
Web サイトの名前を入力できます。別の Web サイトの名前を入力する場合は、前提条件とし
てその Web サイトを作成しておく必要があります。

Linux オペレーティング システムで Service Catalog インストーラを実行する場合、インストーラ
は WildFly ソフトウェアだけをインストールします。HTTP Web サーバの Tomcat プラグインは
設定されず、また Linux サービスとして実行するように WildFly サーバが設定されることもあり
ません。

Prime Service Catalog ソフトウェア イメージのダウンロード

この項では、Prime Service Catalog の電子ソフトウェア ディストリビューションをダウンロード
します。

手順 1 Cisco 製品ダウンロード Web サイトにアクセスし、各自に割り当てられたユーザ名とパスワード
を使用して認証します。

手順 2 ダウンロードする製品を見つけるには、製品名で検索するか、または製品セレクタ内をナビゲー
トします。（ナビゲーション：[ダウンロードホーム（Downloads Home）] > [製品（Products）] > [ク
ラウドおよびシステム管理（Cloud and Systems Management）] > [サービスカタログ（Service 
Catalog）] > [Prime Service Catalog]）。

手順 3 各種リリースのリストが表示されます。Prime Service Catalog 12.0.1 を見つけ、クリックします。

手順 4 [Prime Service Catalogソフトウェア（Prime Service Catalog Software）] リンクをクリックします。
次に、該当するオペレーティング システムのリンクをクリックします。

手順 5 Windows オペレーティング システムの場合は CPSC_12.0.1_win.zip ファイルをダウンロードし、
Linux オペレーティング システムの場合は CPSC_12.0.1_linux.tar.gz ファイルをダウンロードし
ます。
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WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
（注） Prime Service Catalog 12.0.1 Virtual Appliance をインストールする場合は、[オペレーティングシ
ステム別 VMware（VMware for Operating System）] というリンクをクリックして OVA ファイルを
ダウンロードする必要があります。インストール手順については、このマニュアルを使用しない
でください。Virtual Appliance のインストール手順については、『Prime Service Catalog Quick Start 
Guide』を参照してください。

手順 6 ソフトウェア イメージをアプリケーション サーバ マシンのディレクトリに解凍します。

（注） CPSC_12.0.1_linux.tar.gz ファイルは、GNU 互換 tar ユーティリティを使用して解凍する必要があ
ります。旧型の tar ユーティリティでは、ファイル名の長さが 100 文字を超える tar ファイルを解
凍しようとすると、問題が生じる場合があります。

WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service 
Catalog のインストール

WildFly 環境の準備が完了したら、次のいずれかのモードでの WildFly アプリケーション サーバ
の設定に進みます。

• WildFly スタンドアロン アプリケーション サーバの設定（4-7 ページ）

• WildFly クラスタ アプリケーション サーバの設定（4-12 ページ）

WildFly スタンドアロン アプリケーション サーバの設定 
Prime Service Catalog スタンドアロン インストールには、標準とカスタムの 2 つ のインストール 
タイプがあります。標準インストールでは、デフォルト設定の適用によりインストールが効率的
に実行されます。また、Service Catalog アプリケーション、Service Link アプリケーション、JMS 
サービスという 3 つの基本的なアプリケーション コンポーネントが同一のアプリケーション 
サーバでホストされるため、フットプリントも小さくて済みます。サンドボックス環境を設定す
る場合は、標準インストールを実行するのが一般的です。

カスタム インストールでは、異なる展開トポロジを設定し、アプリケーションをカスタマイズす
ることができます。カスタム オプションを使用すると、Service Catalog コンポーネント アプリ
ケーションまたは Service Link コンポーネント アプリケーションのいずれかだけをインストー
ルするか、または Service Catalog コンポーネント アプリケーションと Service Link コンポーネント 
アプリケーションの両方を同じコンピュータにインストールすることを選択できます。

両方のコンポーネント アプリケーションを同じコンピュータにインストールする場合、インス
トーラは、Service Catalog と Service Link の両方のコンポーネントに関して常に WildFly サーバ 
インスタンスを 1 つだけ作成します。
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WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
JMS サービスは、Service Link コンポーネント アプリケーションが存在する WildFly サーバで設
定されます。

• 定義データ、トランザクション データ、およびインデックスに対して、それぞれ別々のテー
ブルスペースを使用する（Oracle を使用する場合のみ）

• RequestCenter.war にカスタム コンテンツを追加する

• データベース スクリプトを実行せずに RequestCenter.war または ISEE.war ファイルを再作
成する

• WildFly の場合、カスタム モードでユーザが 「Service Catalog のみ」、「Service Link のみ」、また
は「両方」をインストールできる

アップグレード インストール手順については、第 6 章「Prime Service Catalog のアップグレード」
を参照してください。

WildFly アプリケーション サーバでのスタンドアロン インストールの実行

はじめる前に

インストール作業に入る前に、他のインストール前の作業がすべて完了していることを確認し
ます。インストール前の作業については、インストール前のチェックリスト（4-2 ページ）にまと
めています。

手順

手順 1 Web インターフェイス インストール ウィザードを起動します。

• Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、
setup.cmd をダブルクリックします。

• Linux オペレーティング システムでは、root ユーザとしてログインし、グラフィカル イン
ターフェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行します。

手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記しま
す。WildFly では、このディレクトリに Services Catalog インストーラが WildFly アプリケーショ
ン サーバ ソフトウェアをインストールして設定します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WildFly] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 [セットアップ モードの選択（Setup Mode Selection）] パネルで、[スタンドアロン（Standalone）] オ
プション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。
4-8
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



  

第 4 章      WildFly アプリケーション サーバの設定

WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
手順 6 要件に合わせて次のいずれかを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

• [標準（Typical）]：デフォルト設定を適用してインストールを効率的に実行するには、標準イ
ンストールを使用します。Service Catalog アプリケーション、Service Link アプリケーション、
および JMS サービスが同一のアプリケーション サーバでホストされます。

• [カスタム（Custom）]：デフォルトを受け入れる代わりにインストールのさまざまな設定をカ
スタマイズするには、カスタム インストールを使用します。

手順 7 （カスタム インストール タイプの場合のみ）[コンポーネント選択（Component Selection）] パネル
でコンポーネントを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

WildFly のカスタム インストール モードでは、次をインストールすることができます

• Service Catalog サーバのみ

• Service Link サーバのみ

• 同じコンピュータに Service Catalog サーバと Service Link サーバの両方

カスタム インストール タイプでは、Service Catalog と Service Link を異なる仮想マシンまたは同
じ仮想マシンにインストールできます。

手順 8 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで、データベース プラットフォーム（Microsoft 
SQL Server または Oracle）を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

これ以降表示されるパネルは、この時点で選択したデータベース プラットフォームによって異
なります。「付録 A」に記入したデータベース情報ワークシートを参照して、データベース プラッ
トフォームを決定してください。

手順 9 [Service Catalog データベース作成（Service Catalog Database Creation）] パネルで次の操作を行い
ます。

• データベースを事前に作成していない場合は、[はい（Yes）] を選択します。 [はい（Yes）] を選
択すると、インストーラに対し、データベースを自動的に作成するように指示することにな
ります。次のパネルで、インストーラが Service Catalog のデータベース ユーザとデータベー
ス スキーマを作成する際に使用する情報を入力するよう求められます。このパネルの各
フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してください。

• データベースを既に作成している場合は、[いいえ（No）] を選択します。次のパネルで、既存
のデータベース ユーザとデータベース スキーマの情報を入力するよう求められます。この
パネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してくださ
い（アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選択する必要がありま
す。詳細については、第 7 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を参照してください）。

手順 10 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、Service Catalog データベース
の情報を入力します。

• 手順 9 で [はい（Yes）] を選択した場合は、このパネルに [データベースを作成する（Create 
Database）] ボタンが表示され、[次へ（Next）] ボタンはグレー表示になります。

インストーラがデータベース サーバへ接続するときに使用する「sys」ユーザ（Oracle）または
「sa」ユーザ（SQL Server）のパスワードを入力する必要がある点に注意してください。このパ
ネルに情報を入力したら、[データベースを作成する（Create Database）] をクリックします。

「Service Catalogデータベースが正常に作成されました（Service Catalog database created 
successfully）」というメッセージが表示されたら、[OK] をクリックしてメッセージを閉じま
す。[次へ（Next）] ボタンが有効になります。

• 手順 9 で [いいえ（No）] を選択した場合は、既存の Service Catalog データベースの詳細情報
を入力して、[データベーススクリプトを実行する（Execute database scripts）] チェック ボック
スをオンにします。
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WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
（注） 「データベース作成」機能により、Service Catalog アプリケーションが機能するための最
小限の要件に対応した非常に基本的な Service Catalog データベースが作成されます。デ
モ システムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されます。実稼働
システムでは、事前にデータベース管理者に連絡し、データベースの設定に関する項で説
明するすべての製品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセ
キュリティの要件に対応した Service Catalog データベースを作成するよう依頼してくだ
さい。

手順 11 [次へ（Next）] をクリックして続行します。

インストーラがデータベースに接続し、データベースの必須設定が検証されます。インストーラ
によってデータベースが作成される場合、このデータベースはすべての必須設定に対応してお
り、検証テストは成功します。既存のデータベースの情報を入力した場合、欠落しているデータ
ベース設定があると検証エラーがインストーラから報告されます。データベースの要件につい
ては、ソフトウェア要件を参照してください。データベース検証エラーが発生した場合は、次の
操作を実行できます。

• エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

• 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のパネルに進むことが
できます。

手順 12 [マスターキーパスワード（Master Key Password）] パネルで、マスター キー パスワードを入力し
ます。

セキュリティ要件の一部として、アプリケーションで使用可能なすべてのパスワードを暗号化
するためのマスター キー パスワードを指定する必要があります。このパネルで説明されるすべ
てのパスワード ルールに一致するパスワードを指定する必要があります。

マスター キー パスワードは、<ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリ内の 2 つのファイル 
kek_new.txt および kek_old.txt に保存されます。kek_new.txt および kek_old.txt ファイルのバック
アップを作成し、安全な場所に保存しておく必要があります。マスター キー パスワード ファイ
ルがない場合、アプリケーション サーバは ServiceCatalog データベースにログインできません。
これらのマスター キー パスワード ファイルを紛失した場合は、Cisco TAC に連絡してください。

手順 13 [Java 仮想マシンの選択（Choose Java Virtual Machine）] パネルで、リストから正しい Java JDK 
バージョン 1.8.0_x を選択するか、または [別の場所を検索する（Search Another Location）] ボタン
をクリックして コンピュータ上で Java JDK バージョン 1.8.0_x がある正しい場所に移動し、[次
へ（Next）] をクリックします。

（注） インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをコンピュータにイン
ストールするため、WildFly 用 Java の場所を指定する必要があります。インストーラは、
この特定の Java を使用するように WildFly 設定の JAVA_HOME 変数を設定します。

手順 14 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルで、次の手順を実行し、[次へ（Next）] 
をクリックします。

• Service Catalog アプリケーション（RequestCenter.war）の展開先 WildFly サーバの情報を入力
します。このパネルの各フィールドの説明については、WildFly の Service Catalog 設定の表を
参照してください
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WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
• （カスタム インストール タイプの場合のみ）[詳細オプション（Advanced Options）] ボタンを
クリックします。[詳細オプション（Advanced Options）] ウィンドウに情報を入力し（[Service 
Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルの詳細オプションの表を参照）、[閉じる

（Close）] をクリックします。

• [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルの参照用に WildFly サーバに割
り当てられているデフォルトのポート番号を変更するには、[ポートの変更（Change Ports）] 
ボタンをクリックし、[閉じる（Close）] をクリックします。

手順 15 [Service Link 設定（Service Link Configuration）] パネルで、次の手順を実行し、[次へ（Next）] をク
リックします。

• Service Link アプリケーション（ISEE.war）の展開先 WildFly サーバの情報を入力します。こ
のパネルの各フィールドの説明については、WildFly の Service Link 設定の表を参照してく
ださい。

• Service Link の WildFly サーバに割り当てられているデフォルトのポート番号を変更するに
は [ポートの変更（Change Ports）] ボタンをクリックし、[閉じる（Close）] をクリックします。

手順 16 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに JMS Queue サーバの情報を入力し、[次
へ（Next）] をクリックします。

このパネルの各フィールドの説明については、メッセージング設定の表を参照してください 

（注） JMS Queue サーバは常に Service Link サーバにインストールされます。

手順 17 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 18 [インストール前の要約（Pre-Installation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 19 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

手順 20 Web サーバを設定します。

インストール時に [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルと [Service Link 設
定（Service Link Configuration）] パネルの両方で [IIS を設定する（Configure IIS）] オプションを選
択した場合は、Prime Service Catalog インストーラによって VM 上の IIS Web サーバが WildFly 
サーバを指し示すように自動的に設定されます。次の URL で Service Catalog UI に接続できます。

http://<web_server_host>: port/RequestCenter, 

引数の説明

<web_server_host> は VM の IP アドレスです。

Linux オペレーティング システムを使用している場合は、Prime Service Catalog インストーラが
ユーザの代わりに Web サーバを自動設定しません。Apache Web サーバまたは IIS Web サーバ

（Windows マシン上）のいずれかをインストールし、Service Catalog の WildFly サーバを指し示す
ように設定する必要があります。

Web サーバを設定する方法については、WildFly の Web サーバの設定に関するドキュメントを参
照してください。
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次の手順

WildFly のインストール後の作業（4-33 ページ）を実行します。

WildFly クラスタ アプリケーション サーバの設定

Prime Service Catalog WildFly クラスタ構成には、ドメイン コントローラ、Service Link（と JMS 
サービス）、および RequestCenter.war ファイルをホストするクラスタ ノード（ホスト 1 とホスト 2）
の 2 つのホスト コントローラが含まれます。

「2 ノード クラスタ」は、WildFly クラスタ構成に属する 2 つの水平ノード（つまり、2 つの個別の
ホスト）が存在することを意味します。2 ノード クラスタから始めて、必要に応じてクラスタに
ノード（つまり、ホスト）を追加できます。Prime Service Catalog インストーラは、最大 6 ノードの
クラスタのみをサポートします。7 番目以降のノードを追加する場合は、手動手順について Cisco 
TAC にお問い合わせください。

（注） RequestCenter.war をホストするホスト コントローラのみをクラスタとして設定できます。
Service Link アプリケーションを JMS サービスとともにクラスタに展開することはできません。
JMS サービスは Service Link サーバ上に存在します。

Prime Service Catalog インストーラは、WildFly アプリケーション サーバに関して、2 つのタイプ
のクラスタ トポロジをサポートします。

• 2 VM トポロジ：2 つ以上の仮想マシンが必要です。この設定では、最初の仮想マシンにドメ
イン コントローラ、Service Link コンポーネント、およびホスト 1 のホスト コントローラが
含まれます。2 番目の仮想マシンにはホスト 2 のホスト コントローラのみが含まれます。こ
のタイプのクラスタの設定の詳細については、「2 VM トポロジの WildFly クラスタ インス
トールの実行」を参照してください。

• 4 VM トポロジ：4 つ以上の仮想マシンが必要です。この設定では、最初の仮想マシンがドメ
イン コントローラ用、2 番目の仮想マシンが Service Link コンポーネント（と JMS サービス）
用、3 番目の仮想マシンがホスト 1 のホスト コントローラ用、4 番目の仮想マシンがホスト 2 
のホスト コントローラ用です。このタイプのクラスタの設定の詳細については、「4 VM トポ
ロジの WildFly クラスタ インストールの実行」を参照してください。

（注） 特定のトポロジ タイプのインストールを開始したら、後の段階で設定を変更できません。ホスト 
コントローラ用の新しいノードを追加することだけが可能です。

2 VM トポロジの WildFly クラスタ インストールの実行

（注） ここでは、2 VM トポロジの設定手順の概要を示します。詳細な設定手順については、後の項で説
明します。設定を完了するには、この概要手順に示されているすべての手順を実行する必要があ
ります。

2 VM トポロジでは、ドメイン コントローラ、ホスト 1 のホスト コントローラ、および Service 
Link アプリケーション（と JMS サービス）が最初の仮想マシンにインストールされ、ホスト 2 の
ホスト コントローラが 2 番目の仮想マシンにインストールされます。次に、2 VM トポロジの図
を示します。
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図 4-2 2 VM トポロジ

はじめる前に

インストール作業に入る前に、他のインストール前の作業がすべて完了していることを確認し
ます。インストール前の作業については、インストール前のチェックリスト（4-2 ページ）にまと
めています。
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手順

手順 1 データベース サーバを準備します。

データベース サーバがすべての要件を満たしていることを確認します。詳細については、
「Service Catalog データベースの設定」を参照してください。また、「データベース情報ワークシー
ト」に情報を記入してください。

手順 2 仮想マシンを準備します。

両方の仮想マシンがすべてのハードウェア要件およびソフトウェア要件を満たすことを確認し
ます。詳細については、インストール要件を参照してください。ホスト 1 とホスト 2 に次のコン
ポーネントを含めることができるように要件をプランニングします。

• ホスト 1：ドメイン コントローラ、Service Catalog のホスト コントローラ 1、Service Link と JMS

• ホスト 2：Service Catalog のホスト コントローラ 2

手順 3 ホスト 1 を設定します。ホスト 1 を設定する方法の詳細については、「2 VM トポロジのホスト 1 
の設定」の手順を参照してください。

手順 4 ホスト 2 を設定します。ホスト 2 を設定する方法の詳細については、「2 VM トポロジのホスト 2 
の設定」の手順を参照してください。

手順 5 Web サーバをインストールします。

Apache Web サーバをインストールし、RequestCenter.war が展開されているクラスタ WildFly 
サーバ グループを指し示すように設定します。クラスタ上でロード バランサとして機能する 
Web サーバが必要です。Service Catalog へのすべてのクライアント接続は、Web サーバを経由す
る必要があります。したがって、Service Catalog の URL は次のようになります。

http://<web_server_host>:<web_server_port>/RequestCenter

Web サーバは、それ専用の VM にインストールできますが、必要に応じて既存の任意の VM にイ
ンストールすることもできます。これは、Web サーバが、前の手順でインストール済みの他のコ
ンポーネントの設定に干渉しないためです。

（注） Prime Service Catalog インストーラは、Web サーバをインストールしたり、設定したりし
ません。Web サーバはユーザ自身でインストールする必要があります。Service Catalog と 
Service Link の共通 Web サーバとしての Apache Web サーバの設定については、「WildFly 
での Apache Web サーバの設定」を参照してください。

インストール中に [Windows サービスを設定する（Configure Windows Service）] オプションを選
択した場合は、VM1 および VM2 上のすべての WildFly サーバを停止し、それらを Windows サー
ビスとして再起動します。

VM1 または VM2 上の WildFly サーバを停止するために、startServiceCatalogCluster.cmd が稼働し
ているコマンド プロンプト ウィンドウを開き、Ctrl + C を押してプロセスを停止して、「Cisco 
Prime Service Catalog」という名前の Windows サービスを起動します。

手順 6 （任意）別のノードをクラスタに追加します。

3 番目のノードをクラスタに追加する場合は、手順 4 を繰り返してホスト 3 を設定します。ホス
ト 3 を設定したら、手順 5 で設定した Web サーバのプラグイン設定を変更して、Web サーバが 
3 番目のクラスタ ノードを認識するようにします。

（注） Prime Service Catalog インストーラを実行して最大 4 つのノードをクラスタに追加できます。
7 番目以降のノードを追加する場合は、手動手順について Cisco TAC にお問い合わせください。
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2 VM トポロジのホスト 1 の設定

手順 1 ホスト 1 に指定されたマシンで Web インターフェイス インストール ウィザードを起動します。

• Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、
setup.cmd をダブルクリックします。

• Linux オペレーティング システムでは、root ユーザとしてログインし、グラフィカル イン
ターフェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行します。

手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックして開始します。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記します。

WildFly では、このディレクトリに Services Catalog インストーラが WildFly アプリケーション 
サーバ ソフトウェアをインストールして設定します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WildFly] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。これ以降表示されるパネルは、こ
の時点で選択したアプリケーション サーバによって異なります。「付録 A」に記入したアプリ
ケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。

手順 5 [セットアップ モードの選択（Setup Mode Selection）] パネルで [クラスタ セットアップ（Cluster 
setup）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [ノード タイプの選択（Node Type Selection）] パネルで、[クラスタ対応完全インストール
（Cluster-ready complete installation）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

このオプションでは、ドメイン コントローラ、ホスト 1 のホスト コントローラ、Service Link、お
よび JMS がホスト 1 にインストールされます。

手順 7 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで、データベース プラットフォーム（Microsoft 
SQL Server または Oracle）を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。これ以降表示されるパネ
ルは、この時点で選択したデータベース プラットフォームによって異なります。「付録 A」に記入
したデータベース情報ワークシートを参照して、データベース プラットフォームを決定してく
ださい。

手順 8 [Service Catalog データベース作成（Service Catalog Database Creation）] パネルで次の操作を行い
ます。

• データベースを事前に作成していない場合は、[はい（Yes）] を選択します。 

[はい（Yes）] を選択すると、インストーラに対し、データベースを自動的に作成するように指
示することになります。次のパネルで、インストーラが Service Catalog のデータベース ユー
ザとデータベース スキーマを作成する際に使用する情報を入力するよう求められます。こ
のパネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してくだ
さい

• データベースがすでに作成されている場合または既存のデータベースにアップグレードす
る場合は、[いいえ（No）] を選択します。
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次のパネルで、既存のデータベース ユーザとデータベース スキーマの情報を入力するよう
求められます。このパネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシー
トを参照してください（アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選
択する必要があります。詳細については、第 7 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を
参照してください）。

手順 9 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、Service Catalog データベース
の情報を入力します。

• 手順 8 で [はい（Yes）] を選択した場合は、このパネルに [データベースを作成する（Create 
Database）] ボタンが表示され、[次へ（Next）] ボタンはグレー表示になります。

インストーラがデータベース サーバへ接続するときに使用する「sys」ユーザ（Oracle）または
「sa」ユーザ（SQL Server）のパスワードを入力する必要がある点に注意してください。このパ
ネルに情報を入力したら、[データベースを作成する（Create Database）] をクリックします。

「Service Catalogデータベースが正常に作成されました（Service Catalog database created 
successfully）」というメッセージが表示されたら、[OK] をクリックしてメッセージを閉じま
す。[次へ（Next）] ボタンが有効になります。

• 手順 8 で [いいえ（No）] を選択した場合に必要な操作は、既存の Service Catalog データベー
スの情報を入力して、[データベーススクリプトを実行する（Execute database scripts）] チェッ
ク ボックスをオンにするだけです。

（注） 「データベース作成」機能により、Service Catalog アプリケーションが機能するための最
小限の要件に対応した非常に基本的な Service Catalog データベースが作成されます。デ
モ システムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されます。実稼働
システムでは、事前にデータベース管理者に連絡し、データベースの設定に関する項で説
明するすべての製品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセ
キュリティの要件に対応した Service Catalog データベースを作成するよう依頼してくだ
さい。

手順 10 [次へ（Next）] をクリックして続行します。インストーラがデータベースに接続し、データベース
の必須設定が検証されます。インストーラによってデータベースが作成される場合、このデータ
ベースはすべての必須設定に対応しており、検証テストは成功します。既存のデータベースの情
報を入力した場合、欠落しているデータベース設定があると検証エラーがインストーラから報
告されます。データベースの要件については、ソフトウェア要件を参照してください。データ
ベース検証エラーが発生した場合は、次の操作を実行できます。

• エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

• 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のパネルに進むことが
できます。

手順 11 手順 8 で [はい（Yes）] を選択した場合は、[マスターキーパスワード（Master Key Password）] パネ
ルで、マスター キー パスワードを入力します。それ以外の場合は、アップグレードする既存の
データベースのマスター キー パスワードを含む既存の KEK ファイルへのパスを入力します。

セキュリティ要件の一部として、アプリケーションで使用可能なすべてのパスワードを暗号化
するためのマスター キー パスワードを指定する必要があります。このパネルで説明されるすべ
てのパスワード ルールに一致するパスワードを指定する必要があります。
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マスター キー パスワードは、<ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリ内の 2 つのファイル 
kek_new.txt および kek_old.txt に保存されます。kek_new.txt および kek_old.txt ファイルのバック
アップを作成し、安全な場所に保存しておく必要があります。マスター キー パスワード ファイ
ルがない場合、アプリケーション サーバは ServiceCatalog データベースにログインできません。
これらのマスター キー パスワード ファイルを紛失した場合は、Cisco TAC に連絡してください。

手順 12 [Java 仮想マシンの選択（Choose Java Virtual Machine）] パネルで、プラットフォームに適した Java 
バージョンを選択します。[別の場所を検索する（Search Another Location）] ボタンをクリックして 
コンピュータ上で Java がある正しい場所に移動し、[次へ（Next）] をクリックします。

（注） インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをコンピュータにイン
ストールするため、WildFly 用 Java の場所を指定する必要があります。インストーラは、
この特定の Java を使用するように WildFly 設定の JAVA_HOME 変数を設定します。

手順 13 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルに、Service Catalog アプリケーション
（RequestCenter.war）の展開先 WildFly サーバの情報（このマシンすなわちホスト 1 の IP アドレ
ス）を入力します。このパネルの各フィールドの説明については、WildFly の Service Catalog 設定
の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 14 [Service Link 設定（Service Link Configuration）] パネルに、Service Link アプリケーション
（ISEE.war）の展開先 WildFly サーバの情報（このマシンすなわちホスト 1 の IP アドレス）を入力
します。このパネルの各フィールドの説明については、WildFly の Service Link 設定の表を参照し
てください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 15 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに JMS Queue サーバの情報を入力し、[次
へ（Next）] をクリックします。このパネルの各フィールドの説明については、メッセージング設
定の表を参照してください

後で VM2 に 2 番目のノードをインストールするときに同じパスワードを入力する必要がある
ため、[メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに入力するキュー パスワードの値
を覚えておいてください。

手順 16 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 17 [インストール前の要約（PreInstallation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 18 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

手順 19 ホスト 1 でドメイン コントローラとすべての管理対象サーバを起動します。

（注） • インストール後に初めて起動する場合は、シスコ提供の起動スクリプト（この手順にも記載）
を実行することにより、各 WildFly サーバをアプリケーショとして起動する必要がありま
す。サーバを起動するために「Cisco Prime Service Catalog」という名前の Windows サービスを
使用しないでください。

• この起動スクリプトにより、コンテンツ フォルダが作成され、必要なファイルがインストー
ル ディレクトリに生成されます。この作業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを 
Windows サービスとして直接起動することができます。
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いずれかのノードでクラスタ サービスを初めて起動するには、次の手順に従います。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

cd <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin

b. 次のコマンドを実行してドメイン コントローラ、Service Catalog、および Service Link を起動
します。

Windows の場合：

startServiceCatalogCluster.cmd

Linux の場合： 

startServiceCatalogCluster.sh

このコマンドにより、ホスト 1 で次の 4 つの JVM プロセスが自動的に起動されます。

• ドメイン コントローラ

• プロセス コントローラ

• Service Catalog の管理対象サーバ：この管理対象サーバは、「main-server-group」と呼ばれるク
ラスタ サーバ グループに属します（この構成では、ドメイン コントローラが管理対象サー
バのホスト コントローラとしても機能するため、個別のホスト コントローラ サーバは不要
であることに注意してください）。

• Service Link の管理対象サーバ：この管理対象サーバは、「other-server-group」と呼ばれる別の
サーバ グループに属します。JMS はこのサーバで設定されます。

手順 20 ホスト 1 で RequestCenter.war と ISEE.war を展開します。VM1 でクラスタ サービスを初めて起
動するには、次の手順に従います。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

b. 次のコマンドを実行して RequestCenter.war を展開します。

Windows の場合：

deployServiceCatalogCluster.cmd ALL

Linux の場合： 

deployServiceCatalogCluster.sh ALL

このコマンドにより、RequestCenter.war がクラスタ サーバ グループにプッシュされます。

この時点で、RequestCenter.war が「main-server-group」と呼ばれるクラスタ サーバ グループに展開さ
れます。このクラスタ サーバ グループには、すでに 1 つの管理対象サーバが含まれています。その
ため、RequestCenter.war は Service Catalog の管理対象サーバにただちに展開されます。

ISEE.war は「other-server-group」と呼ばれるサーバ グループに展開されます。このサーバ グルー
プには、すでに 1 つの管理対象サーバが含まれています。そのため、ISEE.war は Service Link の管
理対象サーバにただちに展開されます。

クラスタ内のサーバは個別に起動および停止できます。WildFly クラスタ環境のインストーラで
使用できるその他の起動および停止スクリプトについては、「WildFly スクリプト」を参照してく
ださい。ホスト 1 上のドメイン コントローラとすべての管理対象サーバを停止するには、
shutdownAllOnHC1 スクリプトを実行して Service Catalog と Service Link の両方のドメイン コ
ントローラ、プロセス コントローラ、および管理対象サーバを停止します。
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次のステップ

クラスタの 2 番目のノードの設定に進みます。2 VM トポロジのホスト 2 の設定を参照してくだ
さい。

2 VM トポロジのホスト 2 の設定

手順 1 ホスト 2 に指定されたマシンで Web インターフェイス インストール ウィザードを起動します。

• Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、
setup.cmd をダブルクリックします。

• Linux オペレーティング システムでは、root ユーザとしてログインし、グラフィカル イン
ターフェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行します。

手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックして開始します。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記します。

WildFly では、このディレクトリに Services Catalog インストーラが WildFly アプリケーション 
サーバ ソフトウェアをインストールして設定します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WildFly] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。これ以降表示されるパネルは、こ
の時点で選択したアプリケーション サーバによって異なります。「付録 A」に記入したアプリ
ケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。

手順 5 [セットアップ モードの選択（Setup Mode Selection）] パネルで [クラスタ セットアップ（Cluster 
setup）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [ノード タイプの選択（Node Type Selection）] パネルで、[ホスト コントローラ ノード（Host 
Controller Node）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 7 [ホスト コントローラの選択（Host Controller Selection）] パネルで、[Host2] オプション ボタンを
選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

（注） ホスト 1 は、ドメイン コントローラ、Service Link をインストールした最初のノードです。
2 番目のマシンがこのクラスタ トポロジのホスト 2 であるため、ここでホスト 2 を選択
することが重要です。

手順 8 ドメイン コントローラの IP アドレスを入力して、ドメイン コントローラがインストールされて
いる最初のマシンへの接続を確立します。

手順 9 [Java 仮想マシンの選択（Choose Java Virtual Machine）] パネルで、プラットフォームに適した Java 
バージョンを選択します。[別の場所を検索する（Search Another Location）] ボタンをクリックして 
コンピュータ上で Java がある正しい場所に移動し、[次へ（Next）] をクリックします。
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（注） インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをコンピュータにイン
ストールするため、WildFly 用 Java の場所を指定する必要があります。インストーラは、
この特定の Java を使用するように WildFly 設定の JAVA_HOME 変数を設定します。

手順 10 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルに、Service Catalog アプリケーション
（RequestCenter.war）の展開先 WildFly サーバの情報（このマシンすなわちホスト 2 の IP アドレ
ス）を入力します。このパネルの各フィールドの説明については、WildFly の Service Catalog 設定
の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 11 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに JMS Queue サーバの情報を入力し、[次
へ（Next）] をクリックします。このパネルの各フィールドの説明については、メッセージング設
定の表を参照してください

[キュー パスワード（Queue password）] フィールドに、ホスト 1 でドメイン コントローラをイン
ストールしたときに入力したキュー パスワードを入力します。

手順 12 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 13 [インストール前の要約（PreInstallation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 14 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

手順 15 ホスト 2 のホスト コントローラを起動します。

（注） • インストール後に初めて起動する場合は、シスコ提供の起動スクリプト（この手順にも記載）
を実行することにより、各 WildFly サーバをアプリケーショとして起動する必要がありま
す。サーバを起動するために「Cisco Prime Service Catalog」という名前の Windows サービスを
使用しないでください。

• この起動スクリプトにより、コンテンツ フォルダが作成され、必要なファイルがインストー
ル ディレクトリに生成されます。この作業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを 
Windows サービスとして直接起動することができます。

いずれかのノードでクラスタ サービスを初めて起動するには、次の手順に従います。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

cd <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin

b. 次のコマンドを実行してドメイン コントローラ、Service Catalog、および Service Link を起動
します。

Windows の場合：

startServiceCatalogCluster.cmd

Linux の場合： 

startServiceCatalogCluster.sh
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ここで、ホスト コントローラによって、「main-server-group」サーバ グループに属している管理対
象サーバが自動的に起動されます。RequestCenter.war はすでにドメイン コントローラで

「main-server-group」に展開されているため、この管理対象サーバにも自動的に展開されます。

クラスタ内のサーバは個別に起動および停止できます。WildFly クラスタ環境のインストーラで
使用できるその他の起動および停止スクリプトについては、「WildFly スクリプト」を参照してく
ださい。VM2 のホスト コントローラを停止するには、forceStopeAllOnHC スクリプトを実行して 
Service Catalog のプロセス コントローラと管理対象サーバに両方を停止します。

次のステップ

Web サーバを設定します。「2 VM トポロジの WildFly クラスタ インストールの実行」の手順 5 を
参照してください。

4 VM トポロジの WildFly クラスタ インストールの実行

（注） ここでは、4 VM トポロジの設定手順の概要を示します。詳細な設定手順については、後の項で説
明します。設定を完了するには、この概要手順に示されているすべての手順を実行する必要があ
ります。

4 VM トポロジでは、ドメイン コントローラ、ホスト 1 とホスト 2 のホスト コントローラ、Service 
Link アプリケーション（と JMS サービス）が個別の仮想マシンにインストールされます。次に、
4 VM トポロジの図を示します。
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図 4-3 4 VM トポロジ

はじめる前に

インストール作業に入る前に、他のインストール前の作業がすべて完了していることを確認し
ます。インストール前の作業については、インストール前のチェックリスト（4-2 ページ）にまと
めています。

手順

手順 1 データベース サーバを準備します。

データベース サーバがすべての要件を満たしていることを確認します。詳細については、
「Service Catalog データベースの設定」を参照してください。また、「データベース情報ワークシー
ト」に情報を記入してください。
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手順 2 仮想マシンを準備します。

すべての仮想マシンがすべてのハードウェア要件およびソフトウェア要件を満たすことを確認
します。詳細については、インストール要件を参照してください。次のものを各 VM にインス
トールできるように要件をプランニングします。

• VM1：ドメイン コントローラ

• VM2：Service Link と JMS

• VM3：Service Catalog のホスト コントローラ 1

• VM4：Service Catalog のホスト コントローラ 2

手順 3 VM1 をドメイン コントローラとして設定します。ドメイン コントローラを設定する方法の詳細
については、「4 VM トポロジのドメイン コントローラ ノード（VM1）の設定」の手順を参照して
ください。

手順 4 Service Link と JMS 用に VM2 を設定します。Service Link および JMS ノードを設定する方法の
詳細については、「4 VM トポロジの Service Link および JMS ノード（VM2）の設定」の手順を参照
してください。

手順 5 VM3 を Service Catalog のホスト コントローラ 1 として設定します。クラスタ ノードのホスト コ
ントローラ 1 を設定する方法の詳細については、「4 VM トポロジのクラスタ ノードのホスト コ
ントローラと Service Catalog の設定」の手順を参照してください。

手順 6 VM4 を Service Catalog のホスト コントローラ 2 として設定します。クラスタ ノードのホスト コ
ントローラ 2 を設定する方法の詳細については、「4 VM トポロジのクラスタ ノードのホスト コ
ントローラと Service Catalog の設定」の手順を参照してください。

手順 7 （任意）VM5 を Service Catalog のホスト コントローラ 2 として設定します。クラスタ ノードのホ
スト コントローラ 2 を設定する方法の詳細については、「後続のホスト ノードの手動での 
WildFly クラスタへの追加」の手順を参照してください。

手順 8 Web サーバをインストールします。

Apache Web サーバをインストールし、RequestCenter.war が展開されているクラスタ WildFly 
サーバ グループを指し示すように設定します。クラスタ上でロード バランサとして機能する 
Web サーバが必要です。Service Catalog へのすべてのクライアント接続は、Web サーバを経由す
る必要があります。したがって、Service Catalog の URL は次のようになります。

http://<web_server_host>:<web_server_port>/RequestCenter

Web サーバは、それ専用の VM にインストールできますが、必要に応じて既存の任意の VM にイ
ンストールすることもできます。これは、Web サーバが、前の手順でインストール済みの他のコ
ンポーネントの設定に干渉しないためです。

（注） Prime Service Catalog インストーラは、Web サーバをインストールしたり、設定したりし
ません。Web サーバはユーザ自身でインストールする必要があります。Service Catalog と 
Service Link の共通 Web サーバとしての Apache Web サーバの設定については、「WildFly 
での Apache Web サーバの設定」を参照してください。

インストール中に [Windows サービスを設定する（Configure Windows Service）] オプションを選
択した場合は、VM1、VM3、および VM4 上のすべての WildFly サーバを停止し、それらを 
Windows サービスとして再起動します。

これらの WildFly サーバ 上の WildFly サーバを停止するために、startServiceCatalogCluster.cmd 
が稼働しているコマンド プロンプト ウィンドウを開き、Ctrl + C を押してプロセスを停止して、

「Cisco Prime Service Catalog」という名前の Windows サービスを起動します。
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手順 9 （任意）別のノードをクラスタに追加します。

3 番目のノードをクラスタに追加する場合は、手順 5 を繰り返してノード 3 を設定します。ノー
ド 3 を設定したら、手順 8 で設定した Web サーバのプラグイン設定を変更して、Web サーバが 
3 番目のクラスタ ノードを認識するようにします。

（注） Prime Service Catalog インストーラを実行して最大 6 つのノードをクラスタに追加できます。
7 番目以降のノードを追加する場合は、「後続のホスト ノードの手動での WildFly クラスタへの
追加」を参照してください。

次のステップ

VM1 でのドメイン コントローラ ノードの設定に進みます。4 VM トポロジのドメイン コント
ローラ ノード（VM1）の設定を参照してください。

4 VM トポロジのドメイン コントローラ ノード（VM1）の設定

手順 1 ドメイン コントローラのインストール用に指定されたマシン（今回は VM1）で Web インター
フェイス インストール ウィザードを起動します。

• Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、
setup.cmd をダブルクリックします。

• Linux オペレーティング システムでは、root ユーザとしてログインし、グラフィカル イン
ターフェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行します。

手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックして開始します。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記します。

WildFly では、このディレクトリに Services Catalog インストーラが WildFly アプリケーション 
サーバ ソフトウェアをインストールして設定します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WildFly] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。これ以降表示されるパネルは、こ
の時点で選択したアプリケーション サーバによって異なります。「付録 A」に記入したアプリ
ケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。

手順 5 [セットアップ モードの選択（Setup Mode Selection）] パネルで [クラスタ セットアップ（Cluster 
setup）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [ノード タイプの選択（Node Type Selection）] パネルで、[ドメイン コントローラ ノード（Domain 
Controller Node）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。このオプション
では、ドメイン コントローラが VM1 にインストールされます。
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手順 7 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで、データベース プラットフォーム（Microsoft 
SQL Server または Oracle）を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。これ以降表示されるパネ
ルは、この時点で選択したデータベース プラットフォームによって異なります。「付録 A」に記入
したデータベース情報ワークシートを参照して、データベース プラットフォームを決定してく
ださい。

手順 8 [Service Catalog データベース作成（Service Catalog Database Creation）] パネルで次の操作を行い
ます。

• データベースを事前に作成していない場合は、[はい（Yes）] を選択します。

[はい（Yes）] を選択すると、インストーラに対し、データベースを自動的に作成するように指
示することになります。次のパネルで、インストーラが Service Catalog のデータベース ユー
ザとデータベース スキーマを作成する際に使用する情報を入力するよう求められます。こ
のパネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してくだ
さい。

• データベースがすでに作成されている場合または既存のデータベースにアップグレードす
る場合は、[いいえ（No）] を選択します。

次のパネルで、既存のデータベース ユーザとデータベース スキーマの情報を入力するよう
求められます。このパネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシー
トを参照してください（アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選
択する必要があります。詳細については、第 7 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を
参照してください）。

手順 9 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、Service Catalog データベース
の情報を入力します。

• 手順 8 で [はい（Yes）] を選択した場合は、このパネルに [データベースを作成する（Create 
Database）] ボタンが表示され、[次へ（Next）] ボタンはグレー表示になります。

インストーラがデータベース サーバへ接続するときに使用する「sys」ユーザ（Oracle）または
「sa」ユーザ（SQL Server）のパスワードを入力する必要がある点に注意してください。このパ
ネルに情報を入力したら、[データベースを作成する（Create Database）] をクリックします。

「Service Catalogデータベースが正常に作成されました（Service Catalog database created 
successfully）」というメッセージが表示されたら、[OK] をクリックしてメッセージを閉じま
す。[次へ（Next）] ボタンが有効になります。

• 手順 8 で [いいえ（No）] を選択した場合に必要な操作は、既存の Service Catalog データベー
スの情報を入力して、[データベーススクリプトを実行する（Execute database scripts）] チェック 
ボックスをオンにするだけです。

（注） 「データベース作成」機能により、Service Catalog アプリケーションが機能するための最
小限の要件に対応した非常に基本的な Service Catalog データベースが作成されます。デ
モ システムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されます。実稼働
システムでは、事前にデータベース管理者に連絡し、データベースの設定に関する項で説
明するすべての製品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセ
キュリティの要件に対応した Service Catalog データベースを作成するよう依頼してくだ
さい。
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手順 10 [次へ（Next）] をクリックして続行します。インストーラがデータベースに接続し、データベース
の必須設定が検証されます。インストーラによってデータベースが作成される場合、このデータ
ベースはすべての必須設定に対応しており、検証テストは成功します。既存のデータベースの情
報を入力した場合、欠落しているデータベース設定があると検証エラーがインストーラから報
告されます。データベースの要件については、ソフトウェア要件を参照してください。データ
ベース検証エラーが発生した場合は、次の操作を実行できます。

• エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

• 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のパネルに進むことが
できます。

手順 11 手順 8 で [はい（Yes）] を選択した場合は、[マスターキーパスワード（Master Key Password）] パネ
ルで、マスター キー パスワードを入力します。それ以外の場合は、アップグレードする既存の
データベースのマスター キー パスワードを含む既存の KEK ファイルへのパスを入力します。

セキュリティ要件の一部として、アプリケーションで使用可能なすべてのパスワードを暗号化
するためのマスター キー パスワードを指定する必要があります。このパネルで説明されるすべ
てのパスワード ルールに一致するパスワードを指定する必要があります。

マスター キー パスワードは、<ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリ内の 2 つのファイル 
kek_new.txt および kek_old.txt に保存されます。kek_new.txt および kek_old.txt ファイルのバック
アップを作成し、安全な場所に保存しておく必要があります。マスター キー パスワード ファイ
ルがない場合、アプリケーション サーバは ServiceCatalog データベースにログインできません。
これらのマスター キー パスワード ファイルを紛失した場合は、Cisco TAC に連絡してください。

手順 12 [Java 仮想マシンの選択（Choose Java Virtual Machine）] パネルで、プラットフォームに適した Java 
バージョンを選択します。[別の場所を検索する（Search Another Location）] ボタンをクリックして 
コンピュータ上で Java がある正しい場所に移動し、[次へ（Next）] をクリックします。

（注） インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをコンピュータにイン
ストールするため、WildFly 用 Java の場所を指定する必要があります。インストーラは、
この特定の Java を使用するように WildFly 設定の JAVA_HOME 変数を設定します。

手順 13 [ドメイン コントローラ設定（Domain Controller Configuration）] パネルに、WildFly サーバの情報
（このマシンすなわち VM1 の IP アドレス）を入力します。このパネルの各フィールドの説明につ
いては、WildFly の Service Catalog 設定の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。

手順 14 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに JMS Queue サーバの情報（次に Service 
Link をインストールする VM2 の IP アドレス。これは JMS の IP アドレスでもある）を入力し、[次
へ（Next）] をクリックします。このパネルの各フィールドの説明については、メッセージング設
定の表を参照してください

後で VM2 に Service Link をインストールするときに同じパスワードを入力する必要があるた
め、[メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに入力するキュー パスワードの値を
覚えておいてください。

手順 15 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。
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手順 16 [インストール前の要約（PreInstallation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 17 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

手順 18 ホスト 1 でドメイン コントローラとすべての管理対象サーバを起動します。

（注） • インストール後に初めて起動する場合は、シスコ提供の起動スクリプト（この手順にも記載）
を実行することにより、各 WildFly サーバをアプリケーショとして起動する必要がありま
す。サーバを起動するために「Cisco Prime Service Catalog」という名前の Windows サービスを
使用しないでください。

• この起動スクリプトにより、コンテンツ フォルダが作成され、必要なファイルがインストー
ル ディレクトリに生成されます。この作業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを 
Windows サービスとして直接起動することができます。

ホスト 1 でドメイン コントローラを起動するには、次の手順に従います。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

cd <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin

b. 次のコマンドを実行してドメイン コントローラ、Service Catalog、および Service Link を起動
します。

Windows の場合：

startServiceCatalogCluster.cmd

Linux の場合： 

startServiceCatalogCluster.sh

手順 19 RequestCenter.war を展開します。展開するには、次の手順に従います。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

cd <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin

b. 次のコマンドを実行して RequestCenter.war を展開します。

Windows の場合：

deployServiceCatalogCluster.cmd RC

Linux の場合： 

deployServiceCatalogCluster.sh RC

ドメイン コントローラを停止するには、stopDomainController スクリプトを実行します。スタン
ドアロンおよびクラスタ環境のインストーラで使用できるその他のスクリプトについては、

「WildFly スクリプト」を参照してください。
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次の手順

• 次の情報を手元に用意します。

– ドメイン コントローラがインストールされている VM1 の IP アドレス。

– [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルで設定したキュー パスワード

• VM2 での Service Link および JMS ノードの設定に進みます。4 VM トポロジの Service Link 
および JMS ノード（VM2）の設定を参照してください。

4 VM トポロジの Service Link および JMS ノード（VM2）の設定

手順 1 「kek_new.txt」ファイルを VM1 の <ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリから VM2 の一
時ディレクトリにコピーします。

手順 2 Service Link および JMS ノードを VM2 にインストールします。Web インターフェイス インス
トール ウィザードを起動します。

• Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、
setup.cmd をダブルクリックします。

• Linux オペレーティング システムでは、root ユーザとしてログインし、グラフィカル イン
ターフェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行します。

手順 3 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 4 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記します。

手順 5 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WildFly] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [セットアップ モードの選択（Setup Mode Selection）] パネルで、[スタンドアロン（Standalone）] オ
プション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 7 [インストールタイプ（Installation Type）] パネルで [カスタム（Custom）] オプション ボタンを選択
し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 8 [コンポーネント選択（Component Selection）] パネルで、[Service Link] オプション ボタンを選択
し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 9 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで、データベース プラットフォーム（Microsoft 
SQL Server または Oracle）を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 10 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、Service Catalog データベース
（VM1 へのドメイン コントローラのインストール時に作成済み）の情報を入力し、[次へ（Next）] 
をクリックして続行します。
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インストーラがデータベースに接続し、データベースの必須設定が検証されます。インストーラ
によってデータベースが作成される場合、このデータベースはすべての必須設定に対応してお
り、検証テストは成功します。既存のデータベースの情報を入力した場合、欠落しているデータ
ベース設定があると検証エラーがインストーラから報告されます。データベースの要件につい
ては、ソフトウェア要件を参照してください。データベース検証エラーが発生した場合は、次の
操作を実行できます。

• エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

• 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のパネルに進むことが
できます。

手順 11 [マスターキーパスワード（Master Key Password）] パネルで、既存のデータベースのマスター 
キー パスワードを含む既存の KEK ファイル（手順 1 より）へのパスを入力します。

セキュリティ要件の一部として、アプリケーションで使用可能なすべてのパスワードを暗号化
するためのマスター キー パスワードを指定する必要があります。このパネルで説明されるすべ
てのパスワード ルールに一致するパスワードを指定する必要があります。

手順 12 [Java 仮想マシンの選択（Choose Java Virtual Machine）] パネルで、プラットフォームに適した Java 
バージョンを選択します。[別の場所を検索する（Search Another Location）] ボタンをクリックして 
コンピュータ上で Java がある正しい場所に移動し、[次へ（Next）] をクリックします。

（注） インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをコンピュータにイン
ストールするため、WildFly 用 Java の場所を指定する必要があります。インストーラは、
この特定の Java を使用するように WildFly 設定の JAVA_HOME 変数を設定します。

手順 13 [Service Link 設定（Service Link Configuration）] パネルで、次の情報を入力します。

• [Service Link ホスト IP アドレス（Service Link Host IP Address）] フィールドにこの VM の IP 
アドレスを入力します。

• [WildFly 管理者パスワード（WildFly admin password）] フィールドにパスワードを入力します。

• [パスワードの確認（Confirm Password）] フィールドに、同じパスワードを再度入力します。

• 画面に [Windows サービスとして設定する（Configure as windows service）] オプションが表示
されたら、それを選択します。

• 画面に [IIS を設定する（Configure IIS）] オプションが表示されても、それは選択しないでく
ださい。

手順 14 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに、Service Link を展開する JMS Queue サー
バの情報（この VM の IP アドレス）を入力し、[次へ（Next）] をクリックします。このパネルの各
フィールドの説明については、メッセージング設定の表を参照してください[キュー パスワード

（Queue password）] フィールドについて、次の注を参照してください。

（注） キュー パスワードの値については、VM1 でドメイン コントローラをインストールしたときに入
力したキュー パスワードを使用します。

手順 15 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください [次へ（Next）] をクリックします。
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手順 16 [インストール前の要約（PreInstallation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 17 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

手順 18 VM2 で Service Link サーバを起動します。このスタンドアロン WildFly サーバには、
ServiceLink.war と JMS サービスの両方が含まれます。Service Link および JMS サービスを起動
するには、次の手順を実行します。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

cd <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin

b. 次のコマンドを実行してドメイン コントローラ、Service Catalog、および Service Link を起動
します。

Windows の場合：

startServiceLink.cmd

Linux の場合： 

startServiceLink.sh

Windows オペレーティング システムでは、次の Windows サービスを起動または停止するこ
とで Service Link サーバを起動または停止することもできます。

Cisco Prime Service Link

Service Link を停止するには、StopServiceLink スクリプトを実行します。スタンドアロンお
よびクラスタ環境のインストーラで使用できるその他のスクリプトについては、「WildFly スク
リプト」を参照してください。

次の手順

• 次の情報を手元に用意します。

– ドメイン コントローラがインストールされている VM1 の IP アドレス。

– Service Link サーバと JMS がインストールされている VM2 の IP アドレス。

– VM1 でのドメイン コントローラのインストール時に入力したキュー パスワード。

• VM3 と VM4 のそれぞれホスト コントローラ 1 およびホスト コントローラ 2 としての設定
に進みます。4 VM トポロジのクラスタ ノードのホスト コントローラと Service Catalog の設
定を参照してください。

4 VM トポロジのクラスタ ノードのホスト コントローラと Service Catalog の設定

手順 1 クラスタ ホスト 1 に指定されたマシンで Web インターフェイス インストール ウィザードを起
動します。

• Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、
setup.cmd をダブルクリックします。

• Linux オペレーティング システムでは、root ユーザとしてログインし、グラフィカル イン
ターフェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行します。
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WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックして開始します。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WildFly] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 [セットアップ モードの選択（Setup Mode Selection）] パネルで [クラスタ セットアップ（Cluster 
setup）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [ノード タイプの選択（Node Type Selection）] パネルで、[ホスト コントローラ ノード（Host 
Controller Node）] オプション ボタンを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 7 [ホスト コントローラの選択（Host Controller Selection）] パネルで、次の手順を実行します。

• このマシンをクラスタの最初のノードとして設定する必要がある場合は、[Host1] オプショ
ン ボタンを選択します。

• このマシンをクラスタの 2 番目のノードとして設定する必要がある場合は、[Host2] オプ
ション ボタンを選択します。

（注） Prime Service Catalog インストーラは、最大 6 ノードのクラスタのみをサポートします。7 番目以
降のノードを追加する場合は、Cisco TAC にお問い合わせください。

手順 8 ドメイン コントローラの IP アドレスを入力して、ドメイン コントローラがインストールされて
いる最初のマシン（VM1）への接続を確立します。

手順 9 [Java 仮想マシンの選択（Choose Java Virtual Machine）] パネルで、プラットフォームに適した Java 
バージョンを選択します。[別の場所を検索する（Search Another Location）] ボタンをクリックして 
コンピュータ上で Java がある正しい場所に移動し、[次へ（Next）] をクリックします。

（注） インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをコンピュータにイン
ストールするため、WildFly 用 Java の場所を指定する必要があります。インストーラは、
この特定の Java を使用するように WildFly 設定の JAVA_HOME 変数を設定します。

手順 10 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルで、次の情報を入力し、[次へ（Next）] 
をクリックします。

• Service Catalog ホスト IP アドレス：このマシン（すなわちクラスタ ホスト 1）の IP アドレス。

• [Service Link URL] フィールドに、「http://<SL_Address>:6080」と入力します。<SL_Address> は 
Service Link サーバが存在する VM2 の IP アドレスです。

• 画面に [Windows サービスとして設定する（Configure as windows service）] オプションが表示
されたら、それを選択します。
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WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
手順 11 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルに JMS Queue サーバの次の情報を入力
し、[次へ（Next）] をクリックします。

• [キュー ホスト IP アドレス（Queue Host IP Address）] フィールドに VM2 の IP アドレスを入
力します。

• [キュー パスワード（Queue password）] フィールドに、VM1 でドメイン コントローラをイン
ストールしたときに [キュー パスワード（Queue password）] に入力したパスワードを入力し
ます。

このパネルの各フィールドの説明については、メッセージング設定の表を参照してください

手順 12 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください[次へ（Next）] をクリックします。

手順 13 [インストール前の要約（PreInstallation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 14 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

手順 15 クラスタ ホスト 1 のホスト コントローラを起動します。

（注） • インストール後に初めて起動する場合は、シスコ提供の起動スクリプト（この手順にも記載）
を実行することにより、各 WildFly サーバをアプリケーショとして起動する必要がありま
す。サーバを起動するために「Cisco Prime Service Catalog」という名前の Windows サービスを
使用しないでください。

• この起動スクリプトにより、コンテンツ フォルダが作成され、必要なファイルがインストー
ル ディレクトリに生成されます。この作業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを 
Windows サービスとして直接起動することができます。

ホスト コントローラを起動するには、次の手順を実行します。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

cd <ServiceCatalog_Install_Dir>\bin

b. 次のコマンドを実行してドメイン コントローラ、Service Catalog、および Service Link を起動
します。

Windows の場合：

startServiceCatalogCluster.cmd

Linux の場合： 

startServiceCatalogCluster.sh

ここで、ホスト コントローラによって、「main-server-group」サーバ グループに属している管理対
象サーバが自動的に起動されます。RequestCenter.war はすでにドメイン コントローラで

「main-server-group」に展開されているため、この管理対象サーバにも自動的に展開されます。

手順 16 次の URL に接続できることを確認します。

http://<VM3_or_VM4_IP_address>:8080/RequestCenter.
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WildFly のインストール後の作業
ホスト 1 とホスト 2 の両方でホスト コントローラと Service Catalog サーバを停止するには、
forceStopAllOnHC スクリプトを実行します。クラスタ内のサーバは個別に起動および停止でき
ます。WildFly クラスタ環境のインストーラで使用できるその他の起動および停止スクリプトに
ついては、「WildFly スクリプト」を参照してください。

次の手順

Web サーバを設定します。「4 VM トポロジの WildFly クラスタ インストールの実行」の手順 8 を
参照してください。

WildFly のインストール後の作業
Service Catalog インストーラはコンピュータに WildFly をインストールし、Service Catalog およ
び Service Link サービス向けに設定しますが、WildFly サービスは自動的に開始されません。ここ
では、Service Catalog および Service Link の WildFly サービスの起動/停止と、スタンドアロンおよび
クラスタ WildFly 設定に関するその他のインストール後の作業の手順について説明します。

WildFly スタンドアロン アプリケーション サーバのインストール後の
作業

次の項では、WildFly のスタンドアロン アプリケーション サーバに関するインストール後の作
業について説明します。

セキュア Cookie の有効化

セキュア Cookie はオプションの機能です。セキュア Cookie 機能を有効にするには、最初に Web 
サーバで SSL を有効にする必要があります。この作業は「IIS Web サーバの準備」の項ですでに
行っています。Prime Service Catalog をインストールしたら、

「<PSC_Install_Dir>\WildFly-8.2.0.Final\ServiceCatalogServer\deployments\RequestCenter.war\WE
B-INF\web.xml」ファイルを手動で編集し、次のように secure プロパティを true に設定する必要
があります。

<session-config>
    <session-timeout>20</session-timeout>
<cookie-config>
        <http-only>true</http-only>
        <path>/RequestCenter/</path>
        <secure>true</secure>
     </cookie-config>
 </session-config>

WildFly サーバの起動：Linux

Linux で WildFly サーバを起動するには、次の手順に従います。

手順 1 インストール ディレクトリが「/opt/CiscoPrimeServiceCatalog」であることを前提としています。
「root」ユーザとして SSH を使用して Linux マシンに接続し、「/opt/CiscoPrimeServiceCatalog/bin」
ディレクトリに移動します。

手順 2 次のコマンドを実行して、バックグラウンドで Service Link の WildFly サーバを起動します。

nohup ./startServiceLink.sh > startServiceLink.log 2>&1 &
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手順 3 Service Link サーバが完全に起動するまで数分間待ちます。Service Link コンポーネント アプリ
ケーションと同じ WildFly サーバで JMS サービスが設定されるので、Service Catalog アプリケー
ションを起動する前に、JMS サービスの準備が完了できる十分な時間をとってください。

手順 4 次のコマンドを実行して、バックグラウンドで Service Catalog の WildFly サーバを起動します。

nohup ./startServiceCatalog.sh > startServiceCatalog.log 2>&1 &

手順 5 WildFly サーバを停止する場合、Service Catalog アプリケーション サーバを最初に停止すること
が推奨されます。Service Link および Service Catalog の WildFly サーバを停止するには、次のスク
リプトを「root」ユーザとして実行します。

./stopServiceCatalog.sh

./stopServiceLink.sh

WildFly サーバの起動：Windows

インストール中に Service Catalog および Service Link の [Windowsサービスを設定する
（Configure windows service）] オプションを選択した場合、「Cisco Prime Service Catalog」サービス
と「Cisco Prime Service Link」サービスが Windows オペレーティング システムに登録されます。

ただし、インストーラはインストール完了直後に初めて Windows サービスを起動する操作を自
動的に実行しません（これらは次回のコンピュータ再起動時に自動的に起動されます）。サービ
スを初めて起動する場合は、次の手順を実行します。

手順 1 コンピュータで [スタート（Start）] > [すべてのプログラム（All Programs）] > [管理ツール
（Administrative Tools）] > [サービス（Services）] を選択します。

手順 2 次のいずれかを実行します。

手順 3 Cisco Prime Service Link という名前のサービスを選択して [サービスの開始（Start Service）] ボ
タンをクリックします。

手順 4 Service Link サーバが完全に起動するまで数分間待ちます。Service Link コンポーネント アプリ
ケーションと同じ WildFly サーバで JMS サービスが設定されるので、Service Catalog サーバを起
動する前に、JMS サービスの準備が完了できる十分な時間をとってください。

手順 5 Cisco Prime Service Catalog という名前のサービスを選択して [サービスの開始（Start Service）] ボ
タンをクリックします。

WildFly サーバを停止する場合は、「Cisco Prime Service Catalog」サービスを最初に停止してから、
「Cisco Prime Service Link」サービスを停止することが推奨されます。

インストール中に [Windows サービスを設定する（Configure windows service）] オプションを選択
していない場合は、コマンド スクリプトを実行して各 WildFly サーバを起動する必要がありま
す。WildFly サーバを起動するには、次の手順に従います。

手順 1 インストール ディレクトリが「C:\CiscoPrimeServiceCatalog」であることを前提としています。コ
マンド プロンプト ウィンドウを開き、「C:\CiscoPrimeServiceCatalog\bin」ディレクトリに移動し
ます。

手順 2 startServiceLink.cmd スクリプトを実行して Service Link の WildFly サーバを起動します。
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WildFly のインストール後の作業
手順 3 Service Link サーバが完全に起動するまで数分間待ちます。Service Link コンポーネント アプリ
ケーションと同じ WildFly サーバで JMS サービスが設定されるので、Service Catalog サーバを起
動する前に、JMS サービスの準備が完了できる十分な時間をとってください。

手順 4 startServiceCatalog.cmd スクリプトを実行して Service Catalog の WildFly サーバを起動します。

（注） コマンド スクリプトを使用して WildFly サーバを起動するため、Windows オペレーティング シ
ステムからログアウトすると、ログイン セッションの終了時に WildFly サーバが自動的に終了
します。したがって WildFly サーバが稼働中のセッションからはログオフしないでください。イ
ンストール後に WildFly サーバを Windows サービスとして設定する場合は、次の「Windows サー
ビスとしての WildFly の設定」の項の手順に従います。WildFly サーバが Windows サービスとし
て動作している場合、Windows オペレーティング システムからログアウトしても WildFly サー
バは終了しません。

手順 5 WildFly サーバを停止するには、次のいずれかの操作を行います。

• Service Link サーバまたは Service Catalog サーバが稼働しているコマンド プロンプト ウィ
ンドウで Ctrl + C を押します。

• C:\CiscoPrimeServiceCatalog\bin ディレクトリにある「stopServiceLink.cmd」または
「stopServiceCatalog.cmd」スクリプトを実行します。

Windows サービスとしての WildFly の設定

WildFly を Windows サービスとして設定するには、次の手順に従います。

手順 1 インストール ディレクトリが「C:\CiscoPrimeServiceCatalog」であることを前提としています。
コマンド プロンプト ウィンドウを開き、「C:\CiscoPrimeServiceCatalog\bin」ディレクトリに移
動します。「installServiceCatalogService.cmd」スクリプトを実行して、Service Catalog の WildFly 
サーバを Windows サービスとして設定します。このサービスの名前は「Cisco Prime Service 
Catalog」になります。

手順 2 「installServiceLinkService.cmd」スクリプトを実行して、Service Link の WildFly サーバを 
Windows サービスとして設定します。このサービスの名前は「Cisco Prime Service Link」になり
ます。

手順 3 Windows サービスを削除する場合は、最初に「Cisco Prime Service Catalog」と「Cisco Prime Service 
Link」サービスを手動で停止する必要があります。次に、「uninstallServiceCatalogService.cmd」ス
クリプトと「uninstallServiceLinkService.cmd」スクリプトを実行します。
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WildFly クラスタ アプリケーション サーバのインストール後の作業

次の項では、WildFly のクラスタ アプリケーション サーバに関するインストール後の作業につ
いて説明します。

クラスタ内の個々のサーバを起動および停止する場合、WildFly クラスタ環境のインストーラで
使用できるスクリプトについては、「WildFly スクリプト」を参照してください。

（注） Windows での WildFly クラスタの設定については、次の点に注意してください。

• インストール後に初めて起動する場合は、シスコ提供の起動スクリプトを実行することによ
り、各 WildFly サーバをアプリケーショとして起動する必要があります。このスクリプトに
より、コンテンツ フォルダが作成され、必要なファイルがインストール ディレクトリに生成
されます。この作業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを Windows サービスとして
直接起動することができます。シスコ提供のスクリプトによりサーバがすでに稼働している
場合は、サーバを Windows サービスとして起動する前にサーバを停止する必要があります。

• シスコ提供のスクリプトを使用して WildFly サーバを起動すると、サーバはバックグラウン
ドではなくフォアグラウンドで動作します。そのため、WildFly サーバが稼働しているマシン
からユーザが誤ってログオフすると、WildFly サーバ プロセスが終了します。

• コマンド スクリプトを使用して WildFly サーバを起動するため、Windows オペレーティング 
システムからログアウトすると、ログイン セッションの終了時に WildFly サーバが自動的に
終了します。したがって WildFly サーバが稼働中のセッションからはログオフしないでくだ
さい。インストール後に WildFly サーバを Windows サービスとして設定する場合は、次の

「Windows サービスとしての WildFly の設定」の項の手順に従います。WildFly サーバが 
Windows サービスとして動作している場合、Windows オペレーティング システムからログ
アウトしても WildFly サーバは終了しません。

Windows サービスとしての WildFly の設定

WildFly を Windows サービスとして設定するには、次の手順に従います。

手順 1 インストール ディレクトリが「C:\CiscoPrimeServiceCatalog」であることを前提としています。コ
マンド プロンプト ウィンドウを開き、「C:\CiscoPrimeServiceCatalog\bin」ディレクトリに移動し
ます。「installProcessControllerClusterService.cmd」スクリプトを実行して、クラスタ サービスの 
WildFly サーバを Windows サービスとして設定します。このサービスの名前は「Cisco Prime 
Service Catalog Cluster」になります。

手順 2 Windows サービスを削除する場合は、最初に「Cisco Prime Service Catalog Cluster」を手動で停止
し、「uninstallServiceCatalogService.cmd」スクリプトを実行する必要があります。
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WildFly での Apache Web サーバの設定

ここでは、httpd.conf ファイルを Service Catalog および Service Link サーバのプロキシ サーバと
して設定する方法について説明します。この手順では、Apache（または Httpd）Web サーバととも
にインストールされる「mod_proxy」を使用します。

（注） Service Catalog の設定は、クラスタ Wildfly 展開とスタンドアロン Wildfly 展開では異なります。

手順

手順 1 Apache Web サーバを停止します。

service httpd stop

手順 2 httpd.conf ファイルを変更します。

a. クラスタ化された WildFly に Service Catalog が展開されている場合は、httpd.conf ファイル 
の IP アドレスを環境内の対応するサーバに置き換えます。

以下の例の httpd.conf の IP アドレスは、次のサーバの実際の IP アドレスに置き換えてくだ
さい。

Web サーバの IPアドレス：10.78.0.100

Service Link の IPアドレス：10.78.0.200

Service Catalog のホスト 1 の IP アドレス：10.78.0.300

Service Catalog のホスト 1 の IP アドレス：10.78.0.400

ServerName 10.78.0.100

ServerRoot "/etc/httpd" Listen 80

Include conf.modules.d/*.conf
LoadModule proxy_module modules/mod_proxy.so
LoadModule proxy_connect_module modules/mod_proxy_connect.so LoadModule 
proxy_ftp_module modules/mod_proxy_ftp.so LoadModule proxy_http_module 
modules/mod_proxy_http.so LoadModule proxy_fcgi_module modules/mod_proxy_fcgi.so 
LoadModule proxy_scgi_module modules/mod_proxy_scgi.so
LoadModule proxy_wstunnel_module modules/mod_proxy_wstunnel.so LoadModule 
proxy_ajp_module modules/mod_proxy_ajp.so
LoadModule proxy_balancer_module modules/mod_proxy_balancer.so LoadModule 
proxy_express_module modules/mod_proxy_express.so

User apache Group apache
ServerAdmin root@localhost

<Directory /> AllowOverride none Require all denied
</Directory>

DocumentRoot "/var/www/html"

#
# Relax access to content within /var/www.
#
<Directory "/var/www"> AllowOverride None
# Allow open access: Require all granted
</Directory>

# Further relax access to the default document root:
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<Directory "/var/www/html"> Options Indexes FollowSymLinks AllowOverride None
Require all granted
</Directory>

<IfModule dir_module> DirectoryIndex index.html
</IfModule>

<Files ".ht*"> Require all denied
</Files>

ErrorLog "logs/error_log" LogLevel warn

<IfModule log_config_module>
LogFormat "%h %l %u %t \"%r\" %>s %b \"%{Referer}i\" \"%{User-Agent}i\"" combined 
LogFormat "%h %l %u %t \"%r\" %>s %b" common

<IfModule logio_module>
# You need to enable mod_logio.c to use %I and %O
LogFormat "%h %l %u %t \"%r\" %>s %b \"%{Referer}i\" \"%{User-Agent}i\" %I %O" 
combinedio
</IfModule>
CustomLog "logs/access_log" combined
</IfModule>

<IfModule alias_module>
ScriptAlias /cgi-bin/ "/var/www/cgi-bin/"
</IfModule>

<Directory "/var/www/cgi-bin"> AllowOverride None Options None
Require all granted
</Directory>

<IfModule mime_module> TypesConfig /etc/mime.types AddType application/x-compress .Z 
AddType application/x-gzip .gz .tgz
AddType text/html .shtml AddOutputFilter INCLUDES .shtml
</IfModule> AddDefaultCharset UTF-8
<IfModule mime_magic_module> MIMEMagicFile conf/magic
</IfModule> EnableSendfile on
IncludeOptional conf.d/*.conf

<VirtualHost *:80>

ServerName 10.78.0.100 ProxyRequests Off ProxyPreserveHost On

<Location ~ "/IntegrationServer">
ProxyPass "http://10.78.0.200:6080/IntegrationServer" Order allow,deny
Allow from all
</Location>

<Location /balancer-manager> SetHandler balancer-manager Order allow,deny
Allow from all
</Location>

Header add Set-Cookie "ROUTEID=.%{BALANCER_WORKER_ROUTE}e; path=/" 
env=BALANCER_ROUTE_CHANGED

<Proxy balancer://mycluster>
BalancerMember http://10.78.0.300:8080 route=1 BalancerMember http://10.78.0.400:8080 
route=2 ProxySet stickysession=ROUTEID
</Proxy>

ProxyPass / balancer://mycluster/ ProxyPassReverse / balancer://mycluster/

</VirtualHost>
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b. スタンドアロン WildFly に Service Catalog が展開されている場合は、httpd.conf ファイル の 
IP アドレスを環境内の対応するサーバに置き換えます。

以下の例では、Service Catalog サーバと Service Link サーバが同じ VM 上に存在することを
前提としています。IP アドレスは、使用している環境内の対応するサーバの実際の IP アドレ
スに置き換えてください。

Web サーバの IP アドレス：10.78.0.100

Service Link の IP アドレス：10.78.0.200

Service Catalog の IP アドレス：10.78.0.200

httpd.conf のすべての内容は、最後の <VirtualHost> セクション以外は上記の 2a）と同じです。

<VirtualHost *:80>

ServerName 10.78.0.100 ProxyRequests Off ProxyPreserveHost On

<Location ~ "/IntegrationServer">
ProxyPass "http://10.78.0.200:6080/IntegrationServer" Order allow,deny
Allow from all
</Location>

<Location ~ "/RequestCenter">
ProxyPass "http://10.78.0.200:8080/RequestCenter" Order allow,deny
Allow from all
</Location>

</VirtualHost>

手順 3 サーバを特定のポート（8080 など）に接続するには、次のコマンドを実行します。:

semanage port -?a -?t http_port_t -?p tcp 8080

手順 4 サーバがロード バランサの設定で定義された異なる IP およびポートにアクセスすることを可
能にするには、次のコマンドを実行します。

setsebool -?P httpd_can_network_connect 1

手順 5 次のコマンドを使用して、Apache Web サーバを起動します。

service httpd start

WildFly クラスタ設定へのパッチまたはカスタマイズの適用

• 2 VM クラスタ トポロジの場合

• 4 VM クラスタ トポロジの場合
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2 VM クラスタ トポロジの場合

2 VM トポロジでパッチまたはカスタマイズを適用するには、次の手順を実行します。

（注） この手順は、2 VM トポロジの VM1 と VM2 の両方ですべてのサーバが引き続き動作しているこ
とを前提としています。

手順 1 VM1 にログインして、<ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

手順 2 .war ファイルの展開を解除します。

a. 次のコマンドを実行して、すべてのホスト コントローラから RequestCenter.war と ISEE.war 
を削除します。

undeployServiceCatalogCluster.cmd ALL 

b. RequestCenter.war の展開だけを解除する場合は、次のコマンドを実行します:

undeployServiceCatalogCluster.cmd RC

c. ISEE.war の展開だけを解除する場合は、次のコマンドを実行します:

undeployServiceCatalogCluster.cmd SL

手順 3 VM1 で次のコマンドを実行してすべてのサーバをシャットダウンします。

shutdownAllOnHC2.cmd
shutdownAllOnHC1.cmd

手順 4 元の dist/RequestCenter.war および dist/ISEE.war のバックアップを作成します（これらを変更す
る予定がある場合）。これを行うには、次のコマンドを実行します。

md temp_dir\RequestCenter.war
md temp_dir\ISEE.war

手順 5 カスタマイズする適切な WAR ファイルを解凍します。

a. 次のコマンドを実行して、元の dist/RequestCenter.war を一時ディレクトリ
（/temp/RequestCenter.war など）に解凍します。

cd temp_dir\RequestCenter.war
jar xvf <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist\RequestCenter.war > nul

b. 元の dist/ISEE.war を一時ディレクトリ（/temp/ISEE.war など）に解凍します。

cd temp_dir\RequestCenter.war
jar xvf <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist\ISEE.war > nul

手順 6 カスタマイズを適用します。

a. /temp_dir/RequestCenter.war ディレクトリのファイルを変更または上書きすることによっ
て、カスタマイズを適用します。

b. /temp_dir/ISEE.war ディレクトリのファイルを変更または上書きすることによって、カスタ
マイズを適用します。
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手順 7 RequestCenter.war ファイルおよび ISEE.war ファイルを圧縮します。

a. /temp_dir/RequestCenter.war ディレクトリを RequestCenter.war ファイルに圧縮するには、次
のコマンドを実行します。

cd temp_dir\RequestCenter.war
jar -cvf RequestCenter.war.\META-INF\MANIFEST.MF *

RequestCenter.war の圧縮バージョンが temp_dir\RequestCenter.war に作成されます。

b. /temp_dir/ISEE.war ディレクトリを ISEE.war ファイルに圧縮するには、次のコマンドを実行
します。

cd temp_dir\ISEE.war 
jar -cvf ISEE.war.\META-INF\MANIFEST.MF *

ISEE.war の圧縮バージョンが temp_dir\ ISEE.war に作成されます。

手順 8 「dist」ディレクトリの war ファイルを新バージョンによって上書きします。

a. RequestCenter.war の新バージョンを <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist ディレクトリにコピー
して既存のファイルを上書きします。

b. ISEE.war の新バージョンを <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist ディレクトリにコピーして既
存のファイルを上書きします。

手順 9 VM1 の <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/content ディレクトリを削除します。

手順 10 VM1 の domain/servers/<servername>/tmp/* を削除します。

a. <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/domain/servers/server-host1-RC/tmp ディレク
トリのすべての内容を削除します。

b. <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/domain/servers/server-host1-SL/tmp ディレク
トリのすべての内容を削除します。

手順 11 VM1 でサーバを起動します。これを行うには、VM1 で次のコマンドを実行します。

startServiceCatalogCluster.cmd 

手順 12 VM1 で最新バージョンの war ファイルを展開します。

• RequestCenter.war、ISEE.war の順に最新バージョンを展開するには、次のコマンドを実行し
ます。

deployServiceCatalogCluster.cmd ALL

• RequestCenter.war のみを展開するには、次のコマンドを実行します。

deployServiceCatalogCluster RC

• ISEE.war のみを展開するには、次のコマンドを実行します。

deployServiceCatalogCluster SL

手順 13 VM2 で、次の手順を実行します。

a. VM1 の RequestCenter.war の新バージョンを VM2 の <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist ディレ
クトリにコピーして VM2 の既存のファイルを上書きします。

b. VM2 にログインします。

c. VM2 の <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/content ディレクトリを削除します。

d. <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/domain/servers/server-host2-RC/tmp ディレク
トリのすべての内容を削除します。
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e. 次のコマンドを実行して、VM2 上のすべてのサーバを起動します。

startServiceCatalogCluster.cmd

このスクリプトにより、この VM で存在しない 
<ServiceCatalog_Install_Dircontent/content/RequestCenter.war ディレクトリが自動的に再作成
されます。

（注） パッチを適用したら、シスコ提供の起動スクリプトを実行することにより、各 WildFly 
サーバをアプリケーショとして起動する必要があります。このスクリプトにより、コンテ
ンツ フォルダが作成され、必要なファイルがインストール ディレクトリに生成されま
す。この作業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを Windows サービスとして直接
起動することができます。シスコ提供のスクリプトによりサーバがすでに稼働している場
合は、サーバを Windows サービスとして起動する前にサーバを停止する必要があります。

4 VM クラスタ トポロジの場合

4 VM トポロジ でパッチまたはカスタマイズを適用するには、次の手順を実行します。

（注） この手順は、4 VM トポロジの VM1、VM3、および VM4 ですべてのサーバが引き続き動作してい
ることを前提としています。

手順 1 VM1 にログインして、<ServiceCatalog_Install_Dir>\bin ディレクトリにアクセスします。

手順 2 VM1 で次のコマンドを実行して、すべてのホスト コントローラから RequestCenter.war を削除し
ます。

undeployServiceCatalogCluster.cmd RC

手順 3 VM1 で次のコマンドを実行して、VM3 上のすべてのサーバを停止します。

shutdownAllOnHC1.cmd

手順 4 VM1 で次のコマンドを実行して、VM4 上のすべてのサーバを停止します。

shutdownAllOnHC2.cmd

手順 5 元の dist/RequestCenter.war ファイルのバックアップを作成します。これを行うには、次のコマン
ドを実行します。

md temp_dir\RequestCenter.war

手順 6 元の dist/RequestCenter.war を一時ディレクトリ（/temp/RequestCenter.war など）に解凍します。こ
れを行うには、次のコマンドを実行します。

cd temp_dir\RequestCenter.war
jar xvf <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist\RequestCenter.war > nul

手順 7 VM1 で、/temp_dir/RequestCenter.war ディレクトリのファイルを変更または上書きすることに
よって、カスタマイズを適用します。

手順 8 次のように、/temp_dir/RequestCenter.war ディレクトリを RequestCenter.war ファイルに圧縮します。

cd temp_dir\RequestCenter.war
jar -cvf RequestCenter.war.\META-INF\MANIFEST.MF *

RequestCenter.war の圧縮バージョンが temp_dir\RequestCenter.war に作成されます。
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手順 9 RequestCenter.war の新バージョンを <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist ディレクトリにコピーし
て既存のファイルを上書きします。

手順 10 VM1 で、RequestCenter.war の最新バージョンをすべてのホスト コントローラに展開します。こ
れを行うには、VM1 で次のコマンドを実行します。

deployServiceCatalogCluster.cmd RC

手順 11 VM2（Service Link サーバ）で、次の手順を実行して、ISEE.war ディレクトリでカスタマイズを適
用します。

a. VM2 にログインします。

b. 次のコマンドを実行して、Service Link サーバを停止します。

stopServiceLink.cmd

c. <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/ServiceLinkServer/deployments/ISEE.war ディ
レクトリのバックアップを一時ディレクトリに作成します。これを行うには、次のコマンド
を実行します。

md temp_dir\ISEE.war 
cd temp_dir\ISEE.war 
jar xvf <ServiceCatalog_Install_Dir>\ServiceLinkServer\deployments\ISEE.war > nul

d. <ServiceCatalog_Install_Dir>\ServiceLinkServer\deployments\ISEE.war ディレクトリでカスタ
マイズを直接適用します。

e. <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/ServiceLinkServer/tmp ディレクトリのすべて
の内容を削除します。

f. 次のコマンドを実行して、Service Link サーバを起動します。

startServiceLink.cmd

手順 12 VM1 の <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist ディレクトリから <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist 
ディレクトリに RequestCenter.war の新バージョンをコピーして VM3 と VM4 の既存のファイル
を上書きします。

手順 13 VM3 にログインします。

手順 14 <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/content ディレクトリを削除します。

手順 15 <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/domain/servers/server-host1-RC/tmp ディレクトリ
のすべての内容を削除します。

手順 16 次のスクリプトを実行して、VM3 上のすべてのサーバを起動します。

startServiceCatalogCluster.cmd

手順 17 VM4 にログインします。

手順 18 <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/content ディレクトリを削除します。

手順 19 <ServiceCatalog_Install_Dir>/wildfly-8.2.0.Final/domain/servers/server-host2-RC/tmp ディレクトリ
のすべての内容を削除します。

手順 20 次のスクリプトを実行して、VM3 上のすべてのサーバを起動します。

startServiceCatalogCluster.cmd
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このスクリプトにより、VM3 と VM4 の両方で存在しない <ServiceCatalog_Install_Dir/content/*.war 
ディレクトリが自動的に再作成されます。

（注） パッチを適用したら、シスコ提供の起動スクリプトを実行することにより、各 WildFly サー
バをアプリケーショとして起動する必要があります。このスクリプトにより、コンテンツ 
フォルダが作成され、必要なファイルがインストール ディレクトリに生成されます。この作
業が完了したら、次回の起動時からは、サーバを Windows サービスとして直接起動すること
ができます。シスコ提供のスクリプトによりサーバがすでに稼働している場合は、サーバを 
Windows サービスとして起動する前にサーバを停止する必要があります。

Request Center と Service Link 両方のアプリケーションが導入されている場合、これらは準備状態
となります。これらをアクティブ状態に移行させるには、次の順序で起動する必要があります。

まず、Service Link を起動します。Service Link がアクティブ状態になったら、その後に 
RequestCenter を起動します。インストールの確認を試行する前に、アクティブ状態になっている
ことを確認します。

インストールの確認
インストールを確認するため、次の作業を行います。

手順 1 ブラウザを開き、URL http://<hostname>:<port>/RequestCenter に接続します。各要素は次のとお
りです。

<hostname>：Service Catalog の WildFly サーバをインストールしたコンピュータの完全修飾ドメ
イン ホスト名または IP アドレス。

<port>：Service Catalog の WildFly サーバに割り当てられている HTTP ポート番号。HTTP ポート
番号のデフォルト値は 8080 です。

（注） Windows オペレーティング システムを使用しており、インストール中に [IIS を設定する
（Configure IIS）] オプションを選択した場合は、Service Catalog インストーラは、マシン上の IIS 

Web サーバの tomcat プラグインが WildFly サーバにリダイレクトするように自動的に設定しま
す。この場合、Service Catalog の URL が、IIS Web サーバが使用するポート番号を指し示す必要が
あります。たとえば IIS Web サーバがポート 80 を使用する場合、URL は 
http://<hostname>:80/RequestCenter または http://<hostname>/RequestCenter（URL ではポート 80 
を省略可能）となります。

手順 2 サイト管理者としてログインします。Service Catalog の新規インストールでは、サイト管理者の
ユーザ名は「admin」、パスワードはインストール ウィザードの [Service Catalog 管理設定（Service 
Catalog Administration Configuration）] パネルに入力した値です。

手順 3 Service Link モジュールに移動します。

手順 4 パネル左側の [Service Link のステータス（Service Link Status）] で、接続のステータスが緑色であ
ることを確認します。

WildFly への Cisco Prime Service Catalog のインストールが完了しました。
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C H A P T E R 5

WebLogic アプリケーション サーバの設定

アプリケーション サーバとして WebLogic を選択した場合は、前提条件として Oracle WebLogic 
アプリケーション サーバ ソフトウェアをマシンにインストールする必要があります。このマ
ニュアルには、WebLogic ソフトウェアのインストール方法は記載されていません。ただし「イン
ストール前の設定：WebLogic」の手順に従い、Service Catalog で使用できるように WebLogic サー
バを準備する必要があります。Cisco Prime Service Catalog インストーラの実行後に、この章の「イ
ンストール後の設定：WebLogic」の項に戻り、残りの設定手順を行います。

インストール前の設定：WebLogic
この項では、Prime Service Catalog をインストールする前に Oracle WebLogic アプリケーション 
サーバを設定する手順を説明します。

このリリースの Prime Service Catalog では、次のオペレーティング システムと Java Development 
Kit で WebLogic アプリケーション サーバがサポートされています。

サポートされているいずれかのオペレーティング システムに WebLogic Server 12c（12.2.1.2）ソ
フトウェアをすでにインストールしていることを前提としています。この項で説明する手順に
従い、Cisco Prime Service Catalog アプリケーション専用の管理対象 WebLogic サーバを新規に作
成して設定します。

表 5-1 サポートされているオペレーティング システムと Java

Oracle WebLogic ア
プリケーション 
サーバ オペレーティング システム Java

バージョン 12c

（12.2.1.2）

Red Hat Enterprise Linux Server 7.2 Oracle JDK 8 Update 91 以上

バージョン 12c

（12.2.1.2）

Windows Server 2012 R2 Oracle JDK 8 Update 91 以上
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インストール前の設定：WebLogic
WebLogic のインストールの流れ

次の図は、Oracle WebLogic アプリケーション サーバで Prime Service Catalog をインストールす
る手順を示します。

図 5-1 Oracle WebLogic アプリケーション サーバでのインストールの流れ 
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Java のインストール

WebLogic ソフトウェア インストールには特定バージョンの JRockit または Oracle Java が含まれ
ていますが、これらの JRockit や Java は使用しません。代わりに Oracle JDK 8 をダウンロードし
てインストールする必要があります。次の項でこのバージョンの Oracle JDK 8 を使用するよう
に WebLogic サーバを設定します。Windows オペレーティング システムと Linux オペレーティン
グ システムのいずれに WebLogic サーバがインストールされているかどうかに関係なく、この項
の手順を実行する必要があります。

（注） 現在、Prime Service Catalog は、IPv4 のみをサポートしています。インストレーション ボックス
で、IPv6 が無効になっていることを確認します。

手順 1 Oracle JDK 8 ダウンロード Web サイトにアクセスして Oracle JDK 8 をダウンロードします。

手順 2 ご使用の OS プラットフォームに対応した正しいバージョンの Oracle JDK 8 をダウンロードして
ください。サポートされている JDK 8 Update バージョンについては、表 5-1 を参照してください。

手順 3 WebLogic ソフトウェアがインストールされているマシンに Oracle JDK 8 をインストールします。

手順 4 $JAVA_HOME を設定し、PATH に JAVA_HOME を追加します。

手順 5 無制限強度 JCE ポリシー ファイルを $JAVA_HOME/jre/lib/security ディレクトリにコピーしま
す。既存のファイルは上書きされます。無制限強度ポリシー ファイルは「local_policy.jar」と

「US_export_policy.jar」であり、次のリンクからダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jce8-download-2133166.html

手順 6 すべての WebLogic サーバ（WebLogic Administration Server と Node Manager を含む）を再起動し
ます。

（注） WebLogic クラスタ環境を使用している場合は、クラスタの各ノードでステップ 3 ～ 5 を実行し
ます。

Prime Service Catalog ソフトウェアのダウンロード

「カスタム Java ライブラリのインストール」ステップに進む前に、まず Prime Service Catalog ソフ
トウェアをダウンロードする必要があります。ソフトウェア イメージのダウンロードの詳細に
ついては、Prime Service Catalog ソフトウェア イメージのダウンロードを参照してください。

カスタム Java ライブラリのインストール 
この項では、複数の Java ライブラリ ファイルを <ServiceCatalog_Software_Dir> から 
<WL_HOME> ディレクトリにコピーし、クラス パスにこれらの jar ファイルを追加します。新し
い Java ライブラリを反映するため、この作業の後に WebLogic サーバを再起動する必要がありま
す。この手順は、Windows プラットフォームと Linux プラットフォームで共通です。
5-3
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド

 

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jce-7-download-432124.html


第 5 章      WebLogic アプリケーション サーバの設定

インストール前の設定：WebLogic
手順 1 「<WL_HOME>」ディレクトリの下に「lib」というサブディレクトリを作成します。

手順 2 次の jar ファイルを「<ServiceCatalog_Software_Dir>\preinstall\weblogic\cisco_lib」ディレクトリか
ら「<WL_HOME>\user_projects\domains\<yourdomain>\lib」ディレクトリにコピーします。

• bcprov-jdk15on-1.50.jar

• ojdbc7.jar

• pluto-container-2.0.2.jar

• pluto-container-api-2.0.2.jar

• pluto-container-driver-api-2.0.2.jar

• pluto-portal-driver-api-2.0.2.jar

• pluto-portal-driver-impl-2.0.2.jar

• pluto-taglib-2.0.2.jar

• portlet-api_2.0_spec-1.0.jar

• sqljdbc4.jar 

手順 3 WebLogic Administration Server と WebLogic Node Manager を再起動します。インストールしたカ
スタム Java ライブラリを反映するため、すべての WebLogic サーバを再起動する必要があります。

（注） WebLogic クラスタ環境を使用している場合は、クラスタの各ノードでこの手順を繰り返します。

（注） Prime Service Catalog の以前のリリースからこのリリースにアップグレードする場合でも、
WebLogic 環境でこの項の手順を実行する必要があります。これには次の理由があります。
a）古いバージョンの Cisco jar ファイルを、このリリースの Prime Service Catalog に付属の新しい
バージョンのファイルで上書きする必要があります。
b）このリリースの Prime Service Catalog には新しいバージョンの JDBC ドライバが含まれてい
ます。
c）JAVA_HOME が JDK バージョン 1.8 を指すことを確認します。

管理対象 WebLogic サーバの作成

この項では、Prime Service Catalog 専用の管理対象 WebLogic サーバを新規に作成します。

手順 1 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 2 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は、変更作業を行えるように
するため [ロックして編集（Lock & Edit）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを
省略できます。

手順 3 [環境（Environment）] > [サーバ（Servers）] を選択します。

手順 4 [新規（New）] をクリックします。[新規サーバの作成（Create a New Server）] パネルが表示されます。
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図 5-2 新規 Weblogic サーバの作成

手順 5 サーバ名を入力します（例：「server1」）。7001 以外のポート番号（例：8001）を入力します。これは、
ポート 7001 は WebLogic Administration Server によってすでに使用されている可能性が最も高い
ポート番号であるためです。[いいえ、これはスタンドアロンサーバです（No, this is a stand-alone 
server）] オプションを選択します。

手順 6 [終了（Finish）] をクリックします。新規に作成した WebLogic サーバがリストに表示されます。

手順 7 新規に作成したサーバ「server1」をクリックしてそのプロパティを表示します。

手順 8 [設定（Configuration）] > [一般（General）] を選択します。
5-5
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド

 



第 5 章      WebLogic アプリケーション サーバの設定

インストール前の設定：WebLogic
図 5-3 [設定（Configuration）] - [一般設定（General Settings）]

手順 9 [マシン（Machine）] ドロップダウン リストで、WebLogic サーバを実行するマシン（ノード マネー
ジャ マシンなど）を選択し、[保存（Save）] をクリックします。

手順 10 [設定（Configuration）] > [キーストア（Keystores）] を選択します。

手順 11 [キーストア（Keystores）] フィールドの横にある [変更（Change）] ボタンをクリックします。ド
ロップダウン リストから [カスタム ID および Java 標準トラスト（Custom Identity and Java 
Standard Trust）] を選択します。[保存（Save）] をクリックします。
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Java 仮想マシンの引数の設定

Java 仮想マシンの引数を設定するには、次の手順を実行します。

手順 1 [コンフィグレーション（Configuration）] > [サーバの起動（Server Start）] を選択します。

手順 2 次のパラメータの値を入力します。

• [引数（Arguments）] = 

Request Center の場合：-server -Xms4096m -Xmx4096m -XX:NewRatio=1 
-XX:ReservedCodeCacheSize=256m -XX:+TieredCompilation 
-XX:+HeapDumpOnOutOfMemoryError -XX:HeapDumpPath=/tmp 
-Dweblogic.http.enableRemoteUserHeader=true 
-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters/AuthenticationFilter,doFilt 
er -XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement 
-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/oro/text/regex/Perl5Compiler,__parseAtom 
-XX:+PrintGCDetails -Xloggc:/tmp/WL12c_RC_Baseline.log 
-XX:+PrintGCTimeStampsUser

Service Link の場合：-server -Xms2048m -Xmx2048m  -XX:NewRatio=1 
-XX:ReservedCodeCacheSize=256m -XX:+TieredCompilation 
-XX:+HeapDumpOnOutOfMemoryError -XX:HeapDumpPath=/tmp 
-Dweblogic.http.enableRemoteUserHeader=true 
-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters/AuthenticationFilter,doFilt
er -XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement 
-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/oro/text/regex/Perl5Compiler,__parseAtom 
-XX:+PrintGCDetails -Xloggc:/tmp/WL12c_SL_Baseline.log -XX:+PrintGCTimeStamps

ここで、Linux の場合は -Xloggc:/tmp/WL12c_SL_Baseline.log、Windows の場合は 
-Xloggc:c:\WL12c_SL_Baseline.log です。

• [名前（Name）] = weblogic

• [パスワード（Password）]：<ユーザ名「weblogic」のパスワード> 

• [パスワードの確認（Confirm Password）] = <ユーザ名「weblogic」のパスワードを再入力する> 

手順 3 [保存（Save）] をクリックします。

手順 4 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は [変更を有効にする
（Activate Changes）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを省略できます。

手順 5 [コントロール（Control）] タブを開きます。
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図 5-4 WebLogic サーバの起動

手順 6 WebLogic サーバ「server1」を選択し、[起動（Start）] をクリックします。「State=RUNNING」と表示
されるまで待ちます。

これで、新規 WebLogic サーバが、Oracle JDK 8 とこの項でインストールした Cisco Java ライブラ
リを使用するように設定されました。

WebLogic クラスタの設定

Prime Service Catalog 製品は「Service Catalog」と「Service Link」という名前の 2 つのコンポーネン
ト アプリケーションで構成されます。ただし Prime Service Catalog インストーラでは、Service 
Catalog と Service Link アプリケーションは WebLogic サーバに自動的に展開されません。インス
トーラは 2 つの WAR ファイルを生成します（Service Catalog コンポーネント アプリケーション
用の RequestCenter.war と Service Link コンポーネント アプケーション用の ISEE.war）。これらの
ファイルは、WebLogic 環境用にカスタマイズされています。Prime Service Catalog インストーラ
の実行後に、この章で後述する手順に従って RequestCenter.war と ISEE.war を WebLogic サーバ
に手動で展開する必要があります。

RequestCenter.war ファイルと ISEE.war ファイルは 2 つの異なるコンポーネント アプリケー
ションですが、同一の WebLogic サーバに展開することができます。ただし複数のノードからな
る WebLogic クラスタ環境（各ノードが個々のコンピュータ）をセットアップする場合には、次の
ように追加の設定を行う必要があります。

手順 1 クラスタの各ノード（各コンピュータ）で、Java のインストールとカスタム Java ライブラリのイ
ンストールで説明する作業を実行します。

手順 2 管理対象 WebLogic サーバの作成の説明に従い、各ノードで WebLogic サーバを作成し、サーバを
クラスタに追加する前に各サーバの JVM 引数を設定します。

手順 3 同一ポート番号を使用するようにクラスタ内の各 WebLogic サーバを設定する必要があります。
たとえばクラスタに 2 つのノードが含まれているとします。ホスト 1 の WebLogic サーバがポー
ト 8001 を使用して稼働する場合、ホスト 2 の WebLogic サーバもポート 8001 を使用して稼働す
る必要があります。

手順 4 RequestCenter.war ファイルは WebLogic クラスタに展開されます。ただし ISEE.war ファイルを
同じクラスタに展開することはできません。このファイルは、いずれのクラスタのメンバーでも
ないスタンドアロン WebLogic サーバに展開する必要があります。したがってクラスタ 
WebLogic 環境を使用している場合は ISEE.war ファイルに使用するスタンドアロン WebLogic 
サーバ（クラスタ メンバーではないサーバ）を追加で作成する必要があります。この章のこれ以
降の部分では、このスタンドアロン WebLogic サーバを「Service Link WebLogic サーバ」と呼びま
す。このスタンドアロン「Service Link WebLogic サーバ」の JVM 引数を次のように設定できます。
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-server -Xms2048m -Xmx2048m  -XX:NewRatio=1 -XX:ReservedCodeCacheSize=256m 
-XX:+TieredCompilation -XX:+HeapDumpOnOutOfMemoryError -XX:HeapDumpPath=/tmp 
-Dweblogic.http.enableRemoteUserHeader=true 
-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters/AuthenticationFilter,doFilter 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement 
-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr 
-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/oro/text/regex/Perl5Compiler,__parseAtom 
-XX:+PrintGCDetails -Xloggc:/tmp/WL12c_SL_Baseline.log -XX:+PrintGCTimeStamps

手順 5 スタンドアロン「Service Link WebLogic サーバ」が別のマシンにインストールされている場合は、
Java のインストールとカスタム Java ライブラリのインストールで説明する作業をその 
WebLogic マシンで実行してください。スタンドアロン「Service Link WebLogic サーバ」がクラス
タ ノードのいずれかと同じマシンにインストールされている場合は、クラスタが使用するポー
ト番号とは異なるポート番号を使用して設定されていることを確認してください。

JMS サーバの設定

この項では、JMS サーバと、Prime Service Catalog により使用される JMS キューを設定します。

（注） RequestCenter.war と ISEE.war をスタンドアロンまたはクラスタの WebLogic サーバに展開する
場合、その「Service Link WebLogic サーバ」でもこの項で説明する JMS 設定が実行されます。

永続ストアの作成

永続ストアを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 ご使用のコンピュータで <WL_HOME> ディレクトリに移動します。

手順 2 CiscoFileStore というサブディレクトリを作成します。

手順 3 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 4 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は [ロックして編集（Lock & 
Edit）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを省略できます。

手順 5 [サービス（Services）] > [永続ストア（Persistent Stores）] を選択します。

手順 6 [新規（New）] > [ファイルストアの作成（Create FileStore）] をクリックします。[新規ファイルスト
アの作成（Create a New File Store）] パネルが表示されます。

手順 7 [名前（Name）] フィールドに CiscoFileStore と入力します。

手順 8 [ターゲット（Target）] ドロップダウン リストでご使用の WebLogic サーバを選択します。

手順 9 [ディレクトリ（Directory）] テキスト ボックスに、ステップ 2 で作成した CiscoFileStore ディレク
トリのフルパス（例：/opt/Oracle/Middleware/wlserver_10.3/CiscoFileStore）を入力します。

手順 10 [OK] をクリックします。
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JMS サーバの作成

JMS サーバを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console で、[サービス（Services）] > [メッセージング（Messaging）] > [JMS
モジュール（JMS Modules）] を選択します。

手順 2 [新規（New）] をクリックします。[新規 JMS サーバの作成（Create a New JMS Server）] パネルが表
示されます。

手順 3 [名前（Name）] フィールドに「CiscoJMSServer」と入力します。

手順 4 [永続ストア（Persistent Store）] ドロップダウン リストから CiscoFileStore という名前の永続スト
アを選択します。

手順 5 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [ターゲット（Target）] ドロップダウン リストでご使用の WebLogic サーバを選択します
（WebLogic クラスタ環境を使用している場合は [Service Link WebLogic サーバ（Service Link 

WebLogic Server）] をクリックします）。

手順 7 [終了（Finish）] をクリックします。

JMS モジュールの作成

JMS モジュールを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console で、[サービス（Services）] > [メッセージング（Messaging）] > [JMS
モジュール（JMS Modules）] を選択します。

手順 2 [新規（New）] をクリックします。[JMS システムモジュールの作成（Create JMS System Module）] 
パネルが表示されます。

手順 3 [名前（Name）] フィールドに CiscoJMSModule と入力し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 4 ご使用の WebLogic サーバをターゲットとして選択します。（WebLogic クラスタ環境を使用して
いる場合は [Service Link WebLogic サーバ（Service Link WebLogic Server）] を選択します）。[次へ

（Next）] をクリックします。

手順 5 [終了（Finish）] をクリックします。

手順 6 新規に作成した JMS モジュール CiscoJMSModule をクリックし、そのプロパティを表示します。

手順 7 [サブデプロイメント（Subdeployments）] タブを開き、[新規（New）] をクリックします。

手順 8 [サブデプロイメント名（Subdeployment Name）] フィールドに CiscoSubdeployment と入力し、[次
へ（Next）] をクリックします。

手順 9 JMS サーバ「CiscoJMSServer」を選択し、[完了（Finish）] をクリックします。
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接続ファクトリの作成

接続ファクトリを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console で、[サービス（Services）] > [メッセージング（Messaging）] > [JMS モ
ジュール（JMS Modules）] を選択します。

手順 2 JMS モジュール [CiscoJMSModule] をクリックし、そのプロパティを表示します。

手順 3 [設定（Configuration）] タブを開き、[新規（New）] をクリックします。

手順 4 [接続ファクトリ（Connection Factory）] オプションを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 [名前（Name）] フィールドと [JNDI 名（JNDI Name）] フィールドに NSConnectionFactory と入力
し、[次へ（Next）] をクリックします。

（注） NSConnectionFactory という値は、Prime Service Catalog で使用されるため、メモしておき
ます。

手順 6 [詳細なターゲット設定（Advanced Targeting）] をクリックします。

手順 7 [サブデプロイメント（Subdeployments）] ドロップダウン リストから [CiscoSubdeployment] を選択
します。画面が更新され、JMS サーバ CiscoJMSServer がすでに選択されていることが示されます。

手順 8 [終了（Finish）] をクリックします。

JMS テンプレートの作成

JMS テンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console で、[サービス（Services）] > [メッセージング（Messaging）] > [JMS モ
ジュール（JMS Modules）] を選択します。

手順 2 JMS モジュール [CiscoJMSModule] をクリックし、そのプロパティを表示します。

手順 3 [設定（Configuration）] タブを開き、[新規（New）] をクリックします。

手順 4 [JMS テンプレート（JMS Template）] オプションを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 [名前（Name）] フィールドに CiscoQueueTemplate と入力し、[OK] をクリックします。

キューの作成

キューを作成するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console で、[サービス（Services）] > [メッセージング（Messaging）] > [JMS モ
ジュール（JMS Modules）] を選択します。

手順 2 JMS モジュール [CiscoJMSModule] をクリックし、そのプロパティを表示します。

手順 3 [設定（Configuration）] タブを開き、[新規（New）] をクリックします。

手順 4 [キュー（Queue）] オプションを選択します。
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インストール前の設定：WebLogic
手順 5 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [名前（Name）] フィールドと [JNDI 名（JNDI Name）] フィールドに ISEEInboundQueue と入力し
ます。

手順 7 [テンプレート（Template）]ドロップダウン リストで、作成した [CiscoQueueTemplate] を選択し、
[次へ（Next）] をクリックします。

手順 8 [サブデプロイメント（Subdeployments）] ドロップダウン リストから [CiscoSubdeployment] を選択
します。画面が更新され、JMS サーバ CiscoJMSServer がすでに選択されていることが示されます。

手順 9 [終了（Finish）] をクリックします。

手順 10 上記の手順をさらに 4 回繰り返し、次の名前の JMS キューを 4 つ作成します。

手順 11 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は [変更を有効にする
（Activate Changes）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを省略できます。

JDBC データ ソースの設定

この項では、Service Catalog データベースの設定作成した ServiceCatalog データベースを指すよ
うに JDBC データ ソースを設定します。

Service Catalog データベースの設定の終わりに記入したワークシートから、データベースに関す
る必要な情報を確認します。

手順 1 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 2 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は [ロックして編集（Lock & 
Edit）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを省略できます。

手順 3 [サービス（Services）] > [データソース（Data Sources）] を選択します。

手順 4 [新規（New）] > [汎用データソース（Generic Data Source）] を選択します。

表 5-2 に示すようにこのパネルの情報を更新し、[次へ（Next）] をクリックします。

名前と JNDI 名 テンプレート サブデプロイメント

ISEEOutboundQueue CiscoQueueTemplate CiscoSubdeployment

BEEERequisitionsQueue CiscoQueueTemplate CiscoSubdeployment

BEEEAuthorizationsQueue CiscoQueueTemplate CiscoSubdeployment

BEEEInboundQueue CiscoQueueTemplate CiscoSubdeployment

表 5-2

フィールド 値

[名前（Name）] REQUESTCENTERDS

[JNDI 名（JNDI Name）] フィールド eis/REQUESTCENTERDS

[データベースタイプ（Database 
Type）] ドロップダウン リスト

• （SQL Server）[MS SQL Server] を選択します

• （Oracle）[Oracle] を選択します
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手順 5 次のパネルで、[データベースドライバ（Database Driver）] ドロップダウン リストから次のいずれ
かの値を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

– データベースが MS SQL Server の場合は [Microsoft の MS SQL Server ドライバ（タイプ 4）
バージョン: 2005 以上（Microsoft's MS SQL Server Driver (Type 4) Version:2005 and later）] 
を選択します。

– データベースが Oracle であり、SID を使用して接続する場合は、[Oracle のインスタンス
接続用ドライバ(シン): バージョン 9.0.1 以上（Oracle's Driver (Thin) for Instance 
connections; Version:9.0.1 and later）] を選択します。

– データベースが Oracle であり、サービス名を使用して接続する場合は、[Oracle のサービ
ス接続用ドライバ(シン): バージョン 9.0.1 以上（Oracle's Driver (Thin) for Service 
connections; Version:9.0.1 and later）] を選択します。

手順 6 次のパネルで、[グローバルトランザクションのサポート（Support Global Transactions）] オプショ
ンと [1 フェーズコミット（One-Phase Commit）] オプションを選択し、[次へ（Next）] をクリックし
ます。

手順 7 表 5-3 に示すようにこのパネルの情報を更新し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 8 表 5-4 に示すようにこのパネルの情報を更新し、[次へ（Next）] をクリックします。

注意 [設定のテスト（Test Configuration）] ボタンはクリックしないでください。

表 5-3

フィールド 定義

データベース名
（Database Name）

• （SQL Server）データベース名（例：「ServiceCatalog」）を入力します。

• （Oracle）SID を使用して Oracle データベースに接続する場合は 
SID を入力し、サービス名を使用して Oracle データベースに接続す
る場合はサービス名を入力します。

ホスト名（Host 
Name）

データベース サーバ名または IP アドレスを入力します。

[ポート（Port）] データベースのポート番号を入力します。

[データベースユー
ザ名（Database User 
Name）]

ServiceCatalog データベースの db_owner（またはスキーマ ユーザ）の名
前を入力します（例：CPSCUser と入力します）。

[パスワード
（Password）]

データベース ユーザ名のパスワードを入力します。

[パスワードの確認
（Confirm Password）]

データベース ユーザ名のパスワードをもう一度入力します。

表 5-4

フィールド 定義

[ドライバクラス名
（Driver Class Name）] 

値（1 つの文字列）を入力します 

SQL Server：「com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver」

Oracle：「oracle.jdbc.OracleDriver」
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インストール前の設定：WebLogic
手順 9 ご使用の WebLogic サーバをターゲットとして選択します。

（注） WebLogic クラスタ環境を使用している場合は、クラスタ名と「Service Link WebLogic サーバ」の
両方をこのデータ ソースのターゲットとして選択します。

URL 次の値（1 つの文字列）を入力します

SQL Server：

jdbc:sqlserver://<db_server>:<db_port>;databaseName=<db_name>

（例：
jdbc:sqlserver://mysqlserver.cisco.com:1433;databaseName=ServiceCa
talog）

Oracle SID：

jdbc:oracle:thin:@<db_server>:<db_port>:<SID>

（例：jdbc:oracle:thin:@myoracle.cisco.com:1521:PROD）

Oracle サービス名：

jdbc:oracle:thin:@//<db_server>:<db_port>/<service_name>

（例：jdbc:oracle:thin:@//myoracle.cisco.com:1521/PRODSN）

[データベースユーザ
名（Database User 
Name）]

ServiceCatalog データベースの db_owner（またはスキーマ ユーザ）
の名前を入力します（例：CPSCUser と入力します）。

[パスワード
（Password）]

データベース ユーザ名のパスワードを入力します。

[パスワードの確認
（Confirm Password）]

データベース ユーザ名のパスワードをもう一度入力します。

プロパティ（Properties） SQL Server の場合、次の行を入力します。

userName=<データベース ユーザ名>

selectMethod=direct

Oracle の場合、次の行を入力します。

user=<データベース ユーザ名>

[テーブル名のテスト
（Test Table Name）]

SQL Server の場合、次の値を入力します。

SQL SELECT 1

Oracle の場合、次の値を入力します。

SQL SELECT 1 FROM DUAL

表 5-4

フィールド 定義
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インストール前の設定：WebLogic
手順 10 [終了（Finish）] をクリックします。

新規に作成されたデータ ソース「REQUESTCENTERDS」が [JDBCデータソースの要約
（Summary of JDBC Data Sources）] パネルに表示されます。このデータソースの JNDI 名と
ターゲットの情報が正しいかどうかを確認します。

手順 11 [REQUESTCENTERDS] をクリックしてそのプロパティを表示します。

手順 12 [設定（Configuration）] > [接続プール（Connection Pool）] を選択します。

手順 13 画面で次のパラメータの値を変更します。

• [初期容量（Initial Capacity）] = 80

• [最大容量（Maximum Capacity）] = 100

• [最小容量（Minimum Capacity）] = 80

手順 14 [保存（Save）] をクリックします。

手順 15 パネル下部にある [接続プール（Connection Pool）] タブで、[詳細（Advanced）] を選択します。

図 5-5 [接続プール（Connection Pool）] - [詳細設定（Advanced Settings）]

手順 16 [逆方向の接続テスト（Test Connections On Reserve）] オプションをクリックします。

手順 17 [テーブル名のテスト（Test Table Name）] フィールドに次の値を入力し、[保存（Save）] をクリック
します。

For SQL Server：

SQL SELECT 1

For Oracle：

SQL SELECT 1 FROM DUAL

手順 18 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は [変更を有効にする
（Activate Changes）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを省略できます。
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インストール前の設定：WebLogic
WebLogic サーバの再起動

新しい JMS 設定とデータ ソース設定を反映するため、WebLogic サーバを再起動する必要があ
ります。

手順 1 WebLogic サーバを再起動します。

（注） WebLogic クラスタ環境を使用している場合は、クラスタ内のすべての WebLogic サーバと
「Service Link WebLogic サーバ」を再起動します。

手順 2 WebLogic サーバが正常に起動したら、このサーバの [設定（Configuration）] > [一般（General）] タブ
に移動します。

図 5-6 JNDI ツリー

手順 3 [名前（Name）] フィールドのすぐ上にある [JNDI ツリーの表示（View JNDI Tree）] というリンクを
クリックします。[JNDI ビューア（JNDI Viewer）] ウィンドウが表示されます。

手順 4 左側の [JNDI ツリー構造（JNDI Tree Structure）] で次のエントリを見つけます。

eis> REQUESTCENTERDS

BEEEAuthorizationsQueue

BEEEInboundQueue

BEEERequisitionsQueue

ISEEInboundQueue

ISEEOutboundQueue

NSConnectionFactory
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WebLogic アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール
手順 5 クラスタ WebLogic 環境を使用している場合は、WebLogic クラスタの JNDI ツリーには次のエン
トリのみが含まれている必要があります。

eis> REQUESTCENTERDS

「Service Link WebLogic サーバ」の JNDI ツリーには次のエントリが含まれている必要があります。

eis> REQUESTCENTERDS

BEEEAuthorizationsQueue

BEEEInboundQueue

BEEERequisitionsQueue

ISEEInboundQueue

ISEEOutboundQueue

NSConnectionFactory

「WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシート」の「値」列に設定値を記入してください。
このワークシートの情報は、Prime Service Catalog インストール ウィザードの実行時に必要とな
ります。

WebLogic アプリケーション サーバでの Prime Service 
Catalog のインストール

Prime Service Catalog には、標準とカスタムの 2 種類の WebLogic インストール タイプがありま
す。標準インストールでは、デフォルト設定の適用によりインストールが効率的に実行されま
す。また、Service Catalog アプリケーション、Service Link アプリケーション、JMS サービスという 
3 つの基本的なアプリケーション コンポーネントが同一のアプリケーション サーバでホストさ
れるため、フットプリントも小さくて済みます。サンドボックス環境を設定する場合は、標準イ
ンストールを実行するのが一般的です。カスタム インストールでは、異なる展開トポロジを設定
し、アプリケーションをカスタマイズすることができます。要件として次のいずれかを満たす必
要がある場合は、カスタム インストール モードを使用します。

• Service Catalog アプリケーション、Service Link アプリケーション、JMS サービスをそれぞれ
個別のアプリケーション サーバで実行する

• クラスタ Service Catalog トポロジを使用する（WebLogic を使用する場合）

• 定義データ、トランザクション データ、およびインデックスに対して、それぞれ別々のテー
ブルスペースを使用する（Oracle を使用する場合のみ）

• RequestCenter.war にカスタム コンテンツを追加する

• データベース スクリプトを実行せずに RequestCenter.war または ISEE.war ファイルを再作
成する

WebLogic 環境の準備が完了したら、WebLogic の標準またはカスタム インストールの実行に進
むことができます。

Prime Service Catalog インストーラの実行が正常に完了したら、次の「インストール後の設定：
WebLogic」の項の手順に従って残りの設定手順を完了します。
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標準インストールの実行

このシナリオでは、新規にインストールされる Prime Service Catalog の新しいデータベース ス
キーマが作成されます。「標準」インストール タイプは、デフォルト設定を適用してインストール
を効率的に実行する場合にインストール ウィザードで選択します。

はじめる前に

• シスコの Web サイトからローカル コンピュータへダウンロードした電子ソフトウェア 
ディストリビューション ファイルが未解凍の場合は、それを解凍します。

• ご使用のマシンの PATH 環境変数の先頭に %JAVA_HOME%\bin（Linux では $JAVA_HOME/bin）
を追加します。%JAVA_HOME% は正しい JDK ディレクトリを指すようにします。

手順

手順 1 Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、setup.cmd 
をダブルクリックして GUI インストール ウィザードを起動します。

Linux オペレーティング システムでは、「root」ユーザとしてログインし、グラフィカル インター
フェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行して、GUI インストール ウィザードを起動します。

手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックして開始します。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

（注） WebLogic ルート ディレクトリのインストール フォルダを入力しないでください。アプリケー
ション サーバ ディレクトリ外部にインストール フォルダを作成することを推奨します。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記します。

WebLogic では、このディレクトリに Service Catalog インストーラが Service Catalog アプリケー
ションの WAR ファイルを作成します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルでアプリケーション サー
バとして [WebLogic] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。「付録 A」に記入したアプリケー
ション サーバ情報ワークシートを参照してください。

手順 5 [インストールタイプ（Installation Type）] パネルで [標準（Typical）] オプション ボタンを選択し、
[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで、データベース プラットフォーム（Microsoft 
SQL Server または Oracle）を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。これ以降表示されるパネ
ルは、この時点で選択したデータベース プラットフォームによって異なります。「付録 A」に記入
したデータベース情報ワークシートを参照して、データベース プラットフォームを決定してく
ださい。
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手順 7 [Service Catalog データベース作成（Service Catalog Database Creation）] パネルで次の操作を行い
ます。

• データベースを事前に作成していない場合は、[はい（Yes）] を選択します。 [はい（Yes）] を選
択すると、インストーラに対し、データベースを自動的に作成するように指示することにな
ります。次のパネルで、インストーラが Service Catalog のデータベース ユーザとデータベー
ス スキーマを作成する際に使用する情報を入力するよう求められます。このパネルの各
フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してください

• データベースを既に作成している場合は、[いいえ（No）] を選択します。次のパネルで、既存
のデータベース ユーザとデータベース スキーマの情報を入力するよう求められます。この
パネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してくださ
い（アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選択する必要がありま
す。詳細については、第 7 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を参照してください）。

手順 8 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、Service Catalog データベース
の情報を入力します。

• 直前のパネルで [はい（Yes）] を選択した場合は、このパネルに [データベースを作成する
（Create Database）] ボタンが表示され、[次へ（Next）] ボタンはグレー表示になります。インス
トーラがデータベース サーバへ接続するときに使用する「sys」ユーザ（Oracle）または「sa」
ユーザ（SQL Server）のパスワードを入力する必要がある点に注意してください。このパネル
に情報を入力したら、[データベースを作成する（Create a Database）] ボタンをクリックしま
す。「Service Catalogデータベースが正常に作成されました（Service Catalog database created 
successfully）」というメッセージが表示されたら、[OK] をクリックしてメッセージを閉じま
す。[次へ（Next）] ボタンが有効になります。

• 直前のパネルで [いいえ（No）] を選択した場合に必要な操作は、既存の Service Catalog デー
タベースの情報を入力して、[データベーススクリプトを実行する（Execute database scripts）] 
チェック ボックスをオンにするだけです。

（注） 「データベース作成」機能により、Service Catalog アプリケーションが機能するための最
小限の要件に対応した非常に基本的な Service Catalog データベースが作成されます。デ
モ システムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されます。実稼働
システムでは、事前にデータベース管理者に連絡し、データベースの設定に関する項で説
明するすべての製品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセ
キュリティの要件に対応した Service Catalog データベースを作成するよう依頼してくだ
さい。

手順 9 [次へ（Next）] をクリックして続行します。インストーラがデータベースに接続し、データベース
の必須設定が検証されます。インストーラによってデータベースが作成される場合、このデータ
ベースはすべての必須設定に対応しており、検証テストは成功します。既存のデータベースの情
報を入力した場合、欠落しているデータベース設定があると検証エラーがインストーラから報
告されます。データベースの要件については、ソフトウェア要件を参照してください。データ
ベース検証エラーが発生した場合は、次の操作を実行できます。

• エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

• 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のパネルに進むことが
できます。
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手順 10 [マスターキーパスワード（Master Key Password）] パネルで、マスター キー パスワードを入力します。

セキュリティ要件の一部として、アプリケーションで使用可能なすべてのパスワードを暗号化
するためのマスター キー パスワードを指定する必要があります。このパネルで説明されるすべ
てのパスワード ルールに一致するパスワードを指定する必要があります。

マスター キー パスワードは、<ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリ内の 2 つのファイル 
kek_new.txt および kek_old.txt に保存されます。kek_new.txt および kek_old.txt ファイルのバック
アップを作成し、安全な場所に保存しておく必要があります。マスター キー パスワード ファイ
ルがない場合、アプリケーション サーバは ServiceCatalog データベースにログインできません。
これらのマスター キー パスワード ファイルを紛失した場合は、Cisco TAC に連絡してください。

手順 11 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルに、Service Catalog アプリケーション
（RequestCenter.war）の展開先 WebLogic サーバの情報を入力します。「付録 A」に記入した

WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。詳細については、
「WebLogic の Service Catalog 設定」を参照してください。

手順 12 [次へ（Next）] をクリックします。[メッセージング設定（Messaging Configuration）] パネルが表示
されます。JMS キュー接続ファクトリの情報を入力します。「付録 A」に記入した WebLogic アプ
リケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。詳細については、「メッセージング
設定の表」を参照してください。

手順 13 [次へ（Next）] をクリックします。[メッセージングキュー設定（Messaging Queues Configuration）] 
パネルが表示されます。WebLogic サーバ向けに準備したキューの名前を入力します。「付録 A」に
記入した WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。

手順 14 [次へ（Next）] をクリックします。[サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration 
Configuration）] パネルが表示されます。「Service Catalog 管理設定の表」に従って詳細情報を入力
し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 15 [インストール前の要約（Pre-Installation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 16 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] パネルが表示
されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

これで Service Catalog インストーラの実行が完了しました。該当するアプリケーション サーバ
の「インストール後の設定」の項に戻り、残りの設定手順を実行できます。

カスタム インストールの実行

このシナリオでは、デフォルトを受け入れる代わりにインストールのさまざまな設定をカスタ
マイズするため、インストール ウィザードで「カスタム」インストール タイプを選択します。

はじめる前に

• Windows オペレーティング システムを使用している場合は、IIS Web サーバを停止します。

• シスコの Web サイトからローカル コンピュータへダウンロードした電子ソフトウェア 
ディストリビューション ファイルが未解凍の場合は、それを解凍します。

• ご使用のマシンの PATH 環境変数の先頭に %JAVA_HOME%\bin（Linux では $JAVA_HOME/bin）
を追加します。%JAVA_HOME% は正しい JDK ディレクトリを指すようにします。
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手順

手順 1 Windows オペレーティング システムでは、管理権限を持つユーザとしてログインし、setup.cmd 
をダブルクリックして GUI インストール ウィザードを起動します。

Linux オペレーティング システムでは、「root」ユーザとしてログインし、グラフィカル インター
フェイス（X Window など）から ./setup.sh を実行して、GUI インストール ウィザードを起動します。

手順 2 [概要（Introduction）] パネルが表示されたら、[次へ（Next）] をクリックして開始します。

手順 3 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルで、Service Catalog のインストール
先フォルダのディレクトリ パスを入力（または [選択（Choose）] ボタンをクリックしてディレク
トリを選択）し、[次へ（Next）] をクリックします。

• Windows では、インストール先フォルダのデフォルト値は C:\CiscoPrimeServiceCatalog です。

• Linux では、デフォルト値は /opt/CiscoPrimeServiceCatalog です。インストール先ディレクト
リの値には、空白文字を含めることはできません。

（注） WebLogic ルート ディレクトリのインストール フォルダを入力しないでください。アプリケー
ション サーバ ディレクトリ外部にインストール フォルダを作成することを推奨します。

このマニュアルでは、このインストール先フォルダを <ServiceCatalog_Install_Dir> と表記しま
す。WebLogic では、このディレクトリに Service Catalog インストーラが Service Catalog アプリ
ケーション用に生成される WAR ファイルを作成します。WildFly では、このディレクトリに 
Services Catalog インストーラが WildFly アプリケーション サーバ ソフトウェアをインストール
して設定します。

手順 4 [アプリケーションサーバの選択（Application Server Selection）] パネルで アプリケーション サー
バのオプション ボタンのいずれかを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 [インストールタイプ（Installation Type）] パネルで [カスタム（Custom）] オプション ボタンを選択
し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [コンポーネント選択（Component Selection）] パネルでコンポーネントを選択し、[次へ（Next）] を
クリックします。

WildFly のカスタム インストール モードでは、次をインストールすることができます 

• Service Catalog サーバのみ

• Service Link サーバのみ

• 同じコンピュータに Service Catalog サーバと Service Link サーバの両方

手順 7 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで該当するデータベース プラットフォーム
（Microsoft SQL Server または Oracle）を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

これ以降表示されるパネルは、選択するデータベース プラットフォームによって異なります。デー
タベース情報ワークシートを参照して、データベース プラットフォームを決定してください。
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手順 8 [Service Catalog データベース作成（Service Catalog Database Creation）] パネルで次の操作を行い
ます。

• データベースを事前に作成していない場合は、[はい（Yes）] を選択します。[はい（Yes）] を選
択すると、インストーラに対し、データベースを自動的に作成するように指示することにな
ります。次のパネルで、インストーラが Service Catalog のデータベース ユーザとデータベー
ス スキーマを作成する際に使用する情報を入力するよう求められます。このペインの各
フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してください。

• データベースを既に作成している場合は、[いいえ（No）] を選択します。次のパネルで、既存
のデータベース ユーザとデータベース スキーマの情報を入力するよう求められます。この
パネルの各フィールドの説明については、データベース情報ワークシートを参照してくださ
い（アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選択する必要がありま
す。詳細については、第 6 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を参照してください）。

手順 9 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、ServiceCatalog データベース
の情報を入力します。

• 直前のパネルで [はい（Yes）] を選択した場合は、このパネルに [データベースを作成する
（Create Database）] ボタンが表示され、[次へ（Next）] ボタンはグレー表示になります。インス
トーラがデータベース サーバへ接続するときに使用する「sys」ユーザ（Oracle）または「sa」
ユーザ（SQL Server）のパスワードを入力する必要がある点に注意してください。このパネル
に情報を入力したら、[データベースを作成する（Create a Database）] ボタンをクリックしま
す。「ServiceCatalog データベースが正常に作成されました（ServiceCatalog database created 
successfully）」というメッセージが表示されたら、[OK] をクリックしてメッセージを閉じま
す。[次へ（Next）] ボタンが有効になります。

• 直前のパネルで [いいえ（No）] を選択した場合に必要な操作は、既存の ServiceCatalog データ
ベースの情報を入力して、[データベーススクリプトを実行する（Execute database scripts）] 
チェック ボックスをオンにするだけです。

（注） 「データベース作成」機能により、Service Catalog アプリケーションが機能するための最
小限の要件に対応した非常に基本的な Service Catalog データベースが作成されます。デ
モ システムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されますが、実稼
働システムではデータベース管理者と協力し、データベースの設定に関する項で説明す
るすべての製品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセキュ
リティの要件に対応した ServiceCatalog データベースを作成することが推奨されます。

手順 10 [次へ（Next）] をクリックします。

インストーラがデータベースに接続し、データベースの必須設定が検証されます。インストーラ
によってデータベースが作成される場合、このデータベースはすべての必須設定に対応してお
り、検証テストは成功します。既存のデータベースの情報を入力した場合、特定の必須データ
ベース設定が欠落していることが検出されると、検証エラーがインストーラから報告されます

（データベースの要件については「Service Catalog データベースの設定」を参照）。データベース検
証エラーが発生した場合は、次の操作を実行できます。

• エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

• 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のパネルに進むことが
できます。
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手順 11 [マスターキーパスワード（Master Key Password）] パネルで、マスター キー パスワードを入力し
ます。

このパネルで説明されるすべてのパスワード ルールに一致するパスワードを指定する必要があ
ります。マスター キー パスワードは、<ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリ内の 2 つの
ファイル kek_new.txt および kek_old.txt に保存されます。

kek_new.txt および kek_old.txt ファイルのバックアップを作成し、安全な場所に保存しておく必
要があります。マスター キー パスワード ファイルがない場合、アプリケーション サーバは 
Service Catalog データベースにログインできません。これらのマスター キー パスワード ファイ
ルを紛失した場合は、Cisco TAC に連絡してください。

手順 12 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルで次の操作を行います。

• Service Catalog アプリケーション（RequestCenter.war）の展開先 WebLogic サーバの情報を入
力します。「付録 A」に記入した WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシートを参照
してください。詳細については、「WebLogic の Service Catalog 設定」を参照してください。

• [詳細オプション（Advanced Options）] をクリックします。WebLogic では、クラスタ WebLogic 
環境を使用している場合に [クラスタリングを有効にする（Enable Clustering）] オプションを
選択します。その他の詳細オプションについては、「[Service Catalog 設定（Service Catalog 
Configuration）] パネルの詳細オプションの表」を参照してください。

• [詳細オプション（Advanced Options）] ウィンドウで [閉じる（Close）] をクリックし、[次へ
（Next）] をクリックします。

[Service Link 設定（Service Link Configuration）] ウィンドウが表示されます。

手順 13 Service Link アプリケーション（ISEE.war）の展開先 WebLogic サーバの情報を入力し、[次へ
（Next）] をクリックします。以前に記入したアプリケーション サーバ情報ワークシートを参照し
てください。WildFly サーバを使用したカスタム インストールでの Service Link 設定の表を参照
してください。

（注） Service Catalog がクラスタ WebLogic に展開されている場合、Service Link は、このクラスタに属
していない別の WebLogic サーバに展開する必要があります。

手順 14 [メッセージング設定（Messaging Configuration）] ウィンドウに JMS Queue Server の情報を入力
し、[次へ（Next）] をクリックします。「付録 A」に記入した WebLogic アプリケーション サーバ情
報ワークシートを参照してください。詳細については、「カスタム インストールのメッセージン
グ設定の表」を参照してください。

手順 15 [次へ（Next）] をクリックします。[メッセージングキュー設定（Messaging Queues Configuration）] 
パネルが表示されます。WebLogic サーバ向けに準備したキューの名前を入力します。「付録 A」に
記入した WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシートを参照してください。

手順 16 [サービスカタログ管理設定（Service Catalog Administration Configuration）] パネルで、SMTP サー
バに関する情報と、サイト管理者のパスワードを入力します。このパネルの各フィールドの説明
については、Service Catalog 管理設定の表を参照してください[次へ（Next）] をクリックします。

手順 17 [インストール前の要約（Pre-Installation Summary）] パネルで [インストール（Install）] をクリック
し、インストールを開始します。

インストーラに進捗バーが表示されます。インストーラが完了するまでに最大 30 分間かかりま
す。このプロセスの実行中にインストーラを中断または終了しないでください。

手順 18 インストール プロセスが正常に完了すると、[インストール完了（Install Complete）] ウィンドウが
表示されます。[完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。
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インストール後の設定：WebLogic
これで Service Catalog インストーラの実行が完了しました。「インストール後の設定：WebLogic」
の項に進んで、残りの設定手順を実行できます。

インストール後の設定：WebLogic
Prime Service Catalog インストール ウィザードが完了すると、「<ServiceCatalog_Install_Dir>\dist」
ディレクトリ内に次の WAR ファイルが作成されます。

• RequestCenter.war

• ISEE.war

WebLogic サーバ上では、Prime Service Catalog インストール ウィザードによりこれらの WAR 
ファイルが自動的に展開されることはありません。これらの WAR ファイルは、この項で説明す
る手順に従って手動で展開する必要があります。付録 A で記入した「WebLogic アプリケーショ
ン サーバ情報ワークシート」を参照し、展開時に必要なパラメータ値を確認してください。

WAR ファイルの解凍

RequestCenter.war と ISEE.war を解凍した形式で展開する必要があります。WAR ファイルを解
凍するには、次の手順を実行します。

手順 1 「<ORACLE_HOME>\ user_projects\domain\<your_domain>」ディレクトリの中に applications サブ
ディレクトリがまだない場合は、このサブディレクトリを作成します。この操作は WebLogic 
Administration Server が稼働するコンピュータで実行する点に注意してください。

手順 2 「applications」の下に次の 3 つのサブディレクトリを作成します。

• WL-Management

• ServiceLink

• RequestCenter

手順 3 Prime Service Catalog インストール ウィザードにより生成された WAR ファイルを、直前に作成
した新しいディレクトリに解凍します。

a. 「<ServiceCatalog_Install_Dir>\dist\ISEE.war」ファイルを
「<ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications\ServiceLink」ディレク
トリに解凍します。

b. 「<ServiceCatalog_Install_Dir>\dist\RequestCenter.war」ファイルを
「<ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications\RequestCenter」ディレ
クトリに解凍します。

（注） すべての WAR ファイルを解凍したら、必ず、元のパスから .war ファイルを削除します。
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（注） 「<ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications」ディレクトリ内の 
RequestCenter サブディレクトリまたは ServiceLink サブディレクトリが空ではない場合
は、そこへ新しい RequestCenter.war または ISEE.war ファイルを解凍する前に、そのディ
レクトリ全体を空にする必要があります。これは、Unzip ユーティリティでは同名のファ
イルがすべて上書きされるためです。宛先ディレクトリに、誤って展開された可能性のあ
る古いファイルの「残り」が含まれていることがあります。

管理対象サーバへの WAR ファイルの展開

WAR ファイルの展開は、次の順序でのみ行う必要があります。

• wls-management-services.war、wls-management-services.war の解凍と展開（5-25 ページ）を参
照してください。

• ISEE.war、ISEE.war の展開（5-26 ページ）を参照してください。

• RequestCenter.war、RequestCenter.war の展開（5-27 ページ）を参照してください。

wls-management-services.war の解凍と展開

wls-management-services.war ファイルを解凍および展開するには、次のステップを実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 2 スタンドアロンまたはクラスタのすべてのサーバ インスタンスを停止し、その後に、WebLogic 
サーバや Node Manager などを停止します。

手順 3 wls-management-services.war を /WL_HOME/server/lib of node1 cluster/standalone からパス
「<ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications\WL-Management」に移動し
ます。

手順 4 ノード 2 の /WL_HOME/server/lib から wls-management-services.war を削除します。

手順 5 /tmp フォルダを、AdminServer から、Service Link サーバのノード 1 から、また、Request Center 
サーバのノード 1 およびノード 2 から、それぞれ削除します。

手順 6 WL-Management を再展開する場合は、/mydomain/config/deployment フォルダから WAR ファイ
ルを削除します。このステップは、新規インストールの場合は省略できます。

手順 7 wls-management-services.war は <ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications 
フォルダだけに存在することを確認します。

手順 8 ノード 1 および ノード 2 と、WebLogic サーバの ノード 1 で Node Manager を開始します。

手順 9 Service Link のサーバ インスタンスを開始します。

手順 10 RequestCenter のサーバ インスタンスを開始します。クラスタの場合、両方のサーバ インスタン
ス（ノード 1 およびノード 2）を開始します。

手順 11 wls-management-services.war をクラスタに、またはスタンドアロンの場合は RequestCenter サー
バ インスタンスに展開し、STATE_ACTIVE の状態にします。

手順 12 展開され、STATE_ACTIVE の状態になっている wls-management-services.war をクリックし、展開
の順序を 1 に変更します。変更を有効化します。
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インストール後の設定：WebLogic
手順 13 Service Link を Service Link 用のサーバ インスタンスに展開し、STATE_ACTIVE の状態にします。

手順 14 RequestCenter を RequestCenter 用のサーバ インスタンスに展開します。クラスタの場合、
RequestCenter をクラスタに展開します。STATE_ACTIVE の状態にします。

ISEE.war の展開

ISEE.war ファイルを展開するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 2 WebLogic サーバがまだ稼働していない場合は、WebLogic サーバを起動します（WebLogic クラス
タ環境では「Service Link WebLogic サーバ」を起動します。Service Link アプリケーションはクラ
スタに展開できません）。

手順 3 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は、変更作業を行えるように
するため [ロックして編集（Lock & Edit）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを
省略できます。

手順 4 左側のペインで、[展開（Deployments）] をクリックします。

手順 5 [Install（インストール）] をクリックします。

手順 6 「<ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications」ディレクトリを参照しま
す（またはフルパス名を入力します）。「RequestCenter」と「ServiceLink」という 2 つのサブディレ
クトリが表示されます。

手順 7 [ServiceLink] のオプション ボタンをクリックし、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 8 [このデプロイメントをアプリケーションとしてインストールする（Install this deployment as an 
application）] オプションを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 9 ご使用の WebLogic サーバをターゲットとして選択します（WebLogic クラスタを使用している
場合は、ターゲットとしてスタンドアロンの「Service Link WebLogic サーバ」を選択します）。次
に、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 10 [名前（Name）] フィールドに ServiceLink と入力します。[このアプリケーションをすべてのター
ゲットにコピーする（Copy this application onto every target for me）] オプションを選択します。[次
へ（Next）] をクリックします。

手順 11 [いいえ、設定を後で確認します（No, I will review the configuration later）] オプションを選択し、[終
了（Finish）] をクリックします。進捗インジケータが開始されます。終了するまでに数分かかる場
合があります。

手順 12 画面が更新され、「ServiceLink」アプリケーションの [状態（State）] が [アクティブ（Active）]、[正常
性（Health）] が [OK] と表示されるまで待ちます。WebLogic アプリケーション サーバが 
PRODUCTION モードでインストールされている場合は、[変更を有効にする（Activate Changes）] 
をクリックするまでは [状態（State）] が [準備完了（Prepared）] に設定されていることがあります。
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インストールの確認
RequestCenter.war の展開

RequestCenter.war ファイルを展開するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 2 WebLogic サーバ（または WebLogic クラスタ）がまだ稼働していない場合は、WebLogic サーバ
（または WebLogic クラスタ）を起動します。

手順 3 WebLogic が PRODUCTION モードでインストールされている場合は、変更作業を行えるように
するため [ロックして編集（Lock & Edit）] をクリックします。それ以外の場合は、このステップを
省略できます。

手順 4 左側のペインで、[展開（Deployments）] をクリックします。

手順 5 [Install（インストール）] をクリックします。

手順 6 「<ORACLE_HOME>\user_projects\domain\<your_domain>\applications」ディレクトリを参照しま
す（またはフルパス名を入力します）。「RequestCenter」と「ServiceLink」という 2 つのサブディレ
クトリが表示されます。

手順 7 [RequestCenter] のオプション ボタンをクリックし、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 8 [このデプロイメントをアプリケーションとしてインストールする（Install this deployment as an 
application）] オプションを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 9 WebLogic サーバ（または WebLogic クラスタ）をターゲットとして選択し、[次へ（Next）] をク
リックします。

手順 10 [名前（Name）] フィールドに RequestCenter と入力します。[このアプリケーションをすべての
ターゲットにコピーする（Copy this application onto every target for me）] オプションを選択しま
す。[次へ（Next）] をクリックします。

手順 11 [いいえ、設定を後で確認します（No, I will review the configuration later）] オプションを選択し、[終
了（Finish）] をクリックします。進捗インジケータが開始されます。終了するまでに数分かかる場
合があります。

手順 12 画面が更新され、「RequestCenter」アプリケーションの [状態（State）] が [アクティブ（Active）]、
[正常性（Health）] が [OK] と表示されるまで待ちます。WebLogic アプリケーション サーバが 
PRODUCTION モードでインストールされている場合は、[変更を有効にする（Activate Changes）] 
をクリックするまでは [状態（State）] が [準備完了（Prepared）] に設定されていることがあります。

インストールの確認
インストールを確認するには、次の手順を実行します。

手順 1 新しいブラウザ ウィンドウを開いてインストールをテストし、次の URL に接続します。

http://<AppServer_Host>:<Port>/RequestCenter

<AppServer_Host> は WebLogic サーバのホスト名、<Port> は WebLogic サーバにより使用される
ポート番号です。

次に例を示します。

http://mypsc.mydomain.com:8001/RequestCenter
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インストールの確認
手順 2 サイト管理者としてログインします。Service Catalog の新規インストールでは、サイト管理者の
ユーザ名は「admin」、パスワードはインストール ウィザードの [Service Catalog 管理設定（Service 
Catalog Administration Configuration）] パネルに入力した値です。

手順 3 Service Link モジュールに移動します。

手順 4 パネル左側の [Service Link のステータス（Service Link Status）] で、接続のステータスが緑色であ
ることを確認します。

これで、WebLogic への Cisco Prime Service Catalog のインストールが完了しました。

サーバの再展開

WebLogic サービスの開始および停止を必要とするパッチの適用、アップグレードの実行、また
はメンテナンス アクティビティを行うためには、サーバの再展開が必要になる場合があります。
サーバを再展開するには、次の手順を実行します。

手順 1 WebLogic Administration Console にログインします。

手順 2 RequestCenter、ServiceLink、および WL-Management の展開が準備状態であることを確認します。
それぞれの展開を選択し、[停止（Stop）] をクリックします。

手順 3 Service Link（スタンドアロン）を展開するために作成された管理対象サーバを停止します。

手順 4 Request Center および WL-Management（クラスタまたはスタンドアロン）を展開するために作成
された管理対象サーバを停止します。

手順 5 Service Link を展開するために作成された管理対象サーバを起動し、アップしていることを確認
します。

手順 6 RequestCenter および WL-Management を展開するために作成された管理対象サーバを起動します。

すべての管理対象サーバがアップすると、すべての展開が [準備（Prepare）] 状態になります。

手順 7 展開に戻り、WL-Management、Service Link、および Request Center を起動します。

手順 8 すべてのサーバが [アクティブ（Active）] 状態であることを確認します。

Web サーバの設定

次に、WebLogic サーバ（または WebLogic クラスタ）を指し示すように Web サーバのプラグイン
を設定します。WebLogic サーバでサポートされている Web サーバを以下に示します。

• Red Hat Http Server 2.4.6

• IIS 8.5

この章では、Web サーバ プラグインの設定方法については説明しません。Prime Service Catalog 
インストーラ プログラムでは、Web サーバと WebLogic の間のプラグインの設定は行われませ
ん。Web サーバのインストール時にインストールまたは設定する必要がある Cisco ライブラリま
たはバイナリはありません。Oracle（WebLogic プラグインの場合）またはご使用の Web ブラウザ
のベンダーから提示される指示に従ってください。

この項では、Web サーバ設定ファイルに追加できる設定の例のみを記載しています。
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インストールの確認
スタンドアロン モードでの HTTP Web サーバの設定例を次に示します。以下のエントリをファ
イル httpd.conf の終わりに追加します。

LoadModule weblogic_module modules/mod_wl_24.so

<IfModule mod_weblogic.c>
WebLogicHost m1.mydomain.com
WebLogicPort 8001
</IfModule>

<Location /RequestCenter>
SetHandler weblogic-handler
PathTrim /
</Location>

クラスタ モードでの HTTP Web サーバの設定例を次に示します。

LoadModule weblogic_module modules/mod_wl_24.so

<IfModule mod_weblogic.c> 
      WebLogicCluster <weblogic>:8001, <weblogic>:8002 
</IfModule>

<Location /RequestCenter>
SetHandler weblogic-handler
PathTrim /
</Location>

IIS 8.5 Web サーバの設定例を次に示します。以下のエントリをファイル iisproxy.ini に追加し
ます。

WebLogicHost=m1.mydomain.com
WebLogicPort=8001
ConnectTimeoutSecs=20
ConnectRetrySecs=5
KeepAliveEnabled=true
KeepAliveSecs=20
WlForwardPath=/RequestCenter

プラグインの設定が完了したら、Web サーバと WebLogic アプリケーション サーバの両方を再起
動する必要があります。

インストールの確認で説明する手順を繰り返し、Web サーバ プラグインが WebLogic サーバを指
し示すように正しく設定されていることを確認します。ただし、この場合は接続先 URL は次の
ようになります。

http://<WebServer_Host>:<WebServer_Port>/RequestCenter

ただし、<WebServer_Host> は Web サーバのホスト名、<WebServer_Port> は Web サーバにより使
用されるポート番号です（80 に設定されている場合はポート番号を省略）。

次に例を示します。

http://mywebserver.mydomain.com/RequestCenter
5-29
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド

 



第 5 章      WebLogic アプリケーション サーバの設定

インストールの確認
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Cisco Prime Service Catalog 12
C H A P T E R 6

Prime Service Catalog のアップグレード

概要
この章では、以前のリリースの Cisco Prime Service Catalog からこのリリースにアップグレード
する方法について説明します。

リリース アップグレード パス

このアップグレード プロセスでは、サービス カタログ（Service Catalog）リリース 10.1 以上から
リリース 12.0.1 へのデータベース コンポーネントの直接アップグレードがサポートされていま
す。データベース スキーマをサポートされているアップグレード レベルにするため、表 6-1 に示
す最新サービス パックのデータベース インストーラ プログラムをデータベースに対して実行
する必要があります。

11.0 より前のリリースからアップグレードする場合は、まず 11.0 インストーラを使用してリ
リース 11.0 にアップグレードします。その後、Prime Service Catalog のインスタンスを起動せず
に 12.0.1 インストーラを実行し、インスタンスをリリース 12.0.1 にアップグレードします。

制限事項と注意事項

ここでは、製品の制限事項や、このバージョンにアップグレードする際に考慮する必要がある重
要な注意事項を記載しています。

新しいプラットフォーム サポート

このリリースでのプラットフォーム サポートの変更については、『Cisco Prime Service Catalog 
Compatibility Matrix』を参照してください。

表 6-1 直接アップグレード パス

アップグレード前のリリース 
バージョン

アップグレード後のリリース 
バージョン

11.0 12.0.1

11.1 12.0.1

11.1.1 12.0.1

12.0 12.0.1
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概要
新しいプラットフォームの特徴は次のとおりです。

• リリース間のアップグレードでは、デフォルト ディレクトリを使用する代わりに、新しい
フォルダをインストール ディレクトリとして使用します。既存のデータベースを引き続き
使用できます。

• kek_new.txt ファイルと kek_old.txt ファイルが保存されていることを確認します。最新のイ
ンストーラへのアップグレード中に kek_new.txt が要求されることがあります。インストー
ルを続行するには、このファイルの提供が必要です。kek が一致しないと、PSC を開始できま
せん。

• オペレーティング システム：Prime Service Catalog 12.0.1 では Windows Server 2012 R2 と Red 
Hat Enterprise Linux Server 7.2 だけがサポートされます。既存の Prime Service Catalog がこれ
以外の Windows または Linux オペレーティング システムにインストールされている場合
は、新たにサポートされるオペレーティング システムを使用した新しいマシンをセットッ
プし、必要な前提条件すべてに対応するようこのマシンを準備します。

• SQL Server：既存のデータベースが SQL Server 2008 の場合、Prime Service Catalog のアップグ
レードを行う前に、「アップグレード環境の準備」の項で説明する作業を行う必要があります。

• Oracle：既存のデータベースが Oracle 12c の場合、Prime Service Catalog のアップグレードを
行う前に、「アップグレード環境の準備」の項で説明する作業を行う必要があります。

• 監査ログ データ：アップグレードの前に、以前のリリースの Prime Service Catalog 10.1/11.0 
から Prime Service Catalog 12.0.1 に監査ログ データを移行します。詳細については、監査ログ 
データの移行の項を参照してください。

アップグレードが完了したら、変更データ キャプチャ機能を無効にします（詳細については
「アップグレード後の作業の実行」の手順 8 を参照）。

• WebSphere：WebSphere Application Server はサポートされなくなりました。WebSphere を使用
しており、Prime Service Catalog 12.0.1 へのアップグレードに関心がある場合は、Cisco TAC 
にご連絡ください。

• Oracle Java：Windows オペレーティング システムの WildFly と、すべてのオペレーティング 
システムの WebLogic アプリケーション サーバでは、Oracle JDK 8 Update 91 以上を使用する
必要があります。Prime Service Catalog のアップグレードを実行する前に、マシンに Oracle 
JDK 8 Update 91 以上をインストールする必要があります。WebLogic を使用している場合は、
正しいバージョンの JDK を使用するように、WebLogic の commEnv.cmd（または 
commEnv.sh）スクリプト内の JAVA_HOME プロパティを変更してください。クラスタ 
WebLogic 環境を使用している場合は、クラスタの各ノードでこのステップを実行する必要
があります。

• OpenJDK：Red Hat Enterprise Linux オペレーティング システムの WildFly には、Red Hat 
OpenJDK 8（バージョン 1.8.0_91 以上の 1.8.0_x）を使用する必要があります。Prime Service 
Catalog をインストールする前に、OpenJDK 1.8.0_91 以上の 1.8.0_x をマシンにインストール
する必要があります。

• WebLogic：Prime Service Catalog リリース 10.0 以降では、WebLogic 12c（12.2.1）を使用する必
要があります。古いリリースの Prime Service Catalog と古いバージョンの WebLogic を使用
している場合は、Prime Service Catalog のアップグレードを実行する前に、最初に WebLogic 
を バージョン 10.3.6 にアップグレードするか、または WebLogic 12c（12.2.1）環境を新規にイ
ンストールしてから、第 5 章の説明に従って WebLogic サーバを設定します。

• ブラウザ： Prime Service Catalog のこのリリースでサポートされる新しいブラウザの一覧に
ついては、『Cisco Prime Service Catalog Compatibility Matrix』を参照してください。
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概要
Rating ファセット

Rating という表示名のファセットがある場合は、アップグレード前にこのファセット名を必ず
変更してください。これは、Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 で使用可能な新しい Rating ファ
セットとの競合を回避するためです。

新しい JDBC ドライバ

Oracle と SQL Server 向けの新しい JDBC ドライバは、このリリースの Prime Service Catalog に付属し
ています。WebLogic アプリケーション サーバを使用している場合は、既存の REQUESTCENTERDS 
データソース（newscale_drivers.jar の DataDirect ドライバを使用していたデータソース）を削除
し、新しい JDBC ドライバ（Oracle では ojdbc7.jar、SQL Server では sqljdbc4.jar）を使用して 
REQUESTCENTERDS データソースを再作成する必要があります。詳細については、アップグ
レード環境の準備の項で説明します。

（注） newScale 統合型ドライバを使用するカスタマイズがある場合、データベース タイプに基づいて
適切な JDBC ドライバに置き換える必要があります。

Service Import/Export には下位互換性がない

Service Import/Export には、以前のリリースとの下位互換性はありません。以前のリリースでエク
スポートしたサービスは、このリリースにインポートできません。アップグレードが完了した
ら、コード リポジトリに保持されているサービスを必ずエクスポートしてください。

Catalog Deployer パッケージには下位互換性がない

リリース 12.0.1 では Catalog Deployer における XML の書式が変更されたのに伴って、
「Deployed」および「Received for Deployment」というステータスは使用できなくなりました。また
コンテンツも表示できません。このため、リリース 12.0.1 へのアップグレードを実行する前に、
展開が保留されているすべてのパッケージを処理する必要があります。

アップグレードされるオブジェクト

この章で説明するアップグレード プロセスでは、サービス カタログ（Service Catalog）の新機能
をサポートするため、サービス カタログ（Service Catalog）ソフトウェアと Service Catalog データ
ベースがアップグレードされます。これらの機能を使用することで、たとえば、データおよび参
照整合性をさらに厳しく管理することで、サービス カタログ（Service Catalog）データベースの
データ品質を改善できます。
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前提条件
アップグレードされないオブジェクト

アップグレード プロセスでは、アプリケーション スキーマの一部として認識されない既存の
データベースのすべてのオブジェクトが特定されます。

• 認識されないオブジェクトが サービス カタログ（Service Catalog）のテーブルと対話する場
合、そのオブジェクトはデータベースから自動的に削除されます。たとえば、次に示すオブ
ジェクトが（存在する場合）削除されます。

– サービス カタログ（Service Catalog）テーブルの認識されないインデックス。

– サービス カタログ（Service Catalog）テーブルの認識されないトリガー。

– サービス カタログ（Service Catalog）テーブルの認識されない制約。

– サービス カタログ（Service Catalog）テーブルを指す認識されない外部キー制約。

• サービス カタログ（Service Catalog）テーブルと関わりがなく認識もされないオブジェクト
は報告されるだけで、削除されません。たとえば、存在する場合に削除されないオブジェクト
には、テーブル、カラム、シーケンス、ストアド プロシージャ、関数、サービス カタログ

（Service Catalog）のテーブルを参照しないインデックス、および サービス カタログ（Service 
Catalog）のテーブルに影響を与えない制約などがあります。

前提条件とベスト プラクティス

• アップグレードを行う前に、データベース バックアップおよびファイル システム バック
アップを作成および検証する必要があります。アップグレードのロールバックは、データ
ベースおよびファイル システムを手動で復元することでのみ可能なので、バックアップを
作成しておくことは重要です（ロールバック機能はアップグレード プログラムに組み込ま
れていません）。

• アップグレード中は実稼働サイトが停止するため、メンテナンス期間内にアップグレード 
プロセスをスケジュールする必要があります。

• 10.0 以上からアップグレードします。リリース アップグレード パス。

前提条件
• アップグレードのサンドボックス環境。

• データベース バックアップおよび十分に計画された復元プロセス。

• すべてのカスタマイズの完全なリスト（カスタムのスタイル シート、JavaScript ライブラリ、
LDAP Java マッピング コードなど）。

• データベースはすべて、Service Catalog データベースの設定に記載されている要件を満たし
ている必要があります。
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ハイレベル アップグレードの手順
通常、組織ですでに サービス カタログ（Service Catalog）ソリューションのアップグレード方法
を開発しています。または、他の企業のソフトウェア アップグレードのベスト プラクティスを
収集している場合もあります。本書で説明されている方法は、代替方法として実行したり、特定の
新しいアップグレード要件に合わせて開発済みの方法を強化したりするときに役に立ちます。

既存の サービス カタログ（Service Catalog）システムのアップグレード手順の予行練習を行うサ
ンドボックス環境を作ることを推奨します。この実行中に発生する技術的な問題や解決策を記
録しておきます。このようにすることで、実稼働システムで実際のアップグレードするときに役
に立ちます。予行練習をすることで、アップグレード プロセスの始まりから終わりまで全体的な
時間がわかるので、実稼働システムのアップグレードに必要な適切なシステム ダウンタイムを
計画するときにも役に立ちます。

サンドボックス環境でシステムを正常にアップグレードし、プロセスに問題がなければ、実稼働
システムでのアップグレードを計画できます。アップグレードは、予行練習で準備した技術注記
も参考にして、本書の指示に従い実行します。

ハイレベルでのアップグレード手順は次のようになります。

手順 1 現在の実稼働システムのバックアップを作成し、データベースの別のセットに復元します。

（注） 新しい SQL Server 2012 SP23 データベースまたは Oracle 12c データベースにデータベース バッ
クアップを復元します。

手順 2 リリース 12.0.1 のすべての前提条件（新しいバージョンのアプリケーション サーバ、Java、およ
び JDBC ドライバを含む）に対応したサンドボックス環境を作成します。これは、リリース 12.0.1 
パッケージからアップグレード プログラムを実行する環境で、実稼働データベースのコピーに
接続するよう設定する必要があります。

手順 3 「WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」または「WebLogic 
アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」の説明に従い、Service 
Catalog セットアップ プログラムを実行します。インストール ウィザードの [Service Catalog 
データベース（Service Catalog Database）] パネルで、実稼働データベースのコピーの接続情報を
入力します。

手順 4 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 [既存のデータベースをアップグレード（Upgrade Existing Database）] をクリックします。

手順 6 [スキーマの検証（Validate Schema）] をクリックします。

手順 7 [エラーを表示（View Errors）] をクリックします。データベースのスキーマ エラーが報告された
場合は、データベース管理者やアプリケーション プログラマと連携して、そのスキーマ エラー
を修復してください。スキーマ エラーによっては、エラーの修復に SQL コマンドが推奨されて
います。これがエラー状況に適しているかどうかは、データベース管理者およびアプリケーショ
ン プログラマと相談してください。また、スキーマ エラーによっては、適切に修復するために 
Cisco Technical Assistance Center（TAC）に連絡する必要があります。発生したすべての検証エ
ラーとその解決策をすべて文書化します。

手順 8 検証エラーを修復したら、そのたびに [スキーマの検証（Validate Schema）] をクリックします。こ
の作業をエラーがレポートされなくなるまで繰り返します。

手順 9 [データの検証（Validate Data）] をクリックします。
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手順 10 [エラーを表示（View Errors）] をクリックします。データベースのデータ エラーが報告された場
合は、データベース管理者やアプリケーション プログラマと連携して、そのデータ エラーを修
復してください。データ エラーには、検証エラーと自動修復可能エラーの 2 種類があります。検
証エラーによっては、エラーの修復に SQL コマンドが推奨されています。これがエラー状況に適
しているかどうかは、データベース管理者およびアプリケーション プログラマと相談してくだ
さい。また、スキーマ エラーによっては、適切に修復するために Cisco Technical Assistance Center

（TAC）に連絡する必要があります。発生したすべての検証エラーとそれに対応する解決策をす
べて文書化します。

手順 11 検証エラーを修復したら、そのたびに [データの検証（Validate Data）] をクリックします。この作
業を検証エラーがレポートされなくなるまで繰り返します。[自動修復可能なエラー

（Auto-Repairable Errors）] はいくつかあっても問題ありません。これらは、次のステップでプログ
ラムにより修復されます。

手順 12 [データベースの修復（Repair Database）] をクリックします。この機能を使用すると、直前の手順
で報告されたすべての自動修復可能エラーがプログラムによって修復されます。

手順 13 データベース修復機能が完了したら、[次へ（Next）] をクリックし、サービス カタログ（Service 
Catalog）インストール ウィザードの残りのページで必要な処理をすべて行います。

手順 14 インストール ウィザードによるアップグレード インストールが完了したら、必要なカスタマイ
ズをサンドボックス環境に再適用します。

手順 15 サンドボックス環境のアップグレード システムに対してユーザ受け入れテストを実行します。

手順 16 プロセスにおいてこれまでに作成した技術注記をすべて収集します。

手順 17 この時点で、アップグレード プロセスに問題があると感じた場合、サンドボックス環境をクリー
ンアップして、サンドボックス環境ですべてのステップをやり直すこともできます。この場合、
これまで収集した技術注記を参照し、本書の指示に従います。

手順 18 準備ができたら、アップグレード プロセス全体を実稼働環境で繰り返します。

Prime サービス カタログ（Service Catalog）のアップグレード
プラットフォームの中には一部、リリース 12.0 以降にサポートが終了したものがあります。した
がって、Prime Service Catalog をアップグレードする前に、「リリース アップグレード パス」を参
照し、データベース、アプリケーション サーバ、Java、Web サーバ、またはオペレーティング シス
テムのバージョンをアップグレードする必要があるかどうかを確認してください。

既存の サービス カタログ（Service Catalog）が稼働するプラットフォームがサポートされなく
なっている場合、第 2 章「インストール要件」で説明されているように、新しくサポートされるい
ずれかのプラットフォームのための新しい環境を準備する必要があります。

サービス カタログ（Service Catalog）のアップグレードでは次の操作を行います。

• 現行バージョンのアプリケーションの実行中に、アップグレード前の作業を行います

• サービス カタログ（Service Catalog）リリース 12.0.1 のインストール用に、新たにサポートされ
るプラットフォーム条件および前提条件を満たしているサンドボックス環境を準備します

• サービス カタログ（Service Catalog）インストール ウィザードを実行し、[既存のデータベー
スをアップグレード（Upgrade Existing Database）] をクリックします

• アップグレード前のデータベースの整合性を検証し、検出されたスキーマまたはデータの問
題を修復します

• アップグレード後の作業を行います
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以降の項で、詳しいアップグレード手順を説明します。

• アップグレード前の作業の実行（6-7 ページ）

• アップグレード環境の準備

• インストール ウィザードの実行（検証のページまで）

• データベースの検証

• スキーマの検証

• データの検証

• データベースの修復

• インストールの完了

• アップグレード後の作業の実行

アップグレード前の作業の実行

実稼働環境で、次に示すアップグレード前の必須作業を行います。

手順 1 Advanced Reporting モジュールを使用しない場合、手順 2 に進みます。Advanced Reporting モ
ジュールを使用する場合、Reporting のアップグレード前の作業の実行で説明されている、そのた
めのいくつかのアップグレード前の作業を実行する必要があります。Advanced Reporting モ
ジュールのアップグレード前の作業だけを実行したら、この項に戻り、ここで説明する手順を完
了します。

手順 2 アプリケーション サーバのバージョンが変更された場合、Service Link の JMS キューに残ってい
る未処理のメッセージが、新しいアプリケーション サーバへ自動的に移行されることはありま
せん。アップグレード前に、未処理のメッセージがキューにないかチェックし、メッセージがあ
る場合は処理しておく必要があります。キューがクリアになったら、すべての Service Link エー
ジェントを停止します。これにより、アップグレード後にエージェントが再起動する前に Service 
Link 通信を確認できます。

手順 3 Catalog Deployer では、異なるリリース レベルの サービス カタログ（Service Catalog）間でのパッ
ケージの展開はサポートされません。そのため、アップグレード前に、展開できるすべてのアセ
ンブル パッケージを展開したことを確認します。データベースがリリース 12.0.1 にアップグ
レードされた後でこれらを展開することはできません。また、アップグレードを実行する場合、
現在のシステムでアセンブルする新しいパッケージに対して、説明されているリリース バー
ジョンの サービス カタログ（Service Catalog）を含めることもできます。これにより、異なるリ
リース バージョンのパッケージを簡単に識別できます。

手順 4 アップグレード前の作業として、展開されるパッケージのリストを確認します。オンラインにし
ておく必要がないパッケージをエクスポートおよび削除できます。これらのパッケージは（アッ
プグレードを実行すると）展開できなくなるので、これらをオンラインにしておくことは、展開
履歴の照会のみに役に立ちます。これらのパッケージを削除することで、データベース容量が増
加します。このようなクリーンアップ作業はすべてのシステム（開発、テスト/QA および実稼働）
で実行できます。

手順 5 アプリケーション サーバのすべての サービス カタログ（Service Catalog）サービスを停止します。

手順 6 すべての サービス カタログ（Service Catalog）データベースをバックアップします。複数ある場
合、すべての サービス カタログ（Service Catalog）関連データベースをバックアップします。たと
えば、Service Catalog データベースの他に、別個の Data Mart データベースまたは Content Store 
データベース（Cognos により使用される）がある場合があります。この場合は、すべてのデータ
ベースをバックアップする必要があります。
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手順 7 すべてのカスタマイズ スクリプトまたはファイルをバックアップします。アップグレード プロ
セスでは、既存のインストールに対するカスタマイズの内容は維持されません。そのため、アッ
プグレード後も適切な場合、これらのカスタマイズの一部またはすべてをシステムに再適用す
る必要があります。

手順 8 インストール ディレクトリをバックアップします。元々 サービス カタログ（Service Catalog）ソ
フトウェアがインストールされていたディレクトリをバックアップします。

手順 9 監査ログ データを移行します。監査ログ データの移行を参照してください。

手順 10 次のアップグレード環境の準備に進みます。

監査ログ データの移行

古いリリース（Oracle 11g の 10.1 など）から現在のリリース（Oracle 12c の 12.0.1）に監査ログ データ
を移行するには、CDCADMIN スキーマを現在のリリースにインポートする必要があります。

アップグレード プロセスを実行する前に、次のコマンドを実行して、現在のリリースに適切な
テーブル スペースを作成します。

1. create table space cdc_tbsp

CREATE TABLESPACE cdc_tbsp DATAFILE
'cdctbsp.dbf' SIZE 525M AUTOEXTEND ON NEXT 512M MAXSIZE 20G
EXTENT MANAGEMENT LOCAL UNIFORM SIZE 1m
SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;

2. create schema cdcadmin

CREATE USER cdcadmin
IDENTIFIED BY cdcadmin
DEFAULT TABLESPACE cdc_tbsp
TEMPORARY TABLESPACE temp
QUOTA UNLIMITED ON cdc_tbsp;

上記のコマンドを実行したら、前に使用していた名前で RCUser スキーマが準備されていること
を確認し、作成された CDCADMIN スキーマに監査ログ データをインポートします。

アップグレード環境の準備 
実稼働環境でのアップグレードの実行準備ができている場合、この項をスキップします。

この項では、アップグレード プロセスの予行練習を実行するときに使用するサンドボックス環
境を作成します。アップグレード プロセスに問題がなく、予行練習中に収集した技術注記を準備
したら、実際の実稼働システムでアップグレード手順を開始できます。

はじめる前に

アップグレード前の作業の実行（6-7 ページ）に記載されている必須のアップグレード前作業を
実行します。

サンドボックス環境を準備するには、次の手順を実行します。
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リリース番号の徹底的な確認が必要。

手順 1 実稼働データベース バックアップを別のデータベース セットに復元します。SQL Server 環境の 
Service Catalog バージョン 10.1 で監査ログ を有効にしている場合は、Service Catalog バージョン 
10.1 から 12.0.1 へのアップグレード時にデータベースを復元するときに、次のコマンドを実行
して監査ログ レコードを表示します。

同一ホスト上で復元を実行する場合：

RESTORE DATABASE DB_101_RESTORE FROM DISK='C:\Databases\Backup\DB_101.bak' 

   その背景にあるのは
   MOVE 'DB_101' TO 'C:\Databases\Backup\DB_101.mdf',
    MOVE 'DB_101_log' TO 'C:\Databases\Backup\DB_101_log.ldf'
    , KEEP_CDC

異なるホスト上で復元を実行する場合：

RESTORE DATABASE DB_101_RESTORE FROM DISK='C:\Databases\Backup\DB_101.bak' 

     その背景にあるのは
     MOVE 'DB_101' TO 'C:\Databases\Backup\DB_101.mdf',
     MOVE 'DB_101_log' TO 'C:\Databases\Backup\DB_101_log.ldf'
     , KEEP_CDC

 
USE DB_101_RESTORE
GO
EXEC sys.sp_cdc_add_job 'capture'
GO
EXEC sys.sp_cdc_add_job 'cleanup'
GO

（注） デフォルトでは、Service Catalog 10.1 から Service Catalog 12.0 への直接アップグレードでデータ
ベース バックアップ操作の監査ログが表示されます。

手順 2 Oracle DBMS を使用する場合、復元後に各データベースで統計情報の再コンパイルを実行する
ことを推奨します。この手順は、大規模なデータベースでのアップグレード プロセスのパフォー
マンスを改善するために不可欠です。第 3 章の Oracle の設定に関する項に説明されているすべ
ての要件を満たしていることを確認します。

手順 3 データベースが SQL Server の場合、次の手順を実行して、READ_COMMITTED_SNAPSHOT を
アクティブにする必要があります。

a. SQL Server に「sa」ユーザとして接続し、SQL Server をシングルユーザ モードで設定します。

b. 次のコマンドを実行します。<database_name> は、RequestCenter データベースの名前に置き
換えます。

ALTER DATABASE <database_name> SET READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON

GO

ALTER DATABASE <database_name> SET COMPATIBILITY_LEVEL=110

GO

c. SQL Server をマルチユーザ モードに戻します。

手順 4 第 1 章のデータベースの設定に関する項の説明に従い、データベース ユーザ「CPSCUser」に追加
の権限を付与します。このリリースに必要な権限が「CPSCUser」に付与されているかどうかが確
実ではない場合は、データベースの設定に関する項で説明するコマンドを再度実行できます。こ
れらのコマンドを複数回実行しても、問題は発生しません。
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手順 5 『Cisco Prime Service Catalog Compatibility Matrix』で説明するサポートされるプラットフォーム
と前提要件情報を参照してください。プラットフォームのサポートが終了している場合は、サン
ドボックス環境で、サポートされているオペレーティング システムに、正しいバージョンのアプ
リケーション サーバ、Web サーバおよび JDK をインストールします。

手順 6 「インストール前の作業：WildFly」または「インストール前の設定：WebLogic」の手順をすべて読
み、既存のアプリケーション サーバ環境で設定を再設定または調整する必要があるかどうかを
確認します。新しい jar ファイルをコピーする必要がある場合や、このリリースの Prime Server 
Catalog で新しい設定を追加する必要がある場合があります。

手順 7 Prime Service Catalog のこのリリースには新しい JDBC ドライバが付属しているため、WebLogic 
環境の既存の REQUESTCENTERDS データソースと、DATAMARTDS データソースが存在する
場合は DATAMARTDS データソースも削除する必要があります。WildFly 環境ではこの作業を行
う必要はありません。新しい JDBC ドライバを使用するには、REQUESTCENTERDS データソー
スを再作成する必要があります。WebLogic でのデータソースの作成手順については、JDBC デー
タ ソースの設定を参照してください。DATAMARTDS データソースは不要になったことに注意
してください。

手順 8 次のインストール ウィザードの実行（検証のページまで）に進みます。

インストール ウィザードの実行（検証のページまで）

インストール ウィザードを実行してアップグレードを行うには、次の手順を実行します。

手順 1 「WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」または「WebLogic 
アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」の説明に従って、サービス 
カタログ（Service Catalog）インストール ウィザードで標準（Typical）およびカスタム（Custom）イ
ンストールを実行します。

手順 2 インストール ウィザードの [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、
データベースの値を入力します。

手順 3 [次へ（Next）] をクリックして、ウィザードの次のページに進みます。

図 6-1 に示す [既存のインストールが検出されました（Existing Installation Detected）] ダイアログ 
ボックスが表示されます

図 6-1 既存のインストールが検出されました（Existing Installation Detected）

手順 4 [既存のデータベースをアップグレード（Upgrade Existing Database）] をクリックします。
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インストール ウィザードの [検証（Validation）] ページが表示されます。

既存のデータベースは、検証および修復が正常に完了するまで、サービス カタログ（Service 
Catalog）インストール ウィザードでアップグレードすることはできません。[検証（Validation）] 
ページでは、次の各機能を上から順に実行する必要があります。

1. [スキーマの検証（Validate Schema）]

2. [データの検証（Validate Data）]

3. [データベースの修復（Repair Database）]

[スキーマの検証（Validate Schema）] をまだ一度も実行していない段階で、[データの検証
（Validate Data）] を実行することはできません。また、[データの検証（Validate Data）] をまだ一度
も実行していない段階で、[データベースの修復（Repair Database）] を実行することはできません。

各機能は複数回実行できます。ただし、[スキーマの検証（Validate Schema）] を実行するたびに、プ
ログラムは再初期化されるため、検証プロセスは実質的に最初から実行されます。たとえば、[デー
タの検証（Validate Data）] まで完了している場合は、[データベースの修復（Repair Database）] を開
始することができますが、代わりに [スキーマの検証（Validate Schema）] を再度実行することも
可能です。ただしこの場合には、[スキーマの検証（Validate Schema）] を実行したことによりシス
テムが再初期化されるため、[スキーマの検証（Validate Schema）] が完了した後は、ただちに [デー
タベースの修復（Repair Database）] を実行することはできず、次に [スキーマの検証（Validate 
Schema）] を実行する必要があります。

手順 5 次のデータベースの検証に進みます。

データベースの検証

Prime Service Catalog のアップグレード作業におけるデータベースの検証プロセスについて十分
な知識がある場合は、この項をスキップしてスキーマの検証に進んでください。[スキーマの検証

（Validate Schema）] および [データの検証（Validate Data）] の実行時にエラーが発生したときは、
この項に戻ればいつでもその内容を確認することができます。

[検証（Validation）] ページの各機能は、既存のスキーマおよびデータベースの整合性を検証する
ためのものです。いずれの検証スクリプトも、その結果はデータベース内の SchValidationLog と
いうテーブルに格納されます。このログ ファイルの表示方法については、SchValidationLog テー
ブルを参照してください。次の表 6-2 に、検証エントリの全エラー レベル（ErrorLevel）とその内
容に関する説明を示します。

表 6-2 検証エラー レベル

エラーレベル 説明

inform 検証テストにより異常が検出されたものの、アプリケーションやアップグレード プロセスには悪
影響が及ばないことを表します。データベース スキーマに属さないテーブルが検出された場合な
どが、このエラーに該当します。このようなテーブルが存在しても、アップグレードが正常に実行
されないことや、アプリケーションに悪影響が及ぶことはありません。

SchValidationLog テーブルでは、サービス カタログ（Service Catalog）テーブルと関わりがなく認識
もされないこうしたオブジェクトには、「inform」というステータスが表示されます。サービス カタ
ログ（Service Catalog）テーブルと関わりがないテーブル、列、シーケンス、ストアド プロシージャ、
関数、インデックス、制約の各オブジェクトは、存在したとしても報告されるだけです。これらのオ
ブジェクトは報告されるだけで、その後の処理は行われません。

ErrorLevel が「inform」の検証エントリはすべて無視されます。

これらのエントリに対処するためのユーザによる操作は不要です。
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inform: 
auto-repairable

データ検証テストにより、悪影響を及ぼすようなデータ エラーが検出されたことを表します。た
だし、このタイプのエラーは [データベースの修復（Repair Database）] を使用すれば、安全かつプロ
グラム的に修復することができます。

このタイプのほとんどのエラーは、内部不一致が原因です。これは、以前のアップグレードまたは
インポート ユーティリティにより発生したと考えられます。修復するには、通常、参照およびデー
タの整合性を復元します。

SchValidationLog テーブルの RepairScript 列には、エラー修復に使用される SQL ステートメントが
表示されます。

ユーザの操作は不要です。

inform: 
auto-repaired

[データベースの修復（Repair Database）] 機能を使用して RepairScript 列に記述されている SQL ス
テートメントを実行したことにより、前述の「inform: auto-repairable」としてレポートされたエラー
が修復されたことを表します。

ErrorLevel が「inform:auto-repaired」である検証エントリはすべて、SchValidationLog テーブルに表
示されるほか、[データベースの修復（Repair Database）] の実行時に [エラーを表示（View Errors）] を
クリックすれば Validation Errors テーブルにも表示されます。

ユーザの操作は不要です。

inform: 
pending-repair

検証テストにより、アップグレード プロセスに悪影響を及ぼすような異常が検出されたものの、
アップグレード プロセスの中でプログラム的に修復できることを表します。

SchValidationLog テーブルでは、欠落したオブジェクトや変更されたオブジェクトに「inform: 
pending repair」というステータスが表示されます。このタイプのエラーの例としては、インデック
スまたはプライマリ キー制約の欠落があります。欠落したインデックスやプライマリ キー制約
は、もし存在しなければ適切に作成されます。

ユーザの操作は不要です。

inform:
pending-removal

検証テストは、サービス カタログ（Service Catalog）テーブルを示す認識されないデータベース オ
ブジェクトを検出しました。このオブジェクトが存在すると、アップグレードが正常に完了しない
ことがあります。SchValidationLog テーブルでは、これらの認識されないオブジェクトには、

「inform: pending-repair」というステータスが表示されます。

たとえば、存在している場合に削除対象としてフラグが設定されるオブジェクトには、a）サービス 
カタログ（Service Catalog）テーブルの認識されないインデックス、b）サービス カタログ（Service 
Catalog）テーブルの認識されないトリガー、c）サービス カタログ（Service Catalog）テーブルの認識
されない制約、および d）サービス カタログ（Service Catalog）テーブルを指す認識されない外部
キー制約があります。これらのオブジェクトは自動的に削除されます。

ユーザの操作は不要です。

表 6-2 検証エラー レベル（続き）

エラーレベル 説明
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上記の表 6-2 に記載されているように、[スキーマの検証（Validate Schema）] または [データの検
証（Validate Data）] の実行時に [エラーを表示（View Errors）] をクリックして表示した Validation 
Errors テーブルで、ErrorLevel が「error」となっている検証エントリのみ、手動で修復する必要が
あります。SchValidationLog テーブルで報告されているその他の検証エラーはすべて、自動的に
処理されます。

ErrorLevel が「error」である検証エントリをすべて修復したら、同じ検証機能を再度実行して、こ
れ以上エラーがレポートされないことを確認します。手動修復の結果として、新しい検証エラー
が表示されることもあります。この場合には、再び検証機能を繰り返し実行して、検証エラーを
すべて修復する必要があります。

すべてのスキーマ検証エラーを確認および修復してから、すべてのデータ検証エラーを確認お
よび修復することを強く推奨します。このようにすることで、スキーマ検証エラーの修復とデー
タ検証エラーの修復が混在することによる回帰エラーの可能性を軽減できます。

SchValidationLog テーブル

すべての検証スクリプトの結果は、検証エラーがあるかどうかに関係なく、データベースの 
SchValidationLog というテーブルに保存されます。

SchValidationLog テーブルを表示するには、次の手順を実行します。

手順 1 データベースにスキーマ所有者（つまり、CPSCUser）として接続し、テーブル SchValidationLog を参
照して検証結果を確認します。SQL Analyzer（図 6-2 を参照）や SQL*Plus などのユーティリティを
使用してデータベースに接続できます。

error 検証テストにより、プログラム的に修復できないハード「エラー」が検出されたことを表します。通
常、このタイプのエラーは、欠落行や重複エントリなど、不正なデータ関係に関連します。

ErrorLevel が「error」である検証エントリはすべて、SchValidationLog テーブルに表示されるほか、[ス
キーマの検証（Validate Schema）] または [データの検証（Validate Data）] の実行時に [エラーを表示

（View Errors）] をクリックすれば Validation Errors テーブルにも表示されます。

TestType 列は、エラーのタイプを示し、TestDetail 列は、検証テストに使用された SQL ステートメ
ントを示します。この SQL ステートメントは、エラーに関するいくつかのヒントを示します。この
エラーが発生すると、アップグレードが正常に実行されない場合があります。そのため、このよう
なエラーが検出された場合は、アップグレードを開始する前にそのエラーを修復する必要があり
ます。

アプリケーション管理者またはデータベース管理者は、このタイプのすべてのエラーを手動で修
復し、エラーがレポートされなくなるまで、同じ検証機能を繰り返し実行する必要があります。

検証エラーの修復方法については、Cisco Technical Assistance Center（TAC）にお問い合わせくださ
い。場合によっては、RepairScript 列に、エラー修復に使用できる推奨 SQL ステートメントが示さ
れます。アプリケーション管理者またはデータベース管理者と協力して、このような修復スクリプ
トが実際のエラー修復に使用できるか確認してください。

各検証エラーがどのように修復されるかを簡潔に説明します。別の環境でアップグレード手順を
繰り返す必要がある場合、メモを取っておく必要があります。

表 6-2 検証エラー レベル（続き）

エラーレベル 説明
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図 6-2 SchValidationLog テーブルの参照

手順 2 SchValidationLog テーブルを開いて内容を確認します（図 6-3 を参照）。

図 6-3 SchValidationLog の内容

手順 3 SchValidationLog テーブルの ErrorLevel 列で次の値をチェックして、推奨されている操作を実行
します。

手順 4 SchValidationLog テーブルには、多数のエントリが示されます。そのため、次の SQL コマンドを
使用して、内容をフィルタリングできます。

SELECT * FROM SchValidationLog WHERE ErrorLevel= "error"

AND RunType= "Check Data";

アップグレード プロセスを開始する前に手動で修復する必要がある検証エラーを確認する場合
は、WHERE 句「ErrorLevel= 'error'」を指定します。SchValidationLog テーブルの他のエントリを参
照する場合、WHERE 句を削除するか、値「error」を別の値に変更します（たとえば、「inform: 
auto-repairable」です。詳細については、表 6-2 を参照してください）。
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SchValidationLog テーブルの RunType 列を参照します。

• [スキーマの検証（Validate Schema）] を実行すると、RunType が「Check Schema」であるエント
リが挿入されます。

• [データの検証（Validate Data）] を実行すると、RunType が「Check Data」であるエントリが挿入
されます。

• [データベースの修復（Repair Database）] を実行すると、ErrorLevel が「inform: auto-repairable」
であるすべてのエントリについて、ErrorLevel が「inform: auto-repaired」に、RunType が「Fix 
Data」にそれぞれ変更されます。

スキーマの検証

スキーマを検証するには、次の手順に従います。

手順 1 [スキーマの検証（Validate Schema）] をクリックします。

スキーマの検証テストが完了した時点で検証エラーが検出されなかった場合は、「完了
（Completed）」というメッセージが表示されます。

エラーがレポートされない場合は、データの検証に進みます。

スキーマの検証テストが完了した時点で検証エラーが検出された場合は、次のように「完了しま
したがエラーが発生しました（Completed with errors）」というメッセージが表示されます。

手順 2 [エラーを表示（View Errors）] をクリックします。

[検証エラー（Validation Errors）] ウィンドウが表示されます。ウィンドウのサイズを変更すれば、
次の例のようにテーブル全体を表示することができます（図 6-4）。

図 6-4 検証エラー（スキーマの検証）

手順 3 Validation Errors テーブルに示されるエラーは、アップグレード プロセスを続行する前に手動で
修復する必要があります。詳細については、データベースの検証を参照してください。

手順 4 すべての検証エラーが修復されたら、次のデータの検証に進みます。
6-15
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



第 6 章      Prime Service Catalog のアップグレード

Prime サービス カタログ（Service Catalog）のアップグレード
データの検証

データを検証するには、次の手順を実行します。

手順 1 [データの検証（Validate Data）] をクリックします。

データの検証テストが完了した時点で検証エラーが検出されなかった場合は、次のように「完了
（Completed）」というメッセージが表示されます。

エラーがレポートされない場合は、データベースの修復に進みます。

データの検証テストが完了した時点で検証エラーが検出された場合は、「完了しましたがエラー
が発生しました（Completed with errors）」というメッセージが表示されます。

手順 2 [エラーを表示（View Errors）] をクリックします。

[検証エラー（Validation Errors）] ウィンドウが表示されます。

手順 3 Validation Errors テーブルに示されるエラーは、アップグレード プロセスを続行する前に手動で
修復する必要があります。詳細については、データベースの検証を参照してください。

手順 4 すべての検証エラーが修復されたら、次のデータベースの修復に進みます。

データベースの修復

データベースを修復するには、次の手順を実行します。

手順 1 [データベースの修復（Repair Database）] をクリックします。

データベースの修復が完了すると、「完了（Completed）」というメッセージが表示されます。

手順 2 （オプション）[エラーの表示（View Errors）] をクリックします。

[検証エラー（Validation Errors）] ウィンドウが表示されます。テーブル全体が表示されるように
ウィンドウのサイズを変更します。

表示されている検証エラーは、ErrorLevel が「inform:auto-repaired」となっているもの、つまり [デー
タベースの修復（Repair Database）] を使用してプログラム的に修復された検証エラーのみです。

手順 3 次のインストールの完了に進みます。

インストールの完了

データベースの検証および修復が完了すれば、いつでもアップグレード プログラムを開始する
ことができます。

手順 1 [次へ（Next）] をクリックして、サービス カタログ（Service Catalog）インストール ウィザードの次
のページに進みます。

手順 2 「WildFly アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」または「WebLogic 
アプリケーション サーバでの Prime Service Catalog のインストール」の手順に従って、インス
トール ウィザードを続行します。
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インストール ウィザードの [インストール前の要約（Pre-Installation Summary）] ページで [インス
トール（Install）] をクリックすると、インストーラによりアップグレード スクリプトが実行され、
データベースのスキーマおよびコンテンツが変更されます。データベースのサイズによっては、
アップグレード スクリプトの実行に時間がかかることがあります。アップグレード スクリプト
によりデータベース スキーマおよびコンテンツが変更されたら、インストーラは WAR ファイル
の作成を開始します。「WildFly のインストール後の作業」の項または「インストール後の設定：
WebLogic」の項に記載されている同じ手順に従って、サービス カタログ（Service Catalog）製品の 
WAR ファイルを展開します。

手順 3 WAR ファイルの展開が終了し、アプリケーション サーバを起動できるようになると、アップグ
レード プロセスは実質的に完了です。これで、サービス カタログ（Service Catalog）アプリケー
ションがリリース 12.0 になりました。この時点で、必要に応じて、データベースおよびインス
トール ディレクトリのバックアップを作成できます。Oracle DBMS を使用する場合、システムの
ランタイム パフォーマンスを改善するため、アップグレードしたデータベースで統計情報の再
コンパイルを再実行することを推奨します。

アップグレード後の作業の実行

アップグレード後の作業を行うには、次のようにします。

手順 1 必要に応じて、インストーラによりデータベースから削除されたカスタム データベース オブ
ジェクトを再作成します。

手順 2 カスタム コードは、新しいバージョンの JDK に対応している必要があります。

• Service Link カスタム アダプタは Service Link ADK リリース 12.0 バージョンを使用して再
構築する必要があります。

• カスタマー サイトで開発されたカスタム Java コードは、新しい JDK を使用して再構築する
必要があります。

• Service Catalog Portlet の展開先エンタープライズ ポータルは、JDK 8 Update 91 を使用してい
る必要があります。

手順 3 Service Import/Export には、以前のリリースとの下位互換性はありません。以前のリリースでエク
スポートしたサービスをリリース 12.0 にインポートすることはできません。アップグレード前
のコード リポジトリにあるサービス エクスポート ファイルを保守する場合は、そのファイルを
再エクスポートしてリリース 12.0 用にマークします。

（注） 異なるデータベースから（たとえば Catalog Deployer を使用して）インポートされたユー
ザは、アプリケーションにログインするためのパスワードをリセットする必要がありま
す。これはデータベースごとにキー暗号キーが異なるためです。

手順 4 以前に組織で使用した手順に従い、アプリケーションのすべてのカスタマイズを再実装します。

手順 5 サービス カタログ（Service Catalog）アプリケーションに管理者ユーザとして接続します。
「Administration」モジュールに移動し、[設定（Settings）] タブをクリックします。[カスタマイズ設定
（Customizations Settings）] で、[ブラウザキャッシュ（Browser Cache）] を探します（図 6-5 を参照）。
6-17
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



第 6 章      Prime Service Catalog のアップグレード

Prime サービス カタログ（Service Catalog）のアップグレード
図 6-5 ブラウザ キャッシュ設定の有効化

手順 6 [ブラウザキャッシュ（Browser Cache）] 設定の [有効（Enabled）] オプション ボタンを選択します。
[バージョン（Version）] テキスト ボックスの右にある [+] ボタンをクリックします。クリックす
ると、[バージョン（Version）] の数値が 1 つずつ増加します。次に [更新（Update）] をクリックしま
す。この設定により、サービス カタログ（Service Catalog）システムのアップグレード後にユーザ
が初めて サービス カタログ（Service Catalog）URL に接続するときにブラウザのキャッシュをク
リアするよう通知されます。

手順 7 <ServiceCatalog_Install_Dir>/dist ディレクトリにあるマスター キー パスワード ファイル 
kek_new.txt と kek_old.txt のバックアップを安全な場所に作成する必要があります。

手順 8 監査ログ データを移行したら、データベース ベンダー提供の変更データ キャプチャ機能を無効
にします（これ以降、Prime Service Catalog 12.0 がこの機能を使用しないため）。

• 次のストアド プロシージャを実行して、SQL Server の変更データ キャプチャを無効にします。

sp_DisableCDC()

• Oracle 12c で、CDCADMIN スキーマを削除します。

次の章では、Reporting モジュールの Cognos コンポーネントのアップグレード手順について説明
します。アップグレード前の サービス カタログ（Service Catalog）システムに Reporting モジュー
ルがインストールされていた場合は、次の章に進み、Reporting モジュールがリリース 12.0 で機
能するように、Cognos コンポーネントのアップグレード プロセスを完了する必要があります。
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Reporting モジュールのインストールとアッ
プグレード

この章では、Reporting モジュールをインストールする方法、シスコが開発したさまざまなインス
トーラ ユーティリティ使用して Cognos ソフトウェア コンポーネントをインストールする方
法、および Cisco Prime Service Catalog アプリケーションと統合する方法について説明します。

Cognos 環境は、アプリケーション サーバとデータベース サーバにより構成されます。

• アプリケーション サーバは、IBM Cognos ソフトウェアをインストールし、設定スクリプト
を実行して Cognos を Cisco Prime Service Catalog アプリケーションと統合するコンピュータ
です。

• データベース サーバは、Data Mart や Content Store データベースが配置されているコン
ピュータです。

次の項では、Cognos アプリケーション サーバおよびデータベース サーバの前提条件について説
明します。

Reporting をインストールするための前提条件

Cognos アプリケーション サーバの要件

オペレーティング システム

• IBM Cognos ソフトウェアは、Windows Server 2012 R2（64 ビット）オペレーティング システ
ムを実行するコンピュータにインストールする必要があります。

• Cognos アプリケーション サーバのコンピュータと Cisco Prime Service Catalog アプリケー
ションのコンピュータを別々にすることを推奨しますが、必須条件ではありません。ただし、
Cisco Prime Service Catalog アプリケーションが Linux コンピュータで実行される場合、
Cognos アプリケーション サーバは Windows オペレーティング システムを備えた別のマシ
ンにする必要があります。
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Reporting をインストールするための前提条件
メモリおよびディスク領域

• アプリケーション サーバには、8 GB 以上の RAM および 50 GB 以上の空きディスク領域が
必要です。

• %TEMP% ディレクトリを含むドライブには、2 GB 以上の空きディスク領域が必要です
（Cognos ソフトウェアをインストールする場合にドライブが異なる場合）。

Internet Information Services（IIS）

• Cognos アプリケーション サーバに「Web サーバー（IIS）」の役割をインストールする必要が
あります。

• 「World Wide Web Publishing Service」は自動起動するように設定されます。

• IIS には「Default Web Site」という名前のサイトが必要です。

• IIS で次の役割サービスを有効にする必要があります。

– CGI

– ISAPI 拡張

– ISAPI フィルター

図 7-1 Web サーバーの役割サービスの選択

Internet Explorer

• Microsoft Internet Explorer（IE）バージョン 11 と FireFox 49.0.2.xesr（またはこれ以上）がサポート
されています。Cognos UI または Cisco Prime Service Catalog 内部の「Advanced Reporting」モ
ジュールにアクセスするときには、IE11 または FireFox 49.0.x esr ブラウザを使用します。

• 次のブラウザ設定を有効にする必要があります。

– [サード パーティの Cookie（Third-party Cookies）] の [承諾する（Accept）] 

– JavaScript

– Run ActiveX controls and plug-ins
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Reporting をインストールするための前提条件
– [スクリプトを実行しても安全だとマークされている ActiveX コントロールのスクリプ
トの実行（Script ActiveX controls marked safe for scripting）]

– Active scripting

– [ページの自動読み込み（Allow META REFRESH）]

Database Client Connectivity

適切な Database Client Connectivity ソフトウェアを Cognos アプリケーション サーバにインス
トールして、Request Center データベース、Data Mart データベースおよび Content Store データ
ベースの 3 つすべてのデータベースに接続するように事前に設定しておく必要があります。

• Oracle 12c：Oracle Client 12.1.0.2（32 ビット）ソフトウェアが必要です（Windows Server 2012 
R2 オペレーティング システムは 64 ビット バージョンですが、Oracle 12c Client ソフトウェ
アの 32 ビット バージョンを使用する必要があることに注意してください）。Cognos ソフト
ウェア インストールには、Oracle データベースとの接続に必要な JDBC ドライバが含まれて
いません。そのため、Content Store データベースが Oracle の場合、Oracle Client ソフトウェア
を Cognos アプリケーション サーバにインストールする必要があります。Oracle Client 
12.1.0.2 をインストールするときに、[ランタイム（Runtime）] オプションを選択します。

図 7-2 [インストールタイプ（Installation Type）] を選択します。

• Microsoft SQL Server 2012 SP3：SQL Server Client Connectivity ソフトウェアは必要ありませ
ん。Cognos インストールには、SQL Server データベース サーバとの接続に必要な JDBC ドラ
イバが含まれています。
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Reporting をインストールするための前提条件
その他の要件

• アプリケーション サーバの管理者権限を持ったユーザとしてログインして、Cognos ソフト
ウェアをインストールする必要があります。また、%TEMP% ディレクトリへの読み取りおよ
び書き込み権限も必要です。

• 次のマシンをすべて同じタイム ゾーンに設定する必要があります。

– Cisco Prime Service Catalog アプリケーション サーバ

– Cognos アプリケーション サーバ

– Service Catalog、Data Mart、および Content Store の各データベースが配置されているデー
タベース サーバ。

• ドメイン ネーム システム（DNS）をコンピュータに設定している必要があります。ホスト名
のプライマリ DNS サフィックスが適切な値（たとえば、mydomain.com）に割り当てられ、ホ
スト名が完全修飾ドメイン名に解決される必要があります（たとえば、「ping myserver」は 
myserver.mydomain.com に解決される必要があります）。

• サービス カタログ（Service Catalog） アプリケーション サーバおよび Cognos アプリケーショ
ン サーバは同じドメインに属する必要があります。たとえば、サービス カタログ（Service 
Catalog） アプリケーション サーバが mydomain.com という名前のドメイン内のコンピュー
タにインストールされている場合、Cognos アプリケーション サーバも同じドメイン 
mydomain.com に属する必要があります。

• このインストール プロセスでは、ホスト名を入力する場合でも、サーバ名を入力する場合で
も、完全修飾ドメイン名として入力する必要があります。たとえば、「localhost」または

「cognosserver」ではなく、「cognosserver.mydomain.com」と入力します。サービス カタログ
（Service Catalog） に接続する場合、たとえば、http://servicecatalog.mydomain.com/RequestCenter 
のように URL に完全修飾ドメイン名を入力する必要があります。

• このインストール プロセスでコマンド プロンプト ウィンドウを開いてスクリプトを実行
する場合は必ず、コマンド プロンプト ウィンドウに出力全体を表示できるように、コマンド
履歴バッファ サイズを（999 などに）増やす必要があります。インストール ログ ファイルに
はすべての出力が記録されるわけではありません。

Cognos データベース サーバの要件

Reporting モジュールは、次の 3 つのデータベースにアクセスできる必要があります。

• Service Catalog データベース

• Data Mart データベース

• Content Store データベース

Reporting モジュールは、Service Catalog データベースの他に 2 つのデータベース（Data Mart およ
び Content Store）を必要とします。次の項では、Oracle 12c または SQL Server 2012 SP3 のいずれか
で Data Mart および Content Store データベースを作成する方法を説明します。

Data Mart データベースと Content Store データベースは、Service Catalog データベースと同じタ
イプおよびバージョンの RDBMS 上に存在している必要があります。たとえば Service Catalog 
データベースが Oracle 12c 上にある場合、Data Mart データベースと Content Store データベース
も Oracle 12c 上に作成する必要があります。Service Catalog データベースが SQL Server 2012 SP3 
上にある場合、Data Mart データベースと Content Store データベースも SQL Server 2012 SP3 上に
作成する必要があります。

データベース サーバは、クライアント接続のために TCP/IP プロトコルをサポートし、Cognos ア
プリケーション サーバからアクセスできるように設定する必要があります。
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Data Mart および Content Store データベースには、カスタム レポート、ビュー、保存済みレポート
などすべての Cognos データが保存されるため、データベース管理者はこれらのデータベースを
定期的にバックアップする必要があります。データベースのセキュリティと整合性を確保する
ため、無許可のアクセスまたは不適切なアクセスからデータベースを保護することも重要です。

Data Mart および Content Store データベースの作成：Oracle 

新規インストールの場合、Reporting インストーラを実行する前に、この項の説明に従って Data 
Mart および Content Store データベースのテーブルスペースとユーザを準備するか、またはイン
ストール ウィザードに表示される [データベースを作成する（Create a Database）] オプションを
選択して、Reporting インストーラによりデフォルト テーブルスペースのデータベース ユーザを
自動的に作成することができます。Reporting インストーラの [データベースを作成する（Create 
Database）] オプションの詳細については、「Reporting のインストール」で説明します。

Data Mart および Content Store データベースのテーブルスペースとユーザを作成するには、次の
手順を実行します。

手順 1 Oracle データベースは、Unicode 文字セット（つまり、UTF-8 または UTF-16）を使用するように設
定する必要があります。データベースの文字セットが Unicode かどうかを確認するには、次の 
SQL コマンドを実行します。

SELECT VALUE FROM NLS_DATABASE_PARAMETERS WHERE PARAMETER='NLS_CHARACTERSET';

NLS_CHARACTERSET パラメータの戻り値が AL32UTF8 または AL16UTF16 の場合、
Oracle データベースは Unicode をサポートします。これ以外の場合、新しい Oracle データ
ベースを作成し、作成時に文字セットとして AL32UTF8 または AL16UTF16 を指定する必要
があります。

手順 2 ORACLE パラメータ CURSOR_SHARING を EXACT に設定し、パラメータ PROCESSES を 500
（またはこれ以上）に設定する必要があります。CURSOR_SHARING と PROCESSES の現在の値
を確認するには、次のコマンドを実行します。

SHOW PARAMETER CURSOR_SHARING;

SHOW PARAMETERS PROCESSES;

手順 3 CURSOR_SHARING が EXACT に設定されていない場合、次のコマンドを使用して変更できます。

ALTER SYSTEM SET CURSOR_SHARING=EXACT SCOPE=BOTH SID='*';

手順 4 PROCESSES パラメータおよび SESSION パラメータが 600 未満の場合、データベース管理者と
協力して、Oracle データベースのこれらのパラメータを 600 以上に変更します。

手順 5 テーブルスペース DATAMART を新規に作成し、初期サイズ 500 MB と AUTOEXTEND ON を設
定します。

手順 6 一時テーブルスペース DATAMART_TEMP を新規に作成し、初期サイズ 30 MB と 
AUTOEXTEND ON を設定します。

手順 7 データベース ユーザ DMUser を作成し、デフォルト テーブルスペースを DATAMART に設定し、
一時テーブルスペースを DATAMART_TEMP に設定します。DMUser に、DATAMART テーブル
スペースに対する QUOTA UNLIMITED を付与する必要があります。DMuser は Data Mart スキー
マの所有者になります。

手順 8 以下の権限を DMUser に付与します。

GRANT
  CREATE SESSION,
  CREATE TABLE,
  CREATE PROCEDURE,
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  CREATE SEQUENCE,
  CREATE TRIGGER,
  CREATE VIEW,
  CREATE MATERIALIZED VIEW,
  CREATE SYNONYM,
  ALTER SESSION
TO DMUser;

手順 9 データベース ユーザ CSUser を作成し、デフォルト テーブルスペースを DATAMART に設定し、
一時テーブルスペースを DATAMART_TEMP に設定します。CSUser に、DATAMART テーブルス
ペースに対する QUOTA UNLIMITED を付与する必要があります。CSuser は Content Store スキー
マの所有者になります。

手順 10 以下の権限を CSUser に付与します。

GRANT
CREATE SESSION,
CREATE TABLE,
CREATE PROCEDURE,
CREATE SEQUENCE,
CREATE TRIGGER,
CREATE VIEW
TO CSUser;

Data Mart および Content Store データベースの作成：MS SQL Server

新規インストールの場合、Reporting インストーラを実行する前に、この項の説明に従って Data 
Mart および Content Store データベースとログイン ユーザを準備するか、または インストール 
ウィザードに表示される [データベースを作成する（Create a Database）] オプションを選択して、
Reporting インストーラによりデータベースとログイン ユーザを自動的に作成することができ
ます。Reporting インストーラの [データベースを作成する（Create Database）] オプションの詳細
については、「Reporting のインストール」で説明します。

Data Mart および Content Store データベースとログイン ユーザを作成するには、次の手順を実行
します。

手順 1 SQL Server は、デフォルト インスタンスまたは名前付きインスタンスとしてインストールできます。

手順 2 SQL Server は、混合モード認証で設定する必要があります（つまり、SQL Server 認証と Windows 
認証の両方を許可する必要があります）。

手順 3 「Datamart」と「ContentStore」という 2 つの個別データベースを作成し、それぞれに初期サイズ 
500 MB および自動拡張率 10 % を設定します。各データベースの照合順序では、大文字と小文字
が区別されないようにする必要があります。

手順 4 「DMUser」および「CSUser」という名前の 2 つの個別のデータベース ログイン アカウントを作成
します。

（注） DMUser と CSUser は、Windows 認証方式ではなく SQL Server 認証方式で SQL Server に対して認
証される SQL Server ログイン アカウントでなければなりません。
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手順 5 データベース ユーザ アカウント「DMUser」を「Datamart」データベースの db_owner として割り当
てます。設定において、a）Data Mart データベースのユーザ「DMUser」が SQL Server のログイン ア
カウント「DMUser」にマップされていること、b）デフォルトのスキーマが「dbo」であること、およ
び c）ユーザ「DMUser」がデータベース ロール「db_owner」のメンバーシップを持っていることを
確認します。

手順 6 データベース ユーザ アカウント「CSUser」を「ContentStore」データベースの db_owner として割
り当てます。設定において、a）Content Store データベースのユーザ「CSUser」が SQL Server のログ
イン アカウント「CSUser」にマップされていること、b）デフォルトのスキーマが「dbo」であるこ
と、および c）ユーザ名「CSUser」がデータベース ロール「db_owner」のメンバーシップを持ってい
ることを確認します。

Content Store データベースのサイジング

Content Store データベースのサイズは、さまざまな要因に応じて異なります。

• 同時ユーザの数

• 保存済みレポートの数（およびレポートのページ/行/画像の数）

• 保存済みレポート ビューの数（およびレポートのページ/行の数）

• レポートのフォーマット（PDF、HTML など）

次のガイドライン（Cognos Knowledge Base の記事から編集）は、上記のパラメータから推測した
使用状況に基づいて、データベース サイジング要件を予想するときに役に立ちます。

Content Store サイジングの決定要因を次に示します。

• システム容量：トランザクション ログ。Cognos による 250 アクティブ ユーザのデータベー
スの推定値は 3,000,000 KB です。

• 一時容量：レポート生成に必要です。推定値は、同時ユーザあたり 100,000 KB です。

• データ容量：ユーザにより保存されるレポートおよびビュー、ユーザ フォルダ、およびレ
ポートの Framework Manager モデルを保持するために必要です。

• 保存されるレポートおよびビューの合計数は、Content Store サイジングを予想するうえで重
要な要素で、予想が最も困難です。これは、各ユーザが保存できるレポートのバージョンの数
を制限する Cognos 管理者により部分的に制御できます。

• 保存される各レポートのサイズは、レポート ページの数に基づきます。レポートの平均サイ
ズに影響を与える可能性がある要因には、ページ数、フォーマットやテキストの選択、画像の
有無があります。Cognos では、ユーザが作成する保存オブジェクトに対して以下の要件を推
定しています。

• Cognos のこれらの各保存オブジェクトの数は、「一般的」なユーザが保存する傾向を前提とし
ています。これらの数に各オブジェクトのストレージ要件を乗算し、Content Store 内のデータ
容量に関するボリューム（ユーザ）に基づくストレージ要件の推定値を算出します。

オブジェクト ストレージ要件（推定）
ユーザあたり
の数

保存されるレポート、PDF 形式、
1 ～ 10 ページ

340 KB 2

保存されるレポート、PDF 形式、
10 ～ 100 ページ

440 KB 9

保存されるビュー、1 ～ 100 行 250 KB 3
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Reporting をインストールするための前提条件
• 一時的なディスク使用量を予想する場合のみ、これらの要件に Cognos ユーザ数を乗算する
必要があります。

Cognos ソフトウェアのインストール

この項では、Cognos 10.2.1 をインストールする方法について説明します。

（注） この項で説明されているインストール作業を実行するには、管理者権限を持つユーザとしてロ
グインする必要があります。

Cognos ソフトウェアのダウンロード

Cognos ソフトウェアをダウンロードするには、次の作業を行う必要があります。

手順 1 Cisco 製品ダウンロード Web サイトにアクセスし、各自に割り当てられたユーザ名とパスワード
を使用して認証します。

手順 2 製品名「Cisco Prime Service Catalog Reporting」を探すか、製品セレクタ内をナビゲートして、
Cognos Business Intelligence インストーラおよびフィックス パックを探します。

手順 3 [Business Intelligence インストール（Business Intelligence Install）] を選択して、バージョン 10.2.1 
の次のファイルを Cognos アプリケーション サーバ マシンにダウンロードします。

手順 4 Cognos Business Intelligence Server zip ファイルを一時ディレクトリ（C:\cognos_bi_software など）
に解凍します。Cognos Data Manager zip ファイルを一時ディレクトリ（C:\cognos_dm_software な
ど）に解凍します。Cognos FixPack zip ファイルを一時ディレクトリ（C:\cognos_fixpack など）に解
凍します。

手順 5 Cognos マシンに JAVA_HOME 環境変数が設定されている場合、この環境変数を削除します。こ
れは、Cognos インストール プログラムは Cognos の組み込み Java を使用しますが、これが 
JAVA_HOME 環境変数で定義されている Java のバージョンと競合する可能性があるためです。
Cognos ソフトウェアのインストール後に、Cognos インストール ディレクトリにある Java ディ
レクトリを指すように JAVA_HOME 環境変数を設定します。

保存されるビュー、100 ～ 1000 行 350 KB 8

スケジュール（デイリーまたはウィーク
リー）

30 KB 2

オブジェクト ストレージ要件（推定）
ユーザあたり
の数

ダウンロードするファイル 説明

bi_svr_64b_10.2.1_win_ml.tar.gz Cognos 10.2.1 Business Intelligence Server（64 ビット）

bi_dmgr_64b_10.2.1_win_en.tar.gz Cognos 10.2.1 Data Manager（64 ビット）

up_bisrvr_winx64h_10.2.5002.78_ml.tar.gz FixPack2 for Cognos 10.2.1
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Reporting をインストールするための前提条件
Cognos Business Intelligence Server のインストール

Cognos Business Intelligence Server をインストールするには、次の作業を行います。

手順 1 C:\cognos_bi_software\winx64h フォルダを開きます（Cognos BI ソフトウェアを 
C:\cognos_bi_software ディレクトリに解凍したことを前提としています）。

手順 2 issetup.exe をダブルクリックして、Cognos セットアップ プログラムを起動します。

手順 3 [コンポーネントの選択（Component Selection）] 画面が表示されるまで、画面に表示されるすべて
のデフォルト値を選択してインストール ウィザードを進めます。

手順 4 次のコンポーネントだけを選択し、その他のコンポーネントはすべて選択解除します。

• [アプリケーション層コンポーネント（Application Tier Components）]

• [ゲートウェイ（Gateway）]

• [コンテンツ マネージャ（Content Manager）]

手順 5 [次へ（Next）] をクリックして、[完了（Finish）] 画面が表示されるまで、残りのインストール ウィ
ザードを進めます。

手順 6 [IBM Cognos の設定の開始（Start IBM Cognos Configuration）] オプションを選択解除して、[完了
（Finish）] をクリックします。

Cognos Data Manager のインストール

Cognos Data Manager をインストールするには、次の作業を行います。

手順 1 C:\cognos_dm_software\winx64h ディレクトリに移動します（Cognos Data Manager ソフトウェア
がこのロケーションに解凍されていることを前提とします）。

手順 2 issetup.exe をダブルクリックして、Cognos セットアップ プログラムを起動します。

手順 3 [インストール先（Installation Location）] 画面が表示されるまで、画面に表示されるすべてのデ
フォルト値を選択してインストール ウィザードを進めます。

手順 4 Cognos Business Intelligence Server をインストールしたフォルダと同じ名前を入力します（たと
えば、C:\Program Files\cognos\c10_64）。次に、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 「警告：前回のインストールと同じ場所を、インストール先として指定しています。処理を続行し
ますか?（Warning: You are installing to the same location as a previous installation.Do you want to 
continue?）」というメッセージが表示されたら、[はい（Yes）] をクリックして次に進みます。
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Reporting をインストールするための前提条件
手順 6 次のメッセージが表示されたら、[いいえ（No）] をクリックして次に進みます。

図 7-3 [インストール先（Install Location）] 警告メッセージ

手順 7 [コンポーネントの選択（Component Selection）] 画面が表示されたら、次のコンポーネントだけを
選択し、その他のコンポーネントはすべて選択解除します。

• [Data Manager Engine]

手順 8 [次へ（Next）] をクリックして、[完了（Finish）] 画面が表示されるまで、残りのインストール ウィ
ザードを進めます。

手順 9 [IBM Cognos の設定の開始（Start IBM Cognos Configuration）] オプションを選択解除して、[完了
（Finish）] をクリックします。

Cognos フィックス パックのインストール

Cognos フィックス パックをインストールするには、次の手順を実行します。

手順 1 「C:\cognos_fixpack\winx64h」フォルダに移動します（Cognos ソフトウェアを C:\cognos_fixpack 
フォルダに解凍したことを前提としています）。

手順 2 issetup.exe をダブルクリックして、Cognos セットアップ プログラムを起動します。

手順 3 [インストール先（Installation Location）] 画面が表示されるまで、すべてのデフォルト値を選択し
てインストール ウィザードを進めます。

手順 4 Cognos Business Intelligence Server をインストールしたフォルダと同じ名前を入力します（たと
えば、C:\Program Files\cognos\c10_64）。[次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 次のメッセージが表示されたら、[いいえ（No）] をクリックして次に進みます。

図 7-4 [インストール先（Install Location）] 警告メッセージ

手順 6 [次へ（Next）] をクリックして、[完了（Finish）] 画面が表示されるまで、残りのインストール ウィ
ザードを進めます。

手順 7 [終了（Finish）] をクリックします。
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Reporting のインストール
Reporting のインストール
この項では、Cisco Prime Service Catalog Reporting をインストールし、設定する方法について説明
します。この項で説明されているインストール作業を実行するには、管理者権限を持つユーザと
してログインする必要があります。

（注） Reporting インストーラは Cognos に組み込みの JRE 7 を使用するため、同じシステムに Oracle 
JDK 1.8 または 1.7 がインストールされていてはいけません。

Reporting のセットアップの実行

Reporting をインストールする場合は、インストール ウィザードをインストールして起動するた
めのセットアップ プログラムを実行します。

セットアップ プログラムを実行するには、次の手順を実行します。

手順 1 Cognos マシンで、JAVA_HOME 環境変数を「<COGNOS_HOME>\bin64\jre\7.0」に設定または変更し
ます。<COGNOS_HOME> は、Cognos のインストール ディレクトリ（C:\Program Files\cognos\c10_64）で
す。次に、PATH 環境変数の先頭に「%JAVA_HOME%\bin」を追加します。これにより、
<COGNOS_HOME>\bin64\jre\7.0\bin 内の Java 実行可能ファイルが使用されます。

手順 2 無制限強度 JCE ポリシー ファイルを <Build_No>\reporting\ibm_jre_7.0_policy から 
%JAVA_HOME%\jre\lib\security ディレクトリにコピーします。既存のファイルは上書きされま
す。無制限強度ポリシー ファイルは、「local_policy.jar」と「US_export_policy.jar」です。

手順 3 シスコ Web サイトからコンピュータにダウンロードした Cisco Prime Service Catalog ソフトウェ
アをまだ解凍していない場合は、解凍します。

手順 4 reporting_setup.cmd をダブルクリックして、インストール ウィザードを起動します。

経過表示バーが表示され、完了するとインストール ウィザードの最初のページが表示されます。

インストール ウィザードの使用方法

インストール設定オプションでは大文字と小文字が区別されるので、データベース名や JMS 
キュー名などの値を入力するときには大文字と小文字を区別してください。区別しないと、イン
ストールが正常に行われないことがあります。

Reporting インストール ウィザードの実行

この項では、Reporting インストール ウィザードを実行する手順について説明します。

前提条件 

kek_new.txt と kek_old.txt ファイルを <ServiceCatalog_Install_Dir>\dist ディレクトリから 
C:\temp または Reporting マシンの任意のフォルダにコピーします。インストール時にマスター 
キー ファイルの入力を求めらたら、そのウィンドウでこのパスに移動し、kek_new.txt ファイルを
選択する必要があります。
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Reporting のインストール
手順 1 IIS Web サーバを停止します。

手順 2 インストール ウィザードを起動します（Reporting のセットアップの実行を参照）。

手順 3 インストール ウィザードの最初のページで [次へ（Next）] をクリックし、処理を開始します。

手順 4 [インストールフォルダの選択（Choose Install Folder）] パネルでインストール先フォルダを入力
し、[次へ（Next）] をクリックします。

デフォルトのインストール先フォルダは、「C:\CiscoPrimeServiceCatalog」です。必要に応じて、別
のフォルダをインストール先として入力するか、または [選択（Choose）] をクリックして別の
フォルダを選択します（またはフォルダを新規作成します）。インストール先フォルダのパス名
にはスペースを使用しないでください。このマニュアルでは、インストール先フォルダを 
<Reporting_Install_Dir > で表します。

手順 5 Cognos のルート ディレクトリを入力します。これは、Cognos 10.2.1 ソフトウェアがインストー
ルされている場所です。デフォルトの Cognos ルート ディレクトリは「C:\Program 
Files\ibm\cognos\c10_64」です。必要に応じて、別のルート ディレクトリを入力するか、または [参
照（Browse）] をクリックして目的のディレクトリを選択します。[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 [データベースの選択（Database Selection）] パネルで、データベース プラットフォーム（Microsoft 
SQL Server または Oracle）を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

以前に記入したデータベース情報ワークシートを参照して、データベース プラットフォームを
決定します。

手順 7 [Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルで、Service Catalog データベース
の設定値を入力します。[Service Catalog データベース（Service Catalog Database）] パネルの値の
更新については、表 7-1 を参照してください。以前に記入したデータベース情報ワークシートを
使用すると、入力する設定値を決定する上で役立ちます。

表 7-1 Reporting 向け Request Center データベース テーブル

フィールド SQL Server Oracle サーバ

[ホスト IP アドレス（Host 
IP Address）]

Service Catalog データベー
スが配置されているサーバ
の IP アドレスを入力します。

Service Catalog スキーマが配置さ
れているサーバの IP アドレスを
入力します。

Oracle RAC を使用する場合は、
SCAN IP アドレスのみを使用し
ます。

[ポート（Port）] データベース サーバが使用
する TCP/IP ポート番号を入
力します。有効なポート番号
は 1 ～ 65535 です。デフォル
ト値は 1433 です。

データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号を入力します。
デフォルト値は 1521 です。

データベース名（Database 
Name）

RequestCenter データベース
の名前を入力します。デフォ
ルト値は「Service Catalog」で
す。英数字だけを入力しま
す。空白文字は使用しないで
ください。

N/A
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Reporting のインストール
手順 8 [次へ（Next）] をクリックして、ウィザードの次のページに進みます。

インストーラにより、入力された設定値に基づく Service Catalog データベースに対する接続テ
ストと、データベース プラットフォームに関する前提条件が満たされているかどうかのチェッ
クが行われます。

データベース接続テストが失敗した場合、[データベーステスト接続が失敗しました（Database 
Test Connection Failed）] というダイアログ ボックス メッセージが表示されます。このメッセージ
が表示された場合は、[OK] をクリックしてダイアログ ボックスを閉じ、[Service Catalogデータ
ベース（Service Catalog Database）] パネルで情報に必要な修正を加えます。この時点でインス
トール ウィザードを中止する場合は、[キャンセル（Cancel）] をクリックします。

データベース接続テストが正常に完了した場合、[マスターキーファイル（Master Key File）] パネ
ルが表示されます。

手順 9 [マスターキーファイル（Master Key File）] パネルに、以前に C:\Temp にコピーした kek_new.txt 
ファイルのフル パスを入力（または参照）します。

手順 10 [次へ（Next）] をクリックします。

Prime Service Catalog インストーラにより、指定された kek_new.txt ファイルのマスター キーが、
最後のパネルで入力した Service Catalog データベースと一致することが確認されます。マス
ター キー ファイルが一致しない場合、エラーが発生し、インストーラは次のステップに進むこ
とができません。

[データベース SID または
データベースサービス名

（Database SID or Database 
Service Name）]

N/A Oracle データベースへの接続に 
SID を使用する場合は、[SID] オプ
ション ボタンを選択し、Oracle 
SID の値を入力します。Oracle 
データベースへの接続にサービス
名を使用する場合は、[サービス名

（Service Name）] オプション ボタ
ンを選択し、サービス名の値を入
力します。

Oracle RAC を使用する場合は、
サービス名のみを使用します。

[ユーザ名（Username）] データベース ユーザ名を入
力します。英数字だけを入力
します。空白文字は使用しな
いでください。このユーザ名
は、ログイン ID と

「ServiceCatalog」データベー
スの db_owner です。デフォ
ルト値は「CPSCUser」です。

データベース ユーザ名を入力し
ます。英数字だけを入力します。空
白文字は使用しないでください。
このユーザ名は、データベース ス
キーマのログイン ID とスキーマ
名です。デフォルト値は

「CPSCUser」です。

[パスワード（Password）] データベース ユーザ名のパ
スワードを入力します。

データベース ユーザ名のパス
ワードを入力します。

表 7-1 Reporting 向け Request Center データベース テーブル（続き）

フィールド SQL Server Oracle サーバ
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Reporting のインストール
手順 11 [DataMart データベースの作成（DataMart Database Creation）] パネルで、次の操作を実行します。

• データベースを既に作成している場合は、[いいえ（No）] を選択し、[次へ（Next）] をクリック
して続行します。既存のデータベースの情報を入力するよう求められます。Reporting 向け 
Data Mart データベース テーブルを参照して、データベース情報を入力してください。

• データベースを事前に作成していない場合は、インストーラによりデータベースを自動的に
作成するため [はい（Yes）] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。インストーラがその場
でデータベースを作成できるように、データベース サーバへの接続情報を入力するよう求
められます。[Data Mart データベース（Data Mart Database）] パネルにデータベース情報を入
力し、[Datamart の作成（Create Datamart）] をクリックします。

データベースが正常に作成されると、Data Mart データベースの作成が正常に完了したこと
を示すメッセージ ダイアログが表示されます。[OK] をクリックしてメッセージ ダイアログ 
ボックスを閉じます。次の Reporting 向け Data Mart データベース テーブルを参照して、デー
タベース情報を入力してください。

（注） この「Datamart の作成」機能により、Service Catalog Reporting モジュールが機能するため
に必要な最小限の要件に対応した、非常に基本的な Data Mart データベースが作成されま
す。デモ システムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されます
が、本番システムではデータベース管理者と協力し、データベースの構成に関する項で説
明するすべての製品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセ
キュリティの要件に対応した Data Mart データベースを作成することが推奨されます。

• アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選択し、[次へ（Next）] をク
リックします。既存の Data Mart データベースの情報を入力するよう求められます。

「Reporting 向け Data Mart データベース テーブル」を参照して、データベース情報を入力しま
す。詳細については、第 6 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を参照してください。

（注） [Data Mart データベース（Data Mart Database）] パネルのフィールドは、[Data Martデータ
ベースの作成（Data Mart Database Creation）] パネルで [はい（Yes）] と [いいえ（No）] のい
ずれをクリックしたかによって異なります。それぞれに応じて表 7-2 を使用します。

表 7-2 Reporting 向け Data Mart データベース テーブル

フィールド SQL Server Oracle サーバ

[ホスト IP アドレ
ス（Host IP 
Address）]

データベース サーバの IP アドレ
スを入力します。

データベース サーバの IP アドレス
を入力します。

Oracle RAC を使用する場合は、SCAN 
IP アドレスのみを使用します。

[ポート（Port）] データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号を入力します。
デフォルト値は 1433 です。

データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号を入力します。デ
フォルト値は 1521 です。

[データベース名
（Database name）]

Data Mart データベースの名前を
入力します。英数字だけを入力し
ます。空白文字は使用しないでく
ださい。デフォルト値は

「Datamart」です。

N/A
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[sa パスワード（sa 
password）]

SQL Server でデータベースを作成
するには、インストーラが「sa」
ユーザとして SQL Server に接続す
る必要があります。「sa」 ユーザの
パスワードを入力します。

N/A

[sys パスワード
（sys password）]

N/A 「sys」ユーザのパスワードを入力し
ます。

[データベース SID 
またはデータベー
スサービス名

（Database SID or 
Database Service 
Name）]

N/A Oracle データベースへの接続に SID 
を使用する場合は、[SID] オプション 
ボタンを選択し、Oracle SID の値を入
力します。Oracle データベースへの
接続にサービス名を使用する場合
は、[サービス名（Service Name）] オプ
ション ボタンを選択し、サービス名
の値を入力します。

Oracle RAC を使用する場合は、サー
ビス名のみを使用します。

[ユーザ名
（Username）]

データベース ユーザ名を入力しま
す。英数字だけを入力します。空白
文字は使用しないでください。

このユーザ名は、ログイン ID と
「Datamart」データベースの 

db_owner です。デフォルト値は
「DMUser」です。

データベース ユーザ名を入力しま
す。英数字だけを入力します。空白文
字は使用しないでください。

このユーザ名は、データベース ス
キーマのログイン ID とスキーマ名で
す。デフォルト値は「DMUSER」です。

[パスワード
（Password）]

データベース ユーザ名のパスワー
ドを入力します。

データベース ユーザ名のパスワード
を入力します。

[パスワードの確認
（Confirm Password）]

データベース ユーザ名のパスワー
ドをもう一度入力します。

データベース ユーザ名のパスワード
をもう一度入力します。

[ユーザテーブルス
ペース（User 
tablespace）]

N/A （オプション値）特定の Oracle テーブ
ルスペース名がある場合、ここにそ
の名前を入力します。スキーマのデ
フォルトのテーブルスペース名はこ
の値に設定されます。

この値を空白にすると、インストー
ラは Oracle Server によって提供され
るデフォルト USER テーブルスペー
スを使用します。

[一時テーブルス
ペース（Temp 
tablespace）]

N/A （オプション値）特定の Oracle 一時
テーブルスペース名がある場合、こ
こにその名前を入力します。スキー
マの一時テーブルスペース名はこの
値に設定されます。この値を空白に
すると、インストーラは Oracle Server 
によって提供されるデフォルト TEMP 
テーブルスペースを使用します。

表 7-2 Reporting 向け Data Mart データベース テーブル（続き）

フィールド SQL Server Oracle サーバ
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手順 12 [Data Mart データベース（Data Mart Database）] パネルで [次へ（Next）] ボタンをクリックして続行
します。インストーラがデータベースに接続し、データベースの必須設定が検証されます。イン
ストーラによってデータベースが作成される場合、このデータベースはすべての必須設定に対
応しており、検証テストは成功します。既存のデータベースの情報を入力した場合、特定の必須
データベース設定が欠落していることが検出されると、検証エラーがインストーラから報告さ
れます。データベース検証エラーが発生した場合でも、インストーラでは次の操作に移動できま
す。次のいずれかを実行できます。

a. エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

b. 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のページに進むことが
できます。

データベースの検証が成功すると、[Content Store データベースの作成（Content Store Database 
Creation）] パネルが表示されます。

手順 13 新規インストールの場合は、Cognos データベース サーバの要件で説明されているように、デー
タベースを事前に準備できます。

• データベースを既に作成している場合は、[いいえ（No）] を選択し、[次へ（Next）] をクリック
して続行します。既存のデータベースの情報を入力するよう求められます。

次の「Reporting 向け Content Store データベース テーブル」を参照して、データベース情報を
入力します。[次へ（Next）] をクリックします。

• データベースを事前に作成していない場合は、インストーラによりデータベースを自動的に
作成するため [はい（Yes）] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。インストーラがその場
でデータベースを作成できるように、データベース サーバへの接続情報を入力するよう求
められます。[Content Store データベースの作成（Content Store Database Creation）] パネルに
データベース情報を入力し、[Content Store の作成（Create Content Store）] をクリックします。
データベースが正常に作成されると、Content Store データベースの作成が正常に完了したこ
とを示すメッセージ ダイアログが表示されます。

（注） データベース作成機能により、Service Catalog Reporting モジュールが機能するために必要な最
小限の要件に対応した、非常に基本的な Content Store データベースが作成されます。デモ システ
ムまたはテスト システムではこの機能を使用することが推奨されますが、本番システムでは
データベース管理者と協力し、「Cognos データベース サーバの要件」の項で説明するすべての製
品要件と、企業ポリシーに準拠したパフォーマンス、信頼性、およびセキュリティの要件に対応
した Content Store データベースを作成することが推奨されます。

• アップグレード インストールを実行する場合は [いいえ（No）] を選択し、[次へ（Next）] をク
リックします。既存の Content Store データベースの情報を入力するよう求められます。詳細
については、第 6 章「Prime Service Catalog のアップグレード」を参照してください。

次の表 7-3 を参照して、データベース情報を入力してください。[次へ（Next）] をクリックし
ます。
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（注） [Content Store データベース（Content Store Database）] パネルのフィールドは、[Content Store デー
タベースの作成（Content Store Database Creation）] パネルで [はい（Yes）] と [いいえ（No）] のいず
れをクリックしたかによって異なります。それぞれに応じて、「Reporting 向け Content Store デー
タベース テーブル」を使用します。

表 7-3 Reporting 向け Content Store データベース テーブル

フィールド SQL Server Oracle サーバ

[ホスト IP アド
レス（Host IP 
Address）]

データベース サーバの IP アドレ
スを入力します。

データベース サーバの IP アドレス
を入力します。

Oracle RAC を使用する場合は、
SCAN IP アドレスのみを使用します。

[ポート（Port）] データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号を入力します。
デフォルト値は 1433 です。

データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号を入力します。デ
フォルト値は 1521 です。

[データベース名
（Database name）]

Content Store データベースの名前
を入力します。英数字だけを入力
します。空白文字は使用しないで
ください。デフォルト値は

「ContentStore」です。

N/A

[sa パスワード
（sa password）]

SQL Server でデータベースを作成
するには、インストーラが「sa」
ユーザとして SQL Server に接続す
る必要があります。「sa」 ユーザの
パスワードを入力します。

N/A

[データベース
SID またはデー
タベースサービ
ス名（Database 
SID or Database 
Service Name）]

N/A Oracle データベースへの接続に SID 
を使用する場合は、[SID] オプション 
ボタンを選択し、Oracle SID の値を入
力します。Oracle データベースへの
接続にサービス名を使用する場合
は、[サービス名（Service Name）] オプ
ション ボタンを選択し、サービス名
の値を入力します。

Oracle RAC を使用する場合は、サー
ビス名のみを使用します。

[ユーザ名
（Username）]

データベース ユーザ名を入力しま
す。英数字だけを入力します。空白
文字は使用しないでください。

このユーザ名は、ログイン ID と
「ContentStore」データベースの 

db_owner です。デフォルト値は
「CSUser」です。

データベース ユーザ名を入力しま
す。英数字だけを入力します。空白文
字は使用しないでください。

このユーザ名は、データベース ス
キーマのログイン ID とスキーマ名で
す。デフォルト値は「CSUSER」です。

[パスワード
（Password）]

データベース ユーザ名のパスワー
ドを入力します。

データベース ユーザ名のパスワード
を入力します。

[パスワードの確
認（Confirm 
Password）]

データベース ユーザ名のパスワー
ドをもう一度入力します。

データベース ユーザ名のパスワード
をもう一度入力します。
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手順 14 [Content Store データベース（Content Store Database）] パネルで [次へ（Next）] ボタンをクリック
し、続行します。インストーラがデータベースに接続し、データベースの必須設定が検証されま
す。インストーラによってデータベースが作成される場合、このデータベースはすべての必須設
定に対応しており、検証テストは成功します。既存のデータベースの情報を入力した場合、特定
の必須データベース設定が欠落していることが検出されると、検証エラーがインストーラから
報告されます。データベース検証エラーが発生した場合でも、インストーラでは次の操作に移動
できます。次のいずれかを実行できます。

a. エラー ダイアログを閉じ、[キャンセル（Cancel）] をクリックしてインストール ウィザード
を終了する。

b. 個々のデータベース接続セッションで欠落しているデータベース設定を修正する。その後、
この画面に戻り、エラー ダイアログを閉じて [次へ（Next）] をもう一度クリックします。この
時点でインストーラは検証テストを繰り返し、テストが成功すると次のページに進むことが
できます。

データベースの検証が成功すると、[Content Store ルートディレクトリ（Content Store Root 
Directory）] ページが表示されます。

手順 15 [次へ（Next）] をクリックして続行します。[Cognos設定（Cognos Settings）] ページが表示されます。

手順 16 Cognos サーバに関する次の情報を入力します。

• [Cognos サーバ名（Cognos Server Name）]：Cognos ソフトウェアがインストールされているコ
ンピュータの（IP アドレスではなく）完全修飾ドメイン ホスト名を入力します。

• [IIS を設定する（Configure IIS?）]：このオプションを選択解除しないでください。インストー
ラにより、このコンピュータの IIS Web サーバで Cognos アプリケーションが自動的に設定
されます。

• [IIS Web サイト（IIS Web Site）]：デフォルト値「Default Web Site」を変更しないでください。

[ユーザテーブル
スペース（User 
tablespace）]

N/A （オプション値）特定の Oracle テーブ
ルスペース名がある場合、ここにそ
の名前を入力します。スキーマのデ
フォルトのテーブルスペース名はこ
の値に設定されます。

この値を空白にすると、インストー
ラは Oracle Server によって提供され
るデフォルト USER テーブルスペー
スを使用します。

[一時テーブルス
ペース（Temp 
tablespace）]

N/A （オプション値）特定の Oracle 一時
テーブルスペース名がある場合、こ
こにその名前を入力します。スキー
マの一時テーブルスペース名はこの
値に設定されます。この値を空白に
すると、インストーラは Oracle 
Server によって提供されるデフォル
ト TEMP テーブルスペースを使用し
ます。

表 7-3 Reporting 向け Content Store データベース テーブル（続き）

フィールド SQL Server Oracle サーバ
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手順 17 [詳細オプション（Advanced Options）] ボタンをクリックします。[詳細オプション（Advanced 
Options）] ダイアログ ボックスが表示されます。

インストール中にデータベース スクリプトを実行するように指定する場合は、[SQL スクリプト
を実行する（Execute SQL Scripts）] チェック ボックスをオンにします。このチェック ボックス
は、デフォルトでオンになっています。

次のような例外的な状況でのみこの設定をオフにします。

• スクリプトの実行前に、社内担当者によるスクリプトの個別レビューが必要な場合。この場
合、スクリプトを実行してインストールを完了するためには、このウィザードを最初から実
行し直してこのチェック ボックスをオンにする必要があります。

• 過去のインストールでこれらのスクリプトが正常に実行されたが、その後インストール実行
中に失敗した場合。この場合は、過去に実行されたことのあるスクリプトは再度実行する必
要がないため、このチェック ボックスをオフにすることで、2 回目以降のインストール作業
に要する時間を、スクリプトの実行時間だけ短縮することができます。

手順 18 [次へ（Next）] をクリックして続行します。

[Form Data Reporting] パネルが表示されます。

手順 19 [Form Data Reporting のテーブル（Form Data Reporting Tables）]に示すように、[Form Data 
Reporting のテーブル（Form Data Reporting Tables）] の各設定項目に値を入力します。インストー
ル完了後にこれらの設定内容を変更する必要がある場合のために、利用できるユーティリティ
が用意されています。詳細については、『Cisco Prime Service Catalog Reporting Guide』の

「Modifying Form Data Reporting Configuration」の項を参照してください。

表 7-4 [Form Data Reporting のテーブル（Form Data Reporting Tables）]

手順 20 [次へ（Next）] をクリックして続行します。[Form Data Reporting ディクショナリ設定（Form Data 
Reporting Dictionary Settings）] パネルが表示されます。

フィールド 定義

[ディクショナリテーブルのプ
レフィックス（Dictionary table 
prefix）]

ディクショナリ テーブル名のプレフィックス。デフォルト
値は「DM_FDR_DICTIONARY_」です。このプレフィックス
を使用することをお勧めします。

プレフィックスを変更する必要がある場合は、英字とアン
ダースコア文字のみを使用してください。数字や特殊文字
は使用しないでください。

[サービステーブルのプレ
フィックス（Service table prefix）]

サービス テーブル名のプレフィックス。デフォルト値は
「DM_FDR_SERVICE_」です。このプレフィックスを使用す
ることをお勧めします。プレフィックスを変更する必要が
ある場合は、英字とアンダースコア文字のみを使用してく
ださい。数字や特殊文字は使用しないでください。

[テーブル列のプレフィックス
（Table columns prefix）]

各テーブルのフィールド名のプレフィックス。デフォルト
値は「FIELD」です。

デフォルト値をどうしても変更する必要がある場合を除
き、このデフォルト値を使用することを推奨します。この名
前を使用して作成されるテーブルには、FIELD1、
FIELD2、…、FIELDn などの名前のフィールドが含まれます。

[テキスト列の最大長（Text 
column max length）]

このパラメータは、ディクショナリおよびサービス テーブ
ル オブジェクトの varchar フィールドの最大サイズを示し
ます。デフォルト値は 200 です。
7-19
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド

http://www-author.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/datacenter_mgmt/intel_auto/service_portal/v_10_1/reporting/guide/CiscoPrimeServiceCatalog-10-1-ReportingGuide.html
http://www-author.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/datacenter_mgmt/intel_auto/service_portal/v_10_1/reporting/guide/CiscoPrimeServiceCatalog-10-1-ReportingGuide.html


  

第 7 章      Reporting モジュールのインストールとアップグレード

Reporting のインストール
手順 21 [Form Data Reporting ディクショナリ設定（Form Data Reporting Dictionary Settings）] の表に示す
ように、[Form Data Reporting ディクショナリ設定（Form Data Reporting Dictionary Settings）] の各
設定項目に値を入力します。

表 7-5 [Form Data Reporting ディクショナリ設定（Form Data Reporting Dictionary Settings）] の表

手順 22 [次へ（Next）] をクリックして続行します。[Form Data Reporting サービス設定（Form Data 
Reporting Service Settings）] ページが表示されます。

手順 23 [Form Data Reporting サービス設定（Form Data Reporting Service Settings）] の表に示すように、
[Form Data Reporting サービス設定（Form Data Reporting Service Settings）] の各設定項目に値を入
力します。

表 7-6 [Form Data Reporting サービス設定（Form Data Reporting Service Settings）] の表

手順 24 [次へ（Next）] をクリックします。[SMTP 設定（SMTP Settings）] パネルが表示されます。

手順 25 [Form Data Reporting サービス設定（Form Data Reporting Service Settings）] の表に示すように、
SMTP 設定値を入力します。

フィールド 定義

[ディクショナリテーブル
（Dictionary tables）]

Data Mart データベースでレポート可能なディクショナリの
データを格納するために必要なテーブルの数。レポート可
能なディクショナリごとに 1 つのテーブルが必要です。デ
フォルト値は最小値の 50 です。

[テキストフィールド（Text 
Fields）]

顧客フォーム レポート分析に基づいてディクショナリで使用
されるテキスト型フィールドの数。デフォルト値は 40 です。

[数値フィールド（Numeric 
fields）]

顧客フォーム レポート分析に基づいてディクショナリで使
用される数値フィールドの数。デフォルト値は 10 です。

[日付フィールド（Date fields）] 顧客フォーム レポート分析に基づいてディクショナリで使
用される日付フィールドの数。デフォルト値は 10 です。

フィールド 定義

[サービステーブル（Service 
tables）]

Data Mart データベースでレポート可能なディクショナリの
データを格納するために必要なテーブルの数。レポート可
能なディクショナリごとに 1 つのテーブルが必要です。デ
フォルト値は最小値の 50 です。

[テキストフィールド（Text 
Fields）]

顧客フォーム レポート分析に基づいてディクショナリで使用
されるテキスト型フィールドの数。デフォルト値は 80 です。

[数値フィールド（Numeric 
fields）]

顧客フォーム レポート分析に基づいてディクショナリで使
用される数値フィールドの数。デフォルト値は 20 です。

[日付フィールド（Date fields）] 顧客フォーム レポート分析に基づいてディクショナリで使
用される日付フィールドの数。デフォルト値は 20 です。
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手順 26 （オプション）SMTP サーバへの接続を確認するには、[SMTP のテスト（Test SMTP）] ボタンをク
リックします。テスト接続が失敗しても、インストーラは次のページに進むことができます。

手順 27 [次へ（Next）] をクリックして続行します。[インストール前の要約（Pre-Installation Summary）] パ
ネルが表示されます。

インストールを開始するのに必要な情報がインストール ウィザードに入力されました。このパ
ネルに表示される設定内容を確認してください。変更が必要な場合は、[戻る（Previous）] をク
リックして特定のパネルに戻り、必要な変更を行ってください。設定内容が正しければ、[インス
トール（Install）] をクリックして Reporting のインストールを開始します。

インストールが完了するまでには最大 20 分かかります。このプロセスの実行中にインストール 
ウィザードを中止することは避けてください。インストール プロセスが正常に完了すると、イン
ストール ウィザードの [インストールが完了しました（Install Complete）] パネルが表示されます。

手順 28 [完了（Done）] をクリックして、インストール ウィザードを終了します。

create_datasource.cmd の実行

create_datasource.cmd を実行するには、次の手順を実行します。

手順 1 コマンド プロンプト ウィンドウを開き、<Reporting_Install_Dir>\cognos\bin ディレクトリに移動
します。

手順 2 create_datasource.cmd を実行します。

手順 3 create_datasource.cmd が正常に完了したら、Cognos マシンでブラウザを開いて、URL 
http://localhost/cognos10 に接続します。

手順 4 サービス カタログ（Service Catalog） サイト管理者ユーザのユーザ ID およびパスワードを入力
し、[OK] をクリックしてログインします

手順 5 UI で [マイホーム（My home）] リンクをクリックします。

手順 6 UI の右上隅にある [起動（Launch）] リンクをクリックし、[IBM Cognos の管理（IBM Cognos 
Administration）] ドロップダウン メニューをクリックします。

手順 7 [設定（Configuration）] タブをクリックします。

手順 8 左側のペインで、[データソース接続（Data Source Connections）] リンクをクリックします。

表 7-7 [SMTP 設定（SMTP Settings）] の表

フィールド 定義

SMTP ホスト名 SMTP サーバのホスト名または IP アドレス。

[SMTP ポート（SMTP Port）] SMTP サーバが使用する SMTP ポート番号。有効なポート
番号は 1 ～ 65535 です。デフォルト値は 25 です。

[SMTP ユーザ名（SMTP 
username）]

（オプション）SMTP サーバの認証ユーザ。

[SMTP パスワード（SMTP 
Password）]

（オプション）SMTP ユーザ名のパスワード。

[送信元の電子メール（Sender 
email）] 

システムが生成する通知に使用される送信元のメール アド
レス。
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Reporting のインストール
手順 9 右側のペインで、「RequestCenter」をクリックします。

手順 10 データベースが SQL Server の場合はこのステップをスキップしてください。データベースが 
Oracle の場合は、以下に示すステップ a から f に従い JDBC 接続パラメータを変更してください。

a. 次に示す [アクション（Actions）] 列の [プロパティの設定 - RequestCenter（Set properties - 
RequestCenter）] アイコンをクリックします。

図 7-5 [プロパティの設定 - RequestCenter（Set properties - RequestCenter）]

b. [接続（Connection）] タブをクリックして、[接続文字列（Connection string）] テキスト ボッ
クスの横に表示される [接続文字列の編集（Edit connection string）] アイコンをクリック
します。

c. [OCI] タブの [SQL*Net 接続文字列（SQL*Net connect string）] テキスト ボックスの値を
コピーします。

d. [JBDC] タブを開き、ドライバ タイプの [シン（Thin）] オプション ボタンを選択し、次に示
す [Oracle Net ディスクリプタ（Oracle Net Descriptor）] テキスト ボックスに、前のステッ
プでコピーした接続文字列を貼り付けます。

図 7-6 [ドライバタイプの選択（Driver Type Selection）] ウィンドウ

e. [OK] ボタンをクリックして、変更内容を保存します。

f. [OK] ボタンをもう一度クリックして [プロパティの設定 - RequestCenter（Set properties - 
RequestCenter）] ページを閉じます。

手順 11 このステップは SQL Server および Oracle のどちらの場合でも実行します。RequestCenter の [アク
ション（Actions）] 列の下の [接続をテスト（Test the connection）] アイコンをクリックします。
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Reporting のインストール
図 7-7 [接続をテスト（Test the Connection）] ウィンドウ

手順 12 次のページで [テスト（Test）] ボタンをクリックします。

手順 13 この画面で両方の JDBC エントリのステータスが [成功（Succeeded）] であることを確認します。
これで、次の項に進むことができます。

サービス カタログ（Service Catalog）レポートのインポート

サービス カタログ（Service Catalog） 標準レポート アーカイブを設定し、Cognos 環境にインポー
トするには、次の作業を行います。

手順 1 コマンド プロンプト ウィンドウを開き、<Reporting_Install_Dir>\cognos\bin ディレクトリに移動
します。

手順 2 import_reports.cmd を実行します。

手順 3 update_datamart_std.cmd を実行します。

（注） このスクリプトの実行には数分かかることがあります。

サービス カタログ（Service Catalog） アプリケーションの再起動

Service Catalog アプリケーションを再起動するには、次の手順を実行します。

手順 1 サービス カタログ（Service Catalog） アプリケーションを再起動します。これにより、サービス 
カタログ（Service Catalog） アプリケーション サーバは、Cognos アプリケーション サーバとの統
合を可能にする新しい設定を選択できるようになります。Request Center アプリケーションが実
行されているアプリケーション サーバ全体を再起動します。

手順 2 アプリケーション サーバが起動したら、IP アドレス（http://"IP Address"/RequestCenter など）を使
用して URL に接続します。サイト管理者ユーザとしてログインします。

手順 3 Reporting モジュールを選択します。

手順 4 [レポート（Reports）] タブをクリックします。
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Reporting のインストール
手順 5 [共有フォルダー（Public Folders）] タブが表示され、このタブに「Service Performance Reports」とい
う名前のフォルダが表示されていることを確認します。表示されている場合、サービス カタログ

（Service Catalog） の Reporting モジュールが Cognos アプリケーション サーバと正常に統合され
ています。

図 7-8 [レポート（Report）] タブ

手順 6 「Advanced Reporting の設定」に進みます。

Advanced Reporting の設定

次のスクリプトを実行して、Advanced Reporting コンポーネントを設定します。Advanced 
Reporting を設定しない場合は、インストール後の作業に進みます。

手順 1 Cognos マシン上でコマンド プロンプト ウィンドウを開き、<Reporting_Install_Dir>\cognos\bin 
ディレクトリに移動します。

手順 2 update_datamart.cmd を実行します。このスクリプトの実行には数分かかることがあります。

手順 3 create_model.cmd を実行します。

手順 4 publish_fdr_pkg.cmd を実行します。このスクリプトの実行には数分かかることがあります。

手順 5 Service Catalog UI からログアウトし、サイト管理者ユーザとして再度ログインします。URL に IP 
アドレスを使用する必要がある（http://"IP Address"/RequestCenter など）ことに注意してください。

手順 6 Advanced Reporting モジュールを選択します。

手順 7 [アドホックレポート（Ad-Hoc Reports）] タブをクリックします。

手順 8 [カスタムレポートデータモデル（Custom Report Data Models）] リンクをクリックします。

手順 9 [Query Studio] ウィンドウが表示される場合は、サービス カタログ（Service Catalog） の Advanced 
Repoting モジュールが Cognos アプリケーション サーバと正常に統合されています。
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インストール後の作業
図 7-9 [Query Studio] ウィンドウ

インストール後の作業
インストール後には、ETL プロセス実行をスケジュールします。各プロセスにかかる時間は、抽
出して Data Mart データベースに送信する必要がある Request Center データベースのデータ量に
比例します。

Reporting のインストール後の作業

Cognos マシンで次のスクリプトをスケジュール タスクとして設定します。スクリプトはすべて 
<Reporting_Install_Dir>\cognos\bin ディレクトリにあります。

標準レポート用スクリプト 説明

update_datamart_std.cmd このスクリプトは、データを Service Catalog データベースから抽出
して、Data Mart データベースに送信します。このデータは、サービ
ス カタログ（Service Catalog） 標準レポートを更新するために使用
されます。このスクリプトは、標準レポートの更新頻度に関係なく
スケジュールできます。通常、1 日 1 回、オフピーク時に実行される
ようにスケジュールできます。
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Oracle RAC データベースでの Reporting モジュールの使用
Advanced Reporting のインストール後の作業

Advanced Reporting を使用する場合、この項で説明されている作業も行う必要があります。

手順 1 Cognos マシンで、次のスクリプトをスケジュール タスクとして設定します。スクリプトはすべ
て <Reporting_Install_Dir>\cognos\bin ディレクトリにあります。

（注） 上の表に記載されている詳細レポート スクリプトは、1 日 1 回オフピーク時に実行されるようス
ケジュールすることをお勧めします。Data Mart データベースのデータは、このプロセスの実行中
でも使用できますが、パフォーマンスが低下する可能性があります。

update_datamart.cmd および create_model.cmd 間での新しいまたは変更要求は、10,000 件あたり 
40 分かかります。create_model.cmd および publish_fdr_pkg.cmd 間での新しいまたは変更要求は、
10,000 件あたり 30 分かかります。

スクリプトは重複なしで実行する必要があります。これらのスクリプトを同時に実行すると、
データ競合が発生します。

Oracle RAC データベースでの Reporting モジュールの使用
Reporting モジュールを Oracle RAC データベースとともにインストールする場合は、データベー
スに接続するためにインストール ウィザードで Oracle サービス名と SCAN ホストの IP アドレ
スを入力します。インストール後に、次の手順に従って SCAN ホストの IP アドレスを SCAN 名
に置き換えます。これらの手順は、Reporting 設定スクリプトの実行を開始する前に実行してくだ
さい。

手順 1 SCAN 名とそのマッピングされた一連の IP アドレスをマシンの hosts ファイルに追加します。

手順 2 IBM Cognos サービスを停止します。

手順 3 <Reporting Install folder> ディレクトリと <Cognos Install Folder>\c10_64 ディレクトリにあるす
べてのファイルで、SCAN ホストの IP アドレスを SCAN 名に置き換えます。これには、grepWin 
などのサードパーティ製ソフトウェアを使用してそれらのディレクトリ内にある SCAN ホスト
の IP アドレスを含むファイルを検索し、テキスト エディタを使用してそれらのファイルを修正
することをお勧めします。

詳細レポート用スクリプト 説明

update_datamart.cmd Data Mart データベースのファクト テーブルおよびディメ
ンションを更新します。

create_model.cmd Cognos レポーティング ツール（Query Studio および Report 
Studio）により使用されるフレームワーク モデルを作成します。

publish_fdr_pkg.cmd このスクリプトは、サービス カタログ（Service Catalog） の 
Cognos フレームワークをパブリッシュします。
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Reporting のアップグレード
手順 4 次のディレクトリにある ojdbc6.jar ファイルを ojdbc7.jar ファイル（Oracle 12c JDBC ドライバ）で
上書きします。

<Reporting Install folder>\cognos\lib

<Cognos Install Folder>\c10_64\webapps\p2pd\WEB-INF\lib

手順 5 <Reporting Install folder>\cognos\bin ディレクトリにあるすべてのスクリプトで、
「%JAVA_HOME%\bin\java」という文字列を「%JAVA_HOME%\bin\java 

-Doracle.jdbc.autoCommitSpecCompliant=false」という文字列に置き換えます。これには、grepWin 
などのサードパーティ製ソフトウェアを使用してそれらのディレクトリ内にある「JAVA_HOME」
という文字列を含むファイルを検索し、テキスト エディタを使用してそれらのファイルを修正
することをお勧めします。

（注） 「%JAVA_HOME%\bin\java.exe」のような文字列は置き換えないでください。

手順 6 テキスト エディタを使用して、「update_datamart_std.cmd」スクリプト内の「%DEBUG_OPTS%」
という文字列を削除します。

手順 7 IBM Cognos サービスを起動します。

Reporting のアップグレード

Reporting のアップグレード前の作業の実行

Data Mart および Content Store のアーティファクトのバックアップ

Data Mart および Content Store のアーティファクトをバックアップするには、次の手順を実行し
ます。

手順 1 Data Mart データベース（カスタム Data Mart テーブルがある場合、このバックアップから参照で
きます）および Content Store データベースをバックアップします。

手順 2 Service Catalog データベースから、Advanced Reporting により使用されるすべてのカスタム定義
ビューをバックアップします。

手順 3 Service Catalog データベースから、Advanced Reporting により使用されるすべてのカスタム定義
ビューのバックアップをエクスポートします。

Cognos 8.4.x コンポーネントのアンインストール

このリリースの Service Catalog は Cognos バージョン 10.2.1 を使用します。新しいマシンに 
Cognos 10.2.1 ソフトウェアをインストールできます。ただし、すでに Cognos 8.4.x ソフトウェア
がインストールされているマシンに Cognos 10.2.1 ソフトウェアをインストールする予定の場合
は、次の手順を実行して、最初に Cognos 8.4.x ソフトウェアをアンインストールする必要があり
ます。
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Reporting のアップグレード
手順 1 システムの [スタート（Start）] ボタンから、[プログラム（Programs）] > [IBM Cognos 8] > [IBM 
Cognos 8 をアンインストール（Uninstall IBM Cognos 8）] を選択します。

手順 2 表示言語を選択して、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 3 パッケージ リストからすべてのコンポーネントを選択して、[完了（Finish）] 画面が表示されるま
で、インストール ウィザードを進めます。

手順 4 すべてのコンポーネントが正常にアンインストールされたら、システムをリブートします。

Cognos 10.2.1 ソフトウェアのインストール

Cognos 10.2.1 のインストール方法の詳細については、Cognos ソフトウェアのインストールを参
照してください。

Reporting インストーラによるアップグレード

Reporting インストーラを実行してアップグレードを行うには、次の手順を実行します。

手順 1 Reporting のインストールの説明に従い、Reporting インストール ウィザードを実行します。

手順 2 Data Mart データベースに関する設定値を入力したら、[次へ（Next）] をクリックして、ウィザード
の次のページへ進みます。

[既存のインストールが検出されました（Existing Installation Detected）] ダイアログ ボックスが表
示されます

手順 3 [既存のデータベースをアップグレード（Upgrade Existing Database）] をクリックします。

手順 4 Reporting インストール ウィザードの実行の説明に従って、Reporting インストール ウィザード
を続行します。[Form Data Reporting のテーブル（Form Data Reporting Tables）]、[Form Data 
Reporting ディクショナリ設定（Form Data Reporting Dictionary Settings）]、および [Form Data 
Reporting サービス設定（Form Data Reporting Service Settings）] の各ページで設定の編集を行うこ
とはできません。これらのページでは、単に [次へ（Next）] をクリックしてウィザードを続行しま
す。アップグレード完了後にこれらの設定内容を変更する必要がある場合のために、利用できる
ユーティリティが用意されています。詳細については、『Cisco Prime Service Catalog Reporting 
Guide』の「Modifying Form Data Reporting Configuration」の項を参照してください。

Advanced Reporting のアップグレード後の作業の実行

インストール後の作業で説明されている作業を行います。

カスタム レポートの移行

Cognos 10.1 へのアップグレード時に、カスタム レポートは自動的にアップグレードされます。
必要に応じて、Prime Service Catalog からレポートを手動でアップグレードできます。
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Reporting のアップグレード
手順 1 レポート管理者ロールが付与されているユーザとして Service Catalog にログインします。

手順 2 ドロップダウンから Advanced Reporting モジュールを選択します。

手順 3 右上隅の [起動（Launch）] に移動し、[IBM Cognos Administration] をクリックします。

手順 4 [設定（Configuration）] タブをクリックします。

手順 5 左側のペインで [コンテンツ管理（Content Administration）] に移動し、[コンテンツ保守を新規作
成（New Content Maintenance）] アイコンをクリックし、次に示すように [レポートのアップグ
レード（Report Upgrade）] を選択します。

図 7-10 [コンテンツ管理（Content Administration）] ウィンドウ

手順 6 [コンテンツ保守を新規作成（New Content Maintenance）] のタスクの [名前（Name）]、[説明
（Description）]（オプション）、および [画面のヒント（Screen Tips）]（オプション）を入力します。次
に、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 7 [レポートのアップグレード（Report upgrade）] 画面で [追加（Add）] をクリックします。アップグ
レードする必要があるフォルダを選択し、[追加（Add）] をクリックし、下部にある [OK] をクリッ
クします。

手順 8 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 9 次のいずれかのアクションを選択します。

• [保存して 1 回実行（Save and run once）]

• [保存してスケジュール（Save and schedule）]

• [保存のみ（Save only）]

手順 10 [終了（Finish）] をクリックします。

手順 11 レポートのアップグレードを実行する時間を選択し、[OK] をクリックします。

手順 12 ジョブの結果を表示するには、[ダイアログを閉じた後にこのコンテンツ保守タスクの詳細を表
示する（View the details of this content maintenance task after closing the dialog）] チェック ボックス
をオンにします。

手順 13 [OK] をクリックします。

手順 14 [リフレッシュ（Refresh）] をクリックすると、ステータスが表示されます。[閉じる（Close）] をク
リックします。
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Reporting のアンインストール
レポートのアップグレードに関する問題と解決策

10.0 および 10.0-R2 を除く古いリリースから 10.1 にアップグレードすると、Reports の [権限
（Permission）] タブで一部のロールが [使用不可（Unavailable）] と表示されます。これは、10.1 でそ
のロールが廃止または名前が変更された場合に発生します。この変更は、レポート機能には影響
しませんが、ユーザが混乱する可能性があります。これを回避するには、ロール名が変更されて
いる場合は該当するロールを削除してから、再び追加します。

ロールを削除してから追加するには、次の手順を実行します。

手順 1 Service Catalog UI にログインし、Advanced Reporting モジュールに移動します。

手順 2 フォルダ名の下のカスタム レポートに移動します。

手順 3 カスタム レポートの [操作（Actions）] 列の下の [詳細（More）] をクリックします。

手順 4 [実行できる操作（Available actions）] の下の [プロパティを設定（Set properties）] をクリックします。

手順 5 [権限（Permissions）] タブをクリックします。ロールが廃止または名前が変更されている場合、そ
のロールは [使用不可（Unavailable）] として表示されます。これらのロールが今後不要である場
合はロールを削除できます。また、このリリースで使用可能な新しいロールのリストに基づいて
適切なロール名に変更することができます。

手順 6 ロールを削除するには、[使用不可（Unavailable）] として表示されるロールの前にあるチェック 
ボックスをオンにし、テーブル下部の [削除（Remove）] リンクをクリックします。

手順 7 新しいロールを追加するには、テーブル下部にある [追加（Add）] リンクをクリックし、
[newScale] をクリックし、[使用できるエントリー（Available entries）] テーブルから 1 つ以上の
ロールを選択し、追加矢印をクリックしてこれらのロールを [選択されたエントリー（Selected 
entries）] テーブルに移動し、[OK] ボタンをクリックします。次に、追加した新しいロールに適切
な権限を設定する必要があります。作業の完了後に [OK] ボタンをクリックし、[プロパティを設
定（Set properties）] ページを閉じます。

このロール変更手順は、カスタム レポートにのみ適用されます。Prime Service Catalog に付属の
標準レポートは変更できません。

Reporting のアンインストール
Reporting モジュールをアンインストールするには、最初に IBM Cognos ソフトウェアをアンイ
ンストールし、次に Cisco Prime Service Catalog Reporting モジュールをアンインストールする必
要があります。

IBM Cognos をアンインストールするには、次の手順を実行します。

手順 1 [スタート（Start）] メニューから [IBM Cognos 10-64] > [IBM Cognos のアンインストール
（Uninstall IBM Cognos）] を選択します。

手順 2 アンインストール ウィザードのウィンドウで、両方のモジュールを選択するため [すべて選択
（Select All）] をクリックします。

手順 3 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 4 アンインストール ウィザードのウィンドウでは、フォルダをすべてアンインストールする 2 番
目のオプションを選択することが推奨されます。
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Reporting のアンインストール
手順 5 アンインストールが完了したら、Cognos ファイルをマシンからクリーンアップするため、ファイ
ル エクスプローラで IBM Cognos のインストール先フォルダに移動し、このフォルダを手動で削
除できます。

Cisco Prime Service Catalog Reporting モジュールをアンインストールするには、次の手順を実行します。

手順 1 ファイル エクスプローラで [Cisco Prime Service Catalog Reporting] フォルダに移動し、右クリッ
クして [アンインストール/変更（Uninstall/Change）] を選択します。

手順 2 [アンインストールオプション（Uninstall Options）] ウィンドウで、[完全なアンインストール
（Complete Uninstall）] を選択します。

手順 3 アンインストールが完了しても Cisco Prime Service Catalog Reporting フォルダが表示される場合
は、手動で削除してください。
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データベース情報ワークシート
以下の「データベース情報ワークシート」の「値」列に設定値を記入してください。Prime Service 
Catalog および Reporting のインストール ウィザードを実行するときに、このワークシートの情
報が必要になります。

表 A-1 データベース情報ワークシート

フィールド 説明 値

RequestCenter データベース

[データベース タイプ
（Database Type）]

RDBMS の種類。「Microsoft SQL Server」または「Oracle」
と入力します。

[ホスト IP アドレス（Host IP 
Address）]

Service Catalog データベースのデータベース サーバの IP 
アドレス。

[ポート（Port）] データベース サーバが使用する TCP/IP ポート番号。有効
なポート番号は 1 ～ 65535 です。Microsoft SQL Server の場
合、デフォルト値は 1433 です。Oracle の場合、デフォルト
値は 1521 です。

データベース名
（Database Name）
（Microsoft SQL Server 
のみ）

ServiceCatalog データベースの名前。デフォルトは 
ServiceCatalog です。

[データベース SID または
データベースサービス名

（Database SID or Database 
Service Name）]

（Oracle のみ）

ServiceCatalog データベースが存在する Oracle サーバの 
SID またはサービス名。デフォルトは ORCL です。また、こ
の値が SID またはサービス名のいずれであるかを書きと
めてください。Oracle RAC を使用する場合は、サービス名
のみを使用します。

[ユーザ名（Username）] Prime Service Catalog アプリケーションにおいて実行時に 
ServiceCatalog データベースでの認証に使用されるユーザ
名。デフォルトのユーザ名は CPSCUser です。

[パスワード（Password）] データベース ユーザのパスワード。
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WildFly アプリケーション サーバ情報ワークシート
WildFly アプリケーション サーバ情報ワークシート
以下の「アプリケーション サーバ情報ワークシート」の「値」列に設定値を記入してください。こ
のワークシートの情報は、Service Catalog または Reporting のインストーラの実行時に必要とな
ります。

Oracle の詳細オプションのみ

[複数のテーブルスペースを
有効にしますか（Enable 
multiple tablespaces?）]

このチェック ボックスをオンにすると、複数のテーブル
スペースを有効にすることができます。テーブルスペース
の名前は次のフィールドに入力します。このチェック 
ボックスは、デフォルトではオフになっています。

[デフォルトテーブルスペー
ス（Default tablespace）]

上記の [複数のテーブルスペースを有効にしますか
（Enable multiple tablespaces?）] チェック ボックスをオンに
した場合は、デフォルトのテーブルスペースを入力しま
す。デフォルトは CCPDATA01 です。

[ディレクトリテーブルス
ペース（Directory tablespace）]

上記の [複数のテーブルスペースを有効にしますか
（Enable multiple tablespaces?）] チェック ボックスをオンに
した場合は、ディレクトリ テーブルスペースを入力しま
す。デフォルトは CCPDATA02 です。

[トランザクションテーブル
スペース（Transaction 
tablespace）]

上記の [複数のテーブルスペースを有効にしますか
（Enable multiple tablespaces?）] チェック ボックスをオンに
した場合は、トランザクション テーブルスペースを入力
します。デフォルトは CCPDATA03 です。

[インデックステーブルス
ペース（Index tablespace）]

上記の [複数のテーブルスペースを有効にしますか
（Enable multiple tablespaces?）] チェック ボックスをオンに
した場合は、インデックス テーブルスペースを入力しま
す。デフォルトは CCPINDX です。

表 A-1 データベース情報ワークシート（続き）

フィールド 説明 値

表 A-2 アプリケーション サーバ情報ワークシート 

フィールド 説明 値

[Service Catalog ホス
ト IP アドレス

（Service Catalog Host 
IP Address）]

現在のマシンの IP アドレスを入力します。インストーラは、現在のマシ
ンの IP アドレスを自動的に検出し、その値をデフォルト値として表示
します。

[Service Link ホスト 
IP アドレス（Service 
Link Host IP 
Address）]

インストーラを実行し、Service Link アプリケーションのインストール
先に選択する予定のコンピュータの IP アドレス。

Service Catalog アプリケーションおよび Service Link アプリケーション
の両方を同じコンピュータにインストールする選択をすると、インス
トーラはこの値を [Service Catalog ホスト IP アドレス（Service Catalog 
Host IP Address）] と同じ値に自動的に設定します。
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WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシート
WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシート

[IIS Web サイト（IIS 
Web site）]

インストーラが Tomcat プラグインを設定するコンピュータ上の既存の 
IIS Web サイトの名前。デフォルト値は「Default Web Site」です。

カスタマイズされた Web サイトを使用できます。カスタマイズされた 
Web サイトを追加するには、まず、そのカスタマイズされた Web サイト 
を Internet Information Services（IIS）Manager に追加し、それらを適切な
ポート（88、90 など）にバインドする必要があります。

[キューホスト名
（Queue hostname）]

WildFly JMS サービスが稼働しているコンピュータの IP アドレス。JMS 
サービスは常に Service Link コンポーネントがインストールされてい
る WildFly サーバで設定されるため、この値は前述の [Service Link ホス
ト IP アドレス（Service Link Host IP Address）] と同じにする必要があり
ます。

[カスタムコンテンツ
アーカイブ（Custom 
content archive）]

「カスタム コンテンツ」をインストールする予定の場合、カスタム コン
テンツのアーカイブ ファイルのパスを入力します。

（注） アーカイブは zip 形式であることが必要です。

SMTP ホスト名 SMTP サーバの完全修飾ドメイン ホスト名または IP アドレス。

使用するコンピュータからこの SMTP サーバに接続できることを確認
してください。

[SMTP ポート（SMTP 
Port）]

SMTP サーバはポート 25 でリッスンする必要があります。

[システムメールアド
レス（System email 
address）]

システムが生成する通知に使用される送信元のメール アドレス。

表 A-2 アプリケーション サーバ情報ワークシート 

フィールド 説明 値

表 A-3 アプリケーション サーバ情報ワークシート（WebLogic）

フィールド 説明 値

Request Center の設定

[Service Catalog ホス
ト IP アドレス

（Service Catalog Host 
IP Address）]

WebLogic サーバが稼働しているコンピュータの IP アドレス。
WebLogic サーバを実行しているマシンでインストーラを実行する必
要はありません。したがって、ここに WebLogic ホストの IP アドレスの
正しい値を入力してください。

[Service Catalog HTTP
ポート（Service 
Catalog HTTP Port）]

WebLogic サーバのリッスン ポート。有効なポート番号は 1 ～ 65535 で
す。デフォルト値は 7001 です。
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WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシート
[Service Catalog JNDI
ポート（Service 
Catalog JNDI Port）]

WebLogic サーバの JNDI ポート。この番号は、WebLogic サーバのリス
ニング ポートと同じ値に設定する必要があります。

[Service Catalog プロ
トコル（Service 
Catalog protocol）]

WebLogic アプリケーション サーバで使用する Web プロトコル。ド
ロップダウン メニューから [http] または [https] を選択します。デフォ
ルトは [http] です。

[データソース JNDI 
名（Datasource JNDI 
name）]

ServiceCatalog データベースに使用するデータソース JNDI 名。この設
定には、プレフィックス「eis/」を付加する必要があります。デフォルト
名は「eis/REQUESTCENTERDS」です。

アプリケーション サーバ設定の拡張オプション

[クラスタリングを有
効にする（Enable 
clustering）]

このチェック ボックスをオンにすると、複数のノードを含むクラスタ 
アプリケーション サーバ環境を有効にすることができます。この
チェック ボックスは、デフォルトではオフになっています。

[マルチキャストアド
レス（Multicast 
address）]

上記の [クラスタリングを有効にする（Enable clustering）] チェック ボッ
クスをオンにした場合に、マルチキャスト アドレスを入力します。

[カスタムコンテンツ
（Custom content?）]

このチェック ボックスをオンにすると、カスタム コンテンツを使用す
ることができます。次のフィールドに、カスタム コンテンツ アーカイ
ブのパスを入力する必要があります。

[カスタムコンテンツ
アーカイブ（Custom 
content archive）]

前述の [カスタムコンテンツ（Custom content?）] チェック ボックスをオ
ンにした場合、カスタム コンテンツ アーカイブのパス（アーカイブ名
も含む）を入力するか、または [参照（Browse）] をクリックして、目的の
カスタム コンテンツ アーカイブを見つけて選択します。アーカイブの
ディレクトリ構造は展開ディレクトリの構造と一致させる必要があり
ます。アーカイブは zip 形式であることが必要です。

[Storefront サービスコ
ンテンツをインス
トールする（Install 
Storefront service 
content）]

Prime Service Catalog のインストール時に、Storefront サンプル コンテ
ンツもインストールできます。インストール時にこのサンプル コンテ
ンツを Service Catalog データベースに自動的にインポートするには、
このオプションを選択します。インストール時にこのサンプル コンテ
ンツを含めない場合は、このオプションを選択解除します。

以前の Prime Service Catalog リリースからアップグレードする場合は、
このオプションを選択解除する必要があります。Storefront サンプル コ
ンテンツが既存のデータと競合する可能性があります。

Service Link の設定（注：この設定項目は、インストール オプションとして [カスタム（Custom）] を選択した場合にのみ
表示されます）

[Service Link ホスト名
（Service Link 

hostname）]

「Service Link WebLogic サーバ」が稼働しているコンピュータの IP アド
レス。スタンドアロン環境の場合、この値はアプリケーション サーバの 
[Service Catalog ホスト IP アドレス（Service Catalog Host IP Address）] の
値と同じになります。

[Service Link HTTP
ポート（Service Link 
HTTP port）]

「Service Link WebLogic サーバ」のリッスン ポート。クラスタ環境を使
用している場合は、クラスタ外部にある別の WebLogic サーバに 
Service Link を展開する必要があります。この別の WebLogic サーバの
ポート番号を入力します。デフォルト値は 7001 です。

表 A-3 アプリケーション サーバ情報ワークシート（WebLogic）（続き）

フィールド 説明 値
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WebLogic アプリケーション サーバ情報ワークシート
[Service Link JNDI
ポート（Service Link 
JNDI Port）]

「Service Link WebLogic サーバ」の JNDI ポート。この番号は、「Service 
Link WebLogic サーバ」のリスニング ポートと同じ値に設定する必要が
あります。

[Service Link プロトコ
ル（Service Link 
protocol）]

Service Link WebLogic サーバで使用する Web プロトコル。ドロップダ
ウン メニューから [http] または [https] を選択します。デフォルトは 
[http] です。

[データソース JNDI 
名（Datasource JNDI 
name）]

ServiceCatalog データベースに使用するデータソース JNDI 名。この設
定には、プレフィックス「eis/」を付加する必要があります。デフォルト
名は「eis/REQUESTCENTERDS」です。

メッセージングの設定（注：この設定項目は、インストール オプションとして [カスタム（Custom）] を選択した場合に
のみ表示されます）

[キュー ホスト IP ア
ドレス（Queue Host IP 
Address）]

JMS サービスが稼働しているコンピュータの IP アドレス。

[キューポート（Queue 
port）]

JMS サービスが使用するポート番号。有効なポート番号は 1 ～ 65535 
です。デフォルト値は 7001 です。

[キューユーザ名
（Queue username）]

JMS キュー ユーザのユーザ名。このフィールドは必須です。

[キューパスワード
（Queue password）]

JMS キュー ユーザのパスワード。このフィールドは必須です。

[キュー接続ファクト
リ（Queue connection 
factory）]

JMS キュー接続ファクトリの名前。デフォルト名は 
NSConnectionFactory です。

メッセージング キューの設定

[承認キュー
（Authorizations 

queue）]

承認キューの名前。デフォルトは BEEEAuthorizationsQueue です。

[要求キュー
（Requisitions queue）]

要求キューの名前。デフォルトは BEEERequisitionsQueue です。

[Service Catalog イン
バウンドキュー

（Service Catalog 
inbound queue）]

Service Catalog インバウンド キューの名前。デフォルトは 
BEEEInboundQueue です。

[Service Link インバウ
ンドキュー（Service 
Link inbound queue）]

Service Link インバウンド キューの名前。デフォルトは 
ISEEInboundQueue です。

[Service Link アウトバ
ウンドキュー（Service 
Link outbound queue）]

Service Link アウトバウンド キューの名前。デフォルトは 
ISEEOutboundQueue です。

Prime Service Catalog 管理の設定

SMTP ホスト名 SMTP サーバのホスト名または IP アドレス。

[SMTP ポート（SMTP 
Port）]

SMTP サーバが使用する SMTP ポート番号。有効なポート番号は 
1 ～ 65535 です。デフォルト値は 25 です。

表 A-3 アプリケーション サーバ情報ワークシート（WebLogic）（続き）

フィールド 説明 値
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サポートされているタイムゾーン
Cisco Prime Service Catalog Reporting インストーラでは、Cognos サーバのタイム ゾーンが 
Service Catalog アプリケーションのタイム ゾーンに一致するよう自動的に設定されます。次の
表に、Service Catalog アプリケーションでサポートされているタイム ゾーンを示します。インス
トーラは、Service Catalog タイム ゾーンを、GMT オフセットが同じである Cognos の同等のタイ
ム ゾーンに自動的にマッピングします。

[システムメールアド
レス（System email 
address）]

システムが生成する通知に使用される送信元のメール アドレス。

[Prime Service Catalog
サイト管理者: パス
ワード（Prime Service 
Catalog Site 
Administrator: 
Password）]

Cisco Prime Service Catalog サイト管理者のパスワード。新規インス
トールでのみ必要です。

[Prime Service Catalog
サイト管理者: パス
ワードの確認（Prime 
Service Catalog Site 
Administrator: Confirm 
password）]

確認のため、サイト管理者のパスワードを再入力します。

表 A-3 アプリケーション サーバ情報ワークシート（WebLogic）（続き）

フィールド 説明 値

タイム ゾーン名 コンピュータ時間帯の説明（GMT）

Etc/GMT+12 （GMT-12:00）日付変更線、西側

Pacific/Apia （GMT-11:00）サモア

US/Hawaii （GMT-10:00）ハワイ

US/Aleutian （GMT-10:00）ハワイ アリューシャン夏時間

US/Alaska （GMT-09:00）アラスカ

America/Tijuana （GMT-08:00）太平洋標準時（米国およびカナダ）

America/Chihuahua （GMT-07:00）チワワ、ラパス、マサトラン

US/Arizona （GMT-07:00）アリゾナ

Canada/Mountain （GMT-07:00）山岳部標準時（米国およびカナダ）

Canada/Saskatchewan （GMT-06:00）サスカチュワン州

US/Central （GMT-06:00）中央アメリカ

Canada/Central （GMT-06:00）中央標準時（米国およびカナダ）

America/Mexico_City （GMT-06:00）グアダラハラ、メキシコシティー、モ
ンテレイ
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サポートされているタイムゾーン
America/Bogota （GMT-05:00）ボゴタ、リマ、キト

Canada/Eastern （GMT-05:00）東部夏時間（米国およびカナダ）

America/Jamaica （GMT-05:00）東部標準時（米国およびカナダ）

US/East-Indiana （GMT-05:00）インディアナ（東部）

America/Antigua （GMT-04:00）大西洋標準時（カナダ）

Canada/Atlantic （GMT-04:00）大西洋夏時間（カナダ）

America/Manaus （GMT-04:00）マナウス

America/Santiago （GMT-04:00）サンチャゴ

America/Caracas （GMT-04:30）カラカス

America/La_Paz （GMT-04:00）ラパス（ボリビア）

America/Sao_Paulo （GMT-03:00）ブラジリア

America/Godthab （GMT-03:00）グリーンランド

America/Argentina/Buenos_Aires （GMT-03:00）ブエノスアイレス

America/Guyana （GMT-04:00）ジョージタウン

America/St_Johns （GMT-03:30）ニューファンドランドおよびラブラ
ドル

Atlantic/South_Georgia （GMT-02:00）中部大西洋

Atlantic/Azores （GMT-01:00）アゾレス諸島

Atlantic/Cape_Verde （GMT-01:00）カーボベルデ諸島

Etc/Greenwich （GMT）グリニッジ標準時、ダブリン、エディンバ
ラ、リスボン、ロンドン

Africa/Casablanca （GMT）カサブランカ、モンロビア

Europe/Sarajevo （GMT+01:00）サラエボ、スコピエ、ワルシャワ、ザグ
レブ

Europe/Brussels （GMT+01:00）ブリュッセル、コペンハーゲン、マド
リッド、パリ

Africa/Brazzaville （GMT+01:00）アフリカ中西部

Europe/Amsterdam （GMT+01:00）アムステルダム、ベルリン、ベルン、
ローマ、ストックホルム、ウィーン

Europe/Belgrade （GMT+01:00）ベオグラード、ブラチスラバ、ブダペ
スト、リュブリャナ、プラハ

Africa/Cairo （GMT+02:00）カイロ

Europe/Helsinki （GMT+02:00）ヘルシンキ、キエフ、リガ、ソフィア、
タリン、ヴィルニアス

Europe/Minsk （GMT+02:00）ミンスク

Europe/Athens （GMT+02:00）アテネ、ブカレスト、イスタンブール

Asia/Jerusalem （GMT+02:00）エルサレム

Africa/Windhoek （GMT+02:00）ビントフック

タイム ゾーン名 コンピュータ時間帯の説明（GMT）
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サポートされているタイムゾーン
Africa/Harare （GMT+02:00）ハラーレ、プレトリア

Asia/Baghdad （GMT+03:00）バグダッド

Africa/Nairob （GMT+03:00）ナイロビ

Europe/Moscow （GMT+03:00）モスクワ、サンクトペテルスブルク、
ボルゴグラード

Asia/Kuwait （GMT+03:00）クウェート、リヤド

Asia/Tehran （GMT+03:30）テヘラン

Asia/Baku （GMT+04:00）バクー

Asia/Muscat （GMT+04:00）アブダビ、マスカット

Asia/Yerevan （GMT+04:00）エレヴァン

Asia/Tbilisi （GMT+04:00）トビリシ

Asia/Kabul （GMT+04:30）カブール

Asia/Karachi （GMT+05:00）イスラマバード、カラチ、タシケント

Asia/Yekaterinburg （GMT+05:00）エカチェリンブルグ

Asia/Kolkata （GMT+05:30）チェンナイ、コルカタ、ムンバイ、
ニューデリー

Asia/Kathmandu （GMT+05:45）カトマンズ

Asia/Dhaka （GMT+06:00）アスタナ、ダッカ

Asia/Novosibirsk （GMT+07:00）ノボシビルスク

Asia/Colombo （GMT+05:30）スリジャヤワルダナプラコッテ

Asia/Rangoon （GMT+06:30）ヤンゴン（ラングーン）

Asia/Bangkok （GMT+07:00）バンコク、ハノイ、ジャカルタ

Asia/Krasnoyarsk （GMT+08:00）クラスノヤルスク

Asia/Irkutsk （GMT+09:00）イルクーツク

Asia/Kuala_Lumpur （GMT+08:00）クアラルンプール、シンガポール

Asia/Taipei （GMT+08:00）タイペイ

Australia/Perth （GMT+08:00）パース

Asia/Chongqing （GMT+08:00）北京、重慶、香港特別自治区、ウルムチ

Asia/Seoul （GMT+09:00）ソウル

Asia/Tokyo （GMT+09:00）大阪、札幌、東京

Asia/Yakutsk （GMT+09:00）ヤクーツク

Australia/Darwin （GMT+09:30）ダーウィン

Australia/Adelaide （GMT+09:30）アデレード

Australia/Hobart （GMT+10:00）ホーバート

Australia/Canberra （GMT+10:00）キャンベラ、メルボルン、シドニー

Australia/Brisbane （GMT+10:00）ブリズベン

タイム ゾーン名 コンピュータ時間帯の説明（GMT）
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インストール手順に関する参照表
（注） Europe/Moscow、Pacific/Fiji、Pacific/Apia、Asia/Yakutsk、および Asia/Vladivostok の各時間帯では
現在、夏時間はサポートされていません。そのため、これらのいずれかの時間帯を使用する場合、
GMT オフセットが同じ他のいずれかの時間帯名を使用するか、Cisco Technical Assistance Center

（TAC）にお問い合わせください。

インストール手順に関する参照表

（注） インストール設定オプションでは大文字と小文字が区別されるので、データベース名や JMS 
キュー名などの値を入力するときには大文字と小文字を区別してください。区別しないと、イン
ストールが正常に行われないことがあります。

表 A-4 データベース情報ワークシート

Asia/Vladivostok （GMT+10:00）ウラジオストク

Pacific/Guam （GMT+10:00）グアム、ポートモレスビー

Pacific/Guadalcanal （GMT+11:00）ソロモン諸島、ニューカレドニア

Pacific/Auckland （GMT+12:00）オークランド、ウェリントン

Pacific/Fiji （GMT+12:00）フィジー島

Pacific/Tongatapu （GMT+13:00）ヌクアロファ

タイム ゾーン名 コンピュータ時間帯の説明（GMT）

フィールド 定義（Oracle） 定義（SQL Server）

[ホスト IP アドレス
（Host IP Address）] 

データベース サーバの IP アド
レス。

データベース サーバの IP アド
レス。

[ポート（Port）] データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号。デフォルト値
は 1521 です。

データベース サーバが使用す
る TCP/IP ポート番号。デフォル
ト値は 1433 です。

[データベース名
（Database name)]

N/A Prime Service Catalog アプリ
ケーションのデータベースの
名前。英数字を入力し、空白文
字を含めないでください。デ
フォルト値は、

「ServiceCatalog」です。

[sa パスワード
（sa Password）]

N/A SQL Server でデータベースを作
成するには、インストーラは

「sa」ユーザとして SQL Server に
接続する必要があります。sa 
ユーザのパスワードを入力し
ます。
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インストール手順に関する参照表
[ユーザ名
（Username）]

データベース ユーザ名は、ログイ
ン ID とデータベース スキーマの
スキーマ名です。デフォルト値
は、「CPSCUser」です。

データベース ユーザ名は、ログ
イン ID と「ServiceCatalog」デー
タベースの db_owner です。デ
フォルト値は、「CPSCUser」です。

[パスワード
（Password）]

データベース ユーザ名のパス
ワード

データベース ユーザ名のパス
ワード

[パスワードの確認
（Confirm Password）]

データベース ユーザ名のパス
ワードをもう一度入力します。

データベース ユーザ名のパス
ワードをもう一度入力します。

[Oracle サービス名
（Oracle Service 

Name）] または 
[Oracle SID]

ServiceCatalog データベースが存
在する Oracle サーバの SID また
はサービス名。デフォルトは 
ORCL です。また、この値が SID ま
たはサービス名のいずれである
かを書きとめてください。Oracle 
RAC を使用する場合は、サービス
名のみを使用します。

N/A

[sys パスワード
（SYS Password）]

Oracle でデータベース スキーマ
を作成するには、インストーラは

「sys」ユーザとして Oracle に接続
する必要があります。「sys」ユーザ
のパスワードを入力します。

N/A

[ユーザテーブルス
ペース（User 
tablespace）]

すでに特定の Oracle テーブルス
ペース名がある場合は、テーブル
スペース名を入力します。デフォ
ルトのテーブルスペース名はこ
の値に設定されます。この値を空
白にすると、インストーラは 
Oracle Server によって提供される
デフォルト ユーザ テーブルス
ペースを使用します。

N/A

[一時テーブルス
ペース（Temp 
tablespace）]

すでに特定の Oracle テーブルス
ペース名がある場合は、一時テー
ブルスペース名を入力します。デ
フォルトの一時テーブルスペー
ス名はこの値に設定されます。

この値を空白にすると、インス
トーラは Oracle Server によって
提供されるデフォルトの一時
ユーザ テーブルスペース名を使
用します。

N/A

フィールド 定義（Oracle） 定義（SQL Server）
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インストール手順に関する参照表
表 A-5 WildFly の Service Catalog 設定の表 

[データベーススク
リプトを実行しま
すか（Execute 
database scripts?）]

このオプションは、
[ServiceCatalog データベースの
作成（ServiceCatalog Database 
Creation）] パネルで [いいえ

（No）] をクリックした場合にだ
け有効になります。このオプ
ションは常に選択する必要があ
ります。これにより、新規インス
トールの場合は ServiceCatalog 
データベースに新規スキーマを
作成する SQL スクリプト、また
はアップグレード インストー
ルの場合は既存のスキーマを以
前のリリースから現行リリース
にアップグレードする SQL スク
リプトを実行するよう、インス
トーラに対して指示されます
（データベースのアップグレード
の詳細については、第 6 章「Prime 
Service Catalog のアップグレー
ド」を参照してください）。

既存の ServiceCatalog データ
ベースを上書きせずに、製品
の WAR ファイルを再インス
トールする場合は、このオプ
ションを選択解除できます。
このオプションを選択解除す
る前に、その影響を理解して
おいてください。

フィールド 定義（Oracle） 定義（SQL Server）

フィールド 定義

[Service Catalog ホスト IP ア
ドレス（Service Catalog Host 
IP Address）]

現在のマシンの IP アドレスを入力します。インストーラは、現
在のマシンの IP アドレスを自動的に検出し、その値をデフォ
ルト値として表示します。

[WildFly 管理者ユーザ名
（WildFly admin username）]

インストーラが WildFly AS ソフトウェアを自動的にインス
トールするため、WildFly 管理者ユーザ名は「adminuser」に事前
設定されます。WildFly インストールの管理タスクを実行する
必要がある場合は、このユーザ名で WildFly Admin Console に
接続できます。この値はグレー表示されるため、上書きできま
せん。

[WildFly 管理者パスワード
（WildFly admin password）]

WildFly の「adminuser」のパスワードを入力します。英数字だけ
を使用し、スペースは使用しないでください。

パスワードの確認（Confirm 
Password）

WildFly の「adminuser」のパスワードをもう一度入力します。
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インストール手順に関する参照表
[Service Link URL]

（注） コンピュータに Service Catalog サーバだ
けをインストールすることを選択した場
合は、このオプションが表示されます。

Service Link サーバのホスト名とポート番号を含む HTTP アド
レスを入力します。WildFly で Service Link によって使用され
るデフォルトのポート番号は 6080 です。

[Windows サービスとして設
定する（Configure as windows 
service）]

（Windows のみ）Windows オペレーティング システムでは、イ
ンストーラが WildFly サーバ を Windows サービスとして自動
的に設定できます。インストーラにより WildFly サーバを

「Cisco Prime Service Catalog」という名前のサービスとして設
定するには、このオプションを選択します。このサービスは、
ブート時に自動的に起動するように設定されています。ただ
し、インストール完了直後はこのサービスは自動的に起動し
ません。インストール後に初めて「Cisco Prime Service Catalog」
サービスを起動するには、Microsoft Windows サービス コン
ソールを開く必要があります。ただし、Windows オペレーティ
ング システムのリブート時にはこのサービスは自動的に起動
します。

（注） ただし、クラスタ WildFly の場合は、シスコ提供の起動
スクリプトを実行することにより、サーバを、サービス
ではなくアプリケーショとして起動することをお勧め
します。これらのサービスの起動については、「WildFly 
スタンドアロン アプリケーション サーバのインス
トール後の作業」または「WildFly クラスタ アプリケー
ション サーバのインストール後の作業」を参照してく
ださい。

フィールド 定義
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インストール手順に関する参照表
[IIS を設定する（Configure 
IIS）]

（Windows のみ）インストーラでは、インストーラを実行して
いる Windows マシンに IIS Web サーバがインストールされて
いることが検出されると、パネル画面にこのオプションが表
示されます。インストーラにより、同じマシンで稼働する 
WildFly アプリケーション サーバに接続するように IIS Web 
サーバ用 Tomcat プラグインを自動的に設定するには、このオ
プションを選択します。

（注） WildFly をインストールする Windows マシンに Cognos 
ソフトウェアをインストールする（Cognos ソフトウェ
アのインストールを参照）予定の場合は、この時点で 
[IIS を設定する（Configure IIS）] オプションを選択解除
する必要があります。Cognos と Reporting モジュール
をインストールする場合、Cognos ソフトウェア用に 
IIS を使用する必要があります。

このオプションを選択すると、インストーラは IIS Web サーバ
に対して検証テストを実行します。IIS Web サーバで必須設定
の一部が欠落していることが検出されると、検証テストは失
敗し、インストーラで [IIS を設定する（Configure IIS）] オプ
ションを選択解除しないと操作を続行できません（IIS の要件
の詳細については、「ソフトウェアの設定に関する前提条件」
の項を参照してください）。

[IIS Web サイト（IIS Web site）] このオプションは、前述の [IIS を設定する（Configure IIS）] オ
プションを選択した場合にのみ有効になります。インストー
ラにより Tomcat プラグインを設定する既存の IIS サイトの名
前を入力します。デフォルト値は「Default Web Site」です。

カスタマイズされた Web サイトを使用できます。カスタマイ
ズされた Web サイトを追加するには、まず、そのカスタマイズ
された Web サイトを Internet Information Services（IIS）Manager 
に追加し、それらを適切なポート（88、90 など）にバインドする
必要があります。

[Storefront サービスコンテ
ンツをインストールする

（Install Storefront service 
content）]

Prime Service Catalog のインストール時に、Storefront サンプル 
コンテンツもインストールできます。インストール時にこの
サンプル コンテンツを ServiceCatalog データベースに自動的
にインポートするには、このオプションを選択します。インス
トール時にこのサンプル コンテンツを含めない場合は、この
オプションを選択解除します。

以前の Prime Service Catalog リリースからアップグレードす
る場合は、このオプションを選択解除する必要があります。
Storefront サンプル コンテンツが既存のデータと競合する可
能性があります。

フィールド 定義
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インストール手順に関する参照表
表 A-6 WildFly の Service Link 設定の表

変数 定義

[Service Link ホスト IP アド
レス（Service Link Host IP 
Address）]

この値は、[Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] 
パネルの [Service Catalog ホスト IP アドレス（Service Catalog 
host IP address）] フィールドに入力したものと同じ値に事前
設定されます。これは、Service Catalog アプリケーション用の 
WildFly サーバと Service Link アプリケーション用の WildFly 
サーバの両方が同じマシン上で稼働するためです。この値は
グレー表示されるため、上書きできません。

[WildFly 管理者ユーザ名
（WildFly admin username）]

インストーラでは、WildFly AS ソフトウェアが自動的にイン
ストールされるため、WildFly 管理ユーザ名は「adminuser」に
事前設定されます。WildFly インストールの管理タスクを実
行する必要がある場合は、このユーザ名で WildFly Admin 
Console に接続できます。この値はグレー表示されるため、上
書きできません。

（注） このパネルでは [WildFly 管理者パスワード（WildFly 
admin password）] フィールドは表示されません。これ
は、このパスワードが、[Service Catalog 設定（Service 
Catalog Configuration）] パネルの [WildFly 管理者パス
ワード（WildFly admin password）] フィールドに入力
したものと同じ値に事前設定されるためです。

[Windows サービスとして設
定する（Configure as windows 
service）]

（Windows のみ）Windows オペレーティング システムでは、イ
ンストーラが WildFly サーバ を Windows サービスとして自
動的に設定できます。インストーラにより WildFly サーバを

「Cisco Prime Service Link」という名前のサービスとして設定
するには、このオプションを選択します。このサービスは、
ブート時に自動的に起動するように設定されています。ただ
し、インストール完了直後はこのサービスは自動的に起動し
ません。インストール後に初めて「Cisco Prime Service Link」
サービスを起動するには、Microsoft Windows サービス コン
ソールを開く必要があります。ただし、Windows オペレー
ティング システムのリブート時にはこのサービスは自動的
に起動します。これらのサービスの起動の詳細については、

「WildFly サーバの起動：Windows」を参照してください。
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インストール手順に関する参照表
表 A-7 メッセージング設定の表

[IIS を設定する（Configure 
IIS）]

（Windows のみ）インストーラでは、インストーラを実行して
いる Windows マシンに IIS Web サーバがインストールされて
いることが検出されると、パネル画面にこのオプションが表
示されます。

インストーラにより、同じマシンで稼働する WildFly アプリ
ケーション サーバに接続するように IIS Web サーバ用 
Tomcat プラグインを自動的に設定するには、このオプション
を選択します。

（注） WildFly をインストールする Windows マシンに 
Cognos ソフトウェアをインストールする（Cognos ソ
フトウェアのインストールを参照）予定の場合は、こ
の時点で [IIS を設定する（Configure IIS）] オプション
を選択解除する必要があります。Cognos と Reporting 
モジュールをインストールする場合、Cognos ソフト
ウェア用に IIS を使用する必要があります。

このオプションを選択すると、インストーラは IIS Web サー
バに対して検証テストを実行します。IIS Web サーバで必須
設定の一部が欠落していることが検出されると、検証テスト
は失敗し、インストーラで [IIS を設定する（Configure IIS）] オ
プションを選択解除しないと操作を続行できません（IIS の
要件の詳細については、「ソフトウェアの設定に関する前提
条件」の項を参照してください）。

[IIS Web サイト（IIS Web 
Site）]

このオプションは、前述の [IIS を設定する（Configure IIS）] オ
プションを選択した場合にのみ有効になります。インストー
ラにより Tomcat プラグインを設定する既存の IIS サイトの
名前を入力します。デフォルト値は「Default Web Site」です。

カスタマイズされた Web サイトを使用できます。カスタマイ
ズされた Web サイトを追加するには、まず、そのカスタマイ
ズされた Web サイト を Internet Information Services（IIS）
Manager に追加し、それらを適切なポート（88、90 など）にバ
インドする必要があります。

フィールド WildFly

[キュー ホスト IP アドレ
ス（Queue Host IP 
Address）]

JMS サービスは Service 
Link ノード上に存在する
ため、Service Link がイン
ストールされているマシ
ンの IP アドレスを入力し
ます。

[キューポート（Queue 
port）]

Service Link ノードと通信
するためのポート番号。

変数 定義
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インストール手順に関する参照表
著者へのドラフト コメント：上掲の表は次のリリースで削除する必要があります。

[キュー接続ファクトリ
（Queue connection 

factory）]

WildFly の JMS キュー接
続ファクトリの値は

「jms/RemoteConnectionF
actory」に事前設定され、グ
レー表示されます。

[キューユーザ名（Queue 
username）]

JMS キューへの読み取り/
書き込みアクセスが可能
なユーザ名。WildFly では
この値は「jmsuser」に事前
設定され、グレー表示され
ます。

[キューパスワード
（Queue password）]

WildFly では、「jmsuser」の
パスワードを入力します。
インストーラは、WildFly 
ソフトウェアのインス
トール時に「jmsuser」を作
成します。

パスワードの確認
（Confirm Password）

このフィールドは WildFly 
のみに適用されます。

「jmsuser」のパスワードを
再入力します。

フィールド WildFly

フィールド WildFly WebLogic

[キュー ホスト IP ア
ドレス（Queue Host 
IP Address）]

JMS サービスは Service Link 
ノード上に存在するため、
Service Link がインストールさ
れているマシンの IP アドレス
を入力します。

-

[キューポート
（Queue port）]

Service Link ノードと通信する
ためのポート番号。

-

[キュー接続ファク
トリ（Queue 
connection factory）]

WildFly の JMS キュー接続ファ
クトリの値は

「jms/RemoteConnectionFactory」
に事前設定され、グレー表示さ
れます。

WebLogic の JMS キュー接続ファクト
リのデフォルト値は

「NSConnectionFactory」です。

[キューユーザ名
（Queue username）]

JMS キューへの読み取り/書き
込みアクセスが可能なユーザ
名。WildFly ではこの値は

「jmsuser」に事前設定され、グ
レー表示されます。

WebLogic ではユーザ名の値は
「weblogic」です。
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インストール手順に関する参照表
表 A-8 Service Catalog 管理設定の表

[キューパスワード
（Queue password）]

WildFly では、「jmsuser」のパス
ワードを入力します。インス
トーラは、WildFly ソフトウェア
のインストール時に「jmsuser」
を作成します。

「weblogic」ユーザのパスワードを入
力します。

パスワードの確認
（Confirm Password）

このフィールドは WildFly のみ
に適用されます。「jmsuser」のパ
スワードを再入力します。

N/A

フィールド 定義

SMTP ホスト名 SMTP サーバの完全修飾ドメイン ホスト名または IP アドレスを入力
します。Service Catalog アプリケーションはすべての電子メール通知を
送信するためにこの SMTP サーバに接続します。

（注） このパネルにはオプションの [SMTP のテスト
（Test SMTP）] ボタンがあります。[SMTP ホスト名
（SMTP hostname）] および [システムメールアドレ
ス（System email address）] を入力したら、[SMTP の
テスト（Test SMTP）] ボタンをクリックして SMTP 
サーバへの接続を検証できます。インストーラに
より、SMTP サーバ接続の成功または失敗を示す
メッセージ ダイアログが表示されます。STMP 
サーバ テスト接続が失敗しても、インストーラで
は次のステップに進むことができます。メッセー
ジ ダイアログを閉じ、[次へ（Next）] をクリックして
続行します。

SMTP ポート
（SMTP Port）

SMTP サーバはポート 25 でリッスンする必要があります。

[システムメール
アドレス（System 
email address）]

システム管理者のメール アドレスを入力します。これは、すべてのシス
テム レベルの電子メール通知の送信者のメール アドレスとして使用
されます。

[Service Catalog サ
イト管理者のパス
ワード（Service 
Catalog Site 
Administrator 
Password）]

（このオプションは、「アップグレード」インストールでは表示されません）

アプリケーションのサイト管理者のパスワードを入力します。このパス
ワードは空にできません。パスワードには英数字だけを入力します。

（注） サイト管理者のユーザ名は「admin」に事前設定さ
れており、変更できません。

[パスワードの確
認（Confirm 
Password）]

（このオプションは、「アップグレード」インストールでは表示されません）

サイト管理者のパスワードを再入力します。

フィールド WildFly WebLogic
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インストール手順に関する参照表
表 A-9 WebLogic の Service Catalog 設定

フィールド WebLogic

[Service Catalog ホスト名（Service 
Catalog hostname）]

WebLogic サーバが稼働しているマシンの完全修飾ドメ
イン ホスト名または IP アドレスを入力します。

WebLogic サーバを実行しているマシンでインストーラ
を実行する必要はありません。したがって、ここに 
WebLogic ホスト名の正しい値を入力してください。

[Service Catalog HTTP ポート
（Service Catalog HTTP Port）]

WebLogic サーバに割り当てられたリッスン ポート番号
を入力します。デフォルト値は 7001 です。

[Service Catalog JNDI ポート（Service 
Catalog JNDI Port）]

WebLogic サーバに割り当てられたリッスン ポート番号
を入力します。デフォルト値は 7001 です。

[Service Catalog プロトコル（Service 
Catalog protocol）]

ドロップダウン リストから値 [http] を選択します。
[https] を選択した場合は、使用する WebLogic サーバが
すでに SSL に対応している必要があります。この場合、
前述の [Service Catalog HTTP ポート（Service Catalog 
HTTP Port）] フィールドに、ご使用の WebLogic サーバの 
SSL リッスン ポートの値を入力してください。

[データソース  JNDI 名（Datasource 
JNDI name）]

前提条件として WebLogic サーバに対して設定した 
Service Catalog データベースのデータソース JNDI 名を
入力します。デフォルト値は「eis/REQUESTCENTERDS」
です。

[DataMart JNDI 名（DataMart JNDI 
name）]

Data Mart データベースのデータソース JNDI 名を入力
します。Data Mart データベースは、Reporting モジュール
をインストールする予定の場合に必要です。Reporting 
モジュールを使用しない場合は、この値をブランクにす
ることができます。デフォルト値は「eis/DATAMARTDS」
です。

[Storefront サービスコンテンツをイ
ンストールする（Install Storefront 
service content）]

Prime Service Catalog のインストール時に、Storefront サ
ンプル コンテンツもインストールできます。インストー
ル時にこのサンプル コンテンツを ServiceCatalog デー
タベースに自動的にインポートするには、このオプション
を選択します。インストール時にこのサンプル コンテン
ツを含めない場合は、このオプションを選択解除します。

以前の Prime Service Catalog リリースからアップグレー
ドする場合は、このオプションを選択解除する必要があ
ります。Storefront サンプル コンテンツが既存のデータ
と競合する可能性があります。
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インストール手順に関する参照表
表 A-10 拡張インストールのデータベース情報の表

フィールド 定義（SQL Server） 定義（Oracle）

ホストネーム データベース サーバのホスト
名または IP アドレス。

データベース サーバのホスト名ま
たは IP アドレス。

[ポート（Port）] データベース サーバが使用す
る TCP/IP ポート番号。デフォ
ルト値は 1433 です。

データベース サーバが使用する 
TCP/IP ポート番号。デフォルト値は 
1521 です。

[Oracle サービス
名（Oracle Service 
Name）] または 
[Oracle SID]

N/A Oracle データベースへの接続にサー
ビス名を使用する場合は、[サービス
名（Service Name）] オプション ボタ
ンを選択し、サービス名の値を入力
します。Oracle データベースへの接
続に SID を使用する場合は、[SID] 
オプション ボタンを選択し、Oracle 
SID の値を入力します。

[ユーザ名
（Username）]

データベース ユーザ名は、ロ
グイン ID と「ServiceCatalog」
データベースの db_owner で
す。デフォルト値は、

「CPSCUser」です。

データベース ユーザ名は、ログイン 
ID とデータベース スキーマのス
キーマ名です。デフォルト値は、

「CPSCUser」です。

[パスワード
（Password）]

データベース ユーザ名のパス
ワード

データベース ユーザ名のパスワー
ド

[データベースス
クリプトを実行し
ますか（Execute 
Database Scripts?）]

このオプションは、[ServiceCatalogデータベースの作成
（ServiceCatalog Database Creation）] パネルで [いいえ（No）] をクリッ
クした場合にだけ有効になります。このオプションは常に選択する
必要があります。これにより、新規インストールの場合は 
ServiceCatalog データベースに新規スキーマを作成する SQL スクリ
プト、またはアップグレード インストールの場合は既存のスキーマ
を以前のリリースから現行リリースにアップグレードする SQL ス
クリプトを実行するよう、インストーラに対して指示されます（デー
タベースのアップグレードの詳細については、第 6 章「Prime Service 
Catalog のアップグレード」を参照してください）。

既存の ServiceCatalog データベースを上書きせずに、製品の WAR 
ファイルを再インストールする場合は、このオプションを選択解除
できます。このオプションを選択解除する前に、その影響を理解して
おいてください。

[詳細オプション
（Advanced 

Options）]（Oracle 
のみ）

このボタンは、Oracle の場合にのみ [ServiceCatalog データベース
（ServiceCatalog Database ）] ウィンドウで使用可能になります。この
ボタンをクリックすると、[詳細オプション（Advanced Options）] ウィ
ンドウが表示されます。このウィンドウには次のファイルが表示さ
れます。[詳細オプション（Advanced Options）] ウィンドウに必要な詳細
情報を入力したら、[閉じる（Close）] をクリックします。
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インストール手順に関する参照表
表 A-11 [Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] パネルの詳細オプションの表

[複数のテーブル
スペースを有効に
しますか（Enable 
multiple 
tablespaces?）]

（Oracle のみ）

Oracle で既存の ServiceCatalog データベースが複数のテーブルス
ペースにわたって作成されている場合は、このオプションを選択し
ます。

[デフォルトテー
ブルスペース

（Default 
tablespace）]

（Oracle のみ）

すべての定義データ テーブルが作成されるテーブルスペースの名
前。定義データ テーブルの名前は DEF で始まります。デフォルト値
は CCPDATA01 です。

[ディレクトリ
テーブルスペース

（Directory 
tablespace）] 

（Oracle のみ）

すべてのディレクトリ データ テーブルが作成されるテーブルス
ペースの名前。ディレクトリ データ テーブルの名前は DIR で始まり
ます。デフォルト値は CCPDATA02 です。

[トランザクショ
ンテーブルスペー
ス（Transaction 
tablespace）] 

（Oracle のみ）

すべてのトランザクション データ テーブルが作成されるテーブル
スペースの名前。トランザクション データ テーブルの名前は TX で
始まります。デフォルト値は CCPDATA03 です。

DEF、DIR、TX のいずれとも異なる名前のテーブルはすべて、デフォ
ルト テーブルスペースに保存されます。

[インデックス
テーブルスペース
（Index tablespace）]
（Oracle のみ）

すべてのテーブル インデックスが作成されるテーブルスペースの名
前。デフォルト値は CCPINDX です。

フィールド 定義（SQL Server） 定義（Oracle）

フィールド 定義

[クラスタリングを
有効にする（Enable 
clustering）]

WildFly ではこのオプションは使用できず、グレー表示されます。

WebLogic では、クラスタ WebLogic 環境を使用している場合にこの
オプションを選択します。

[マルチキャストア
ドレス（Multicast 
address）]

WildFly ではこのオプションは使用できず、グレー表示されます。

WebLogic では、前述の [クラスタリングを有効にする（Enable 
clustering）] オプションを選択した場合にはマルチキャスト IP アド
レスを入力する必要があります。これは、Service Catalog アプリケー
ションがクラスタ内のノード間の通信に使用するアドレスです。
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インストール手順に関する参照表
表 A-12 WildFly サーバを使用したカスタム インストールでの Service Link 設定の表

[カスタムコンテン
ツ（Custom 
content?）]

インストール時に RequestCenter.war にカスタム コンテンツを挿入
する場合は、このオプションを選択します。インストール完了後に
は、展開された RequestCenter.war ディレクトリにカスタム コンテン
ツ（ISF、カスタム スタイルシートなど）が含まれます。この手順は任
意です。インストール時にカスタム コンテンツをインストールしな
い場合は、インストール完了後に、展開された RequestCenter.war ディ
レクトリ上に Content zip ファイルを常に手動で解凍できます。

[カスタムコンテン
ツアーカイブ

（Custom content 
archive）]

カスタム コンテンツを含む zip ファイルの場所を入力します。この 
zip ファイルは、RequestCenter.war ディレクトリの下のディレクトリ
構造に準拠している必要があります。content.zip ファイル内のコンテ
ンツの例を次に示します。

• isfcode\*

• custom\mystyle\*

• images\*

RequestCenter.war ステージ ディレクトリの下にすべてのコンテンツ
が解凍され、ディレクトリ構造は変更されません。

フィールド 定義

変数 定義

[Service Link ホスト名
（Service Link Hostname）]

この値は、[Service Catalog 設定（Service Catalog Configuration）] 
パネルの [Service Catalog ホスト名（Service Catalog hostname）] 
フィールドに入力したものと同じ値に事前設定されます。こ
れは、Service Catalog アプリケーション用の WildFly サーバと 
Service Link アプリケーション用の WildFly サーバの両方が
同じマシン上で稼働するためです。この値はグレー表示され
るため、上書きできません。

[WildFly 管理者ユーザ名
（WildFly admin username）]

インストーラでは、WildFly AS ソフトウェアが自動的にイン
ストールされるため、WildFly 管理ユーザ名は「adminuser」に
事前設定されます。WildFly インストールの管理タスクを実
行する必要がある場合は、このユーザ名で WildFly Admin 
Console に接続できます。この値はグレー表示されるため、上
書きできません。

[WildFly 管理者パスワード
（WildFly admin password）]

このコンピュータに Service Link サーバだけをインストール
することを選択した場合、インストーラでは、WildFly 管理者
ユーザのパスワードの入力が求められます。

[両方（Both）] オプションを選択した場合、このフィールドは
表示されません。これは、このパスワードが、[Service Catalog 
設定（Service Catalog Configuration）] パネルの [WildFly 管理
者パスワード（WildFly admin password）] フィールドに入力し
たものと同じ値に事前設定されるためです。
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インストール手順に関する参照表
表 A-13 カスタム インストールのメッセージング設定の表

パスワードの確認（Confirm 
Password）

WildFly 管理者ユーザのパスワードをもう一度入力します。

[両方（Both）] オプションを選択した場合、このフィールドは
表示されません。

[Windows サービスとして設
定する（Configure as windows 
service）]

（Windows のみ）Windows オペレーティング システムでは、イ
ンストーラが WildFly サーバ を Windows サービスとして自
動的に設定できます。インストーラにより WildFly サーバを

「Cisco Prime Service Link」という名前のサービスとして設定
するには、このオプションを選択します。

このサービスは、ブート時に自動的に起動するように設定さ
れています。ただし、インストール完了直後はこのサービス
は自動的に起動しません。インストール後に初めて「Cisco 
Prime Service Link」サービスを起動するには、Microsoft 
Windows サービス コンソールを開く必要があります。ただ
し、Windows オペレーティング システムのリブート時にはこ
のサービスは自動的に起動します。

変数 定義

フィールド 定義（WildFly） 定義（WebLogic）

[キューホス
ト名（Queue 
hostname）]

JMS サーバの完全修飾ドメイン ホスト
名または IP アドレスを入力します。

JMS サーバは Service Catalog サーバと
同じです。

JMS サーバは、WebLogic サーバ内に
配置できます。ただしクラスタ 
WebLogic に Service Catalog を展開す
る場合、Service Link を展開する 
WebLogic サーバ上で JMS サーバを設
定する必要があります。

[キューポー
ト（Queue 
port）]

Service Catalog サーバに割り当てられ
た JNDI ポート番号を入力します。デ
フォルト値は 4447 です。

WebLogic サーバに割り当てられた
リッスン ポート番号を入力します。デ
フォルト値は 7001 です。

[キュー接続
ファクトリ

（Queue 
connection 
factory）]

WildFly では、この値は
「jms/RemoteConnectionFactory」に事前
設定され、グレー表示されます

デフォルト値は
「NSConnectionFactory」です。

[キューユー
ザ名（Queue 
Username）]

JMS キューへの読み取り/書き込みア
クセスが可能なユーザ名。WildFly では
この値は「jmsuser」に事前設定され、グ
レー表示されます。

WebLogic ではユーザ名の値は
「weblogic」です。

[キューパス
ワード

（Queue 
password）]

WildFly では、「jmsuser」のパスワードを
入力します。インストーラは、WildFly 
ソフトウェアのインストール時に

「jmsuser」を作成します。

「weblogic」ユーザのパスワードを入
力します。

[パスワード
の確認

（Confirm 
Password）]

このフィールドは WildFly のみに適用
されます。「jmsuser」のパスワードを再
入力します。

N/A
A-22
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



  

付録 A      ワークシート

インストール手順に関する参照表
表 A-14 WebLogic を使用したカスタム インストールでの Service Link 設定の表

フィールド 定義（WebLogic）

[Service Link ホスト名（Service Link hostname）] WebLogic サーバが稼働しているマシンの完
全修飾ドメイン ホスト名または IP アドレス
を入力します。

（注） WebLogic サーバを実行しているマシ
ンでインストーラを実行する必要はあ
りません。したがって、ここに 
WebLogic ホスト名の正しい値を入力
してください。

[Service Link HTTP ポート（Service Link HTTP 
Port）]

WebLogic サーバに割り当てられたリッスン 
ポート番号を入力します。デフォルト値は 
7001 です。

[Service Link JNDI ポート（Service Link JNDI 
Port）]

WebLogic サーバに割り当てられたリッスン 
ポート番号を入力します。デフォルト値は 
7001 です。

[Service Link プロトコル（Service Link 
protocol）]

ドロップダウン リストから値 [http] を選択し
ます。[https] を選択した場合は、使用する 
Service Link WebLogic サーバがすでに SSL に
対応している必要があります。この場合、前述
の [ServiceLink HTTP ポート（ServiceLink 
HTTP Port）] フィールドに、ご使用の「Service 
Link WebLogic サーバ」の SSL リッスン ポー
トの値を入力してください。

[データソース JNDI 名（Datasource JNDI 
name）]

前提条件として WebLogic サーバに対して設
定した ServiceCatalog データベースのデータ
ソース JNDI 名を入力します。デフォルト値は

「eis/REQUESTCENTERDS」です。
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インストール手順に関する参照表
A-24
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 イン

A

  
P P E N D I X B

WildFly スクリプト

WildFly スタンドアロン アプリケーション サーバのスク
リプト

スタンドアロンの WildFly の展開には、同じアプリケーション サーバまたは異なるサーバにイ
ンストールできる Service Link サーバと Service Catalog サーバが含まれます。

次に、スタンドアロン WildFly 展開用のインストーラで使用可能な起動および停止スクリプトを
示します。

WildFly クラスタ アプリケーション サーバのスクリプト
WildFly のクラスタ セットアップは、2 VM トポロジまたは 4 VM トポロジで設定できます。

2 VM トポロジ：

• VM1 はホスト 1 のドメイン コントローラ、ホスト コントローラ、および Service Link です。

• VM2 はホスト 2 のホスト コントローラです。

4 VM トポロジ：

• VM1 はドメイン コントローラです。

• VM2 はスタンドアロン Service Link です。

• VM3 はホスト 1 のホスト コントローラです。

• VM4 はホスト 2 のホスト コントローラです。

表 B-1 WildFly スタンドアロン アプリケーション サーバのスクリプト

スクリプト 実行場所 説明

startServiceCatalog VM1 VM1 で Service Catalog を起動します。

startServiceLink VM1 VM1 で Service Link を起動します。

stopServiceCatalog VM1 VM1 で Service Catalog を停止します。

stopServiceLink VM1 VM1 で Service Link を停止します。
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WildFly クラスタ アプリケーション サーバのスクリプト
表 B-2 WildFly クラスタ アプリケーション サーバのスクリプト  

スクリプト 実行場所 説明

2 VM クラスタ トポロジ：

VM1 はドメイン コントローラ、HC1、および Service Link、VM2 は HC2 です。

startServiceCatalogCluster VM1 VM1 で a）ドメイン コントローラ、b）プロセス コントローラ、
c）Service Link の管理対象サーバ、および d）Service Catalog の
管理対象サーバを起動します。

（注） startServiceCatalogCluster スクリプトは、
展開された 
$JBOSS_HOME/content/RequestCenter.war 
と $JBOSS_HOME/content/ISEE.war がす
でに使用可能かどうかを確認するために
使用されます。使用可能であれば、スクリ
プトはコンテンツ フォルダを作成しま
せん。使用可能でない場合は、WAR ファ
イルが /dist フォルダから展開され、それ
らのディレクトリの下にコンテンツ フォ
ルダが作成されます。これは、2 VM トポロ
ジでは VM1 と VM2 に適用され、4 VM ト
ポロジでは VM3 と VM4 に適用されます。

startServiceCatalogOnHC1 VM1 VM1 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します。

startServiceLinkOnHC1 VM1 VM1 で Service Link の管理対象サーバを起動します。

startServiceCatalogOnHC2 VM1 VM2 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します。

startServiceCatalogOnHC3 VM1 VM3 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します（ユーザが
ホスト コントローラ 3 を追加する場合のために予約済み）。

startServiceCatalogOnHC4 VM1 VM3 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します（ユーザが
ホスト コントローラ 4 を追加する場合のために予約済み）。

deployServiceCatalogCluster all VM1 a）ISEE.war および b）RequestCenter.war を展開します。

deployServiceCatalogCluster RC VM1 RequestCenter.war を展開します。

deployServiceCatalogCluster SL VM1 ISEE.war を展開します。

shutdownAllOnHC1 VM1 VM1 で a）ドメイン コントローラ、b）プロセス コントローラ、
c）Service Link の管理対象サーバ、および d）Service Catalog の
管理対象サーバを停止します。

forceStopAllOnHC VM1 何らかの理由で shutDownAllOnHC1 スクリプトが機能しない
場合は、このスクリプトを実行して VM1 で a）ドメイン コン
トローラ、b）プロセス コントローラ、c）Service Link の管理対
象サーバ、および d）Service Catalog の管理対象サーバを強制
的に停止します。

stopServiceCatalogOnHC1 VM1 VM1 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します。

stopServiceLinkOnHC1 VM1 VM1 で Service Link の管理対象サーバを停止します。

stopServiceCatalogOnHC2 VM1 VM2 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します。
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shutdownAllOnHC2 VM1 VM2 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します。

stopServiceCatalogOnHC3 VM1 VM3 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します（ユー
ザが HC3 を追加する場合のために予約済み）。

shutdownAllOnHC3 VM1 VM3 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します（ユーザが HC3 を追加する場合のために予約済み）。

stopServiceCatalogOnHC4 VM1 VM3 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します（ユー
ザが HC4 を追加する場合のために予約済み）。

shutdownAllOnHC4 VM1 VM4 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します（ユーザが HC4 を追加する場合のために予約済み）。

undeployServiceCatalogCluster 
all

VM1 a）ISEE.war および b）RequestCenter.war の展開を解除します。

undeployServiceCatalogCluster 
RC

VM1 RequestCenter.war の展開を解除します。

undeployServiceCatalogCluster 
SL

VM1 ISEE.war の展開を解除します。

startServiceCatalogCluster VM2 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを起動します。

このスクリプトは、展開された 
$JBOSS_HOME/content/RequestCenter.war と 
$JBOSS_HOME/content/ISEE.war がすでに使用可能かどうか
を確認するために使用されます。使用可能であれば、スクリプ
トはコンテンツ フォルダを作成しません。使用可能でない場
合は、WAR ファイルが /dist フォルダから展開され、それらの
ディレクトリの下にコンテンツ フォルダが作成されます。

forceStopAllOnHC VM2 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを強制的に停止します。

お客様が別の VM を HC3 として追加する場合

startServiceCatalogCluster VM3 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを起動します。

forceStopAllOnHC VM3 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを強制的に停止します。

お客様が別の VM を HC4 として追加する場合

startServiceCatalogCluster VM4 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを起動します。

forceStopAllOnHC VM4 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを強制的に停止します。

4 VM クラスタ トポロジ：

VM1 はドメイン コントローラ、VM2 は Service Link のスタンドアロン、VM3 は HC1、VM4 は HC2 です。

startServiceCatalogCluster VM1 VM1 でドメイン コントローラを起動します。

startServiceCatalogOnHC1 VM1 VM3 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します。

表 B-2 WildFly クラスタ アプリケーション サーバのスクリプト（続き） 

スクリプト 実行場所 説明
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startServiceCatalogOnHC2 VM1 VM4 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します。

startServiceCatalogOnHC3 VM1 VM5 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します（ユー
ザが HC3 を追加する場合のために予約済み）。

startServiceCatalogOnHC4 VM1 VM6 で Service Catalog の管理対象サーバを起動します（ユー
ザが HC4 を追加する場合のために予約済み）。

deployServiceCatalogCluster RC VM1 RequestCenter.war を展開します。

stopDomainController VM1 VM1 でドメイン コントローラを停止します。

stopServiceCatalogOnHC1 VM1 VM3 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します。

shutdownAllOnHC1 VM1 VM3 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します。

stopServiceCatalogOnHC2 VM1 VM4 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します。

shutdownAllOnHC2 VM1 VM4 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します。

stopServiceCatalogOnHC3 VM1 VM5 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します（ユー
ザが HC3 を追加する場合のために予約済み）。

shutdownAllOnHC3 VM1 VM5 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します（ユーザが HC3 を追加する場合のために予約済み）。

stopServiceCatalogOnHC4 VM1 VM6 で Service Catalog の管理対象サーバを停止します（ユー
ザが HC4 を追加する場合のために予約済み）。

shutdownAllOnHC4 VM1 VM6 でプロセス コントローラと管理対象サーバの両方を停
止します（ユーザが HC4 を追加する場合のために予約済み）。

undeployServiceCatalogCluster 
RC

VM1 RequestCenter.war の展開を解除します。

VM1 はドメイン コントローラ、VM2 は Service Link のスタンドアロン、VM3 は HC1、VM4 は HC2 です。

StartServiceLink VM2 VM2 で Service Link を起動します。

StopServiceLink VM2 VM2 で Service Link を停止します。

VM1 はドメイン コントローラ、VM2 は Service Link のスタンドアロン、VM3 は HC1、VM4 は HC2 です。

startServiceCatalogCluster VM4 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを起動します。

このスクリプトは、展開された 
$JBOSS_HOME/content/RequestCenter.war と 
$JBOSS_HOME/content/ISEE.war がすでに使用可能かどうか
を確認するために使用されます。使用可能であれば、スクリプ
トはコンテンツ フォルダを作成しません。使用可能でない場
合は、WAR ファイルが /dist フォルダから展開され、それらの
ディレクトリの下にコンテンツ フォルダが作成されます。

forceStopAllOnHC VM4 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを強制的に停止します。

お客様が別の VM を HC3 として追加する場合

startServiceCatalogCluster VM5 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを起動します。

表 B-2 WildFly クラスタ アプリケーション サーバのスクリプト（続き） 

スクリプト 実行場所 説明
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後続のホスト ノードの手動での WildFly クラスタへの追加
後続のホスト ノードの手動での WildFly クラスタへの
追加

はじめる前に

1. ホスト コントローラ セットアップのための GUI インストーラを後続のノード vm<N> 上で
実行します。ここで、N はノードの番号です。

2. クラスタ ノードとして Host1 を選択した後、[ノード タイプの選択（Node Type Selection）] パ
ネルで Host Controller を選択します。

3. 起動スクリプトは実行しないでください。

手順 1 host1.xml の名前を host<N>.xml に変更します。host1.xml ファイルは、
InstallationDirectory/wildfly-8.2.0.Final/domain/configuration ディレクトリの下にあります。

手順 2 次の手順に従って新規ユーザを作成します。

a. add-user.sh または add-user.bat スクリプトを InstallationDirectory/wildfly-8.2.0.Final/bin か
ら実行します。

b. 管理ユーザを選択するには、a と入力します。

c. ユーザ名として HOST<N> を入力します。

d. パスワードとして HOST<N> を入力します。

e. 入力されたパスワードを使用するには、yes と入力します。

f. パスワードの確認用に HOST<N> を再入力します。

g. Enter を押して管理グループの情報を渡します。

h. yes と入力してユーザ「HOST<N>」を「ManagementRealm」レルムに追加します。

i. AS プロセスの相互接続には no と入力します。

（注） • ホスト コントローラ（host<N>）およびドメイン コントローラ（host1）を持つマシンにも新規
ユーザを作成する必要があります。

• ユーザが InstallationDirectory/wildfly-8.2.0.Final/domain/configuration/mgmt-users.properties 
に追加されていることを確認します。

forceStopAllOnHC VM5 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを強制的に停止します。

お客様が別の VM を HC4 として追加する場合

startServiceCatalogCluster VM6 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを起動します。

forceStopAllOnHC VM6 a）プロセス コントローラおよび b）Service Catalog の管理対象
サーバを強制的に停止します。

表 B-2 WildFly クラスタ アプリケーション サーバのスクリプト（続き） 

スクリプト 実行場所 説明
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手順 3 host<N>.xml に対し、次の変更を実行します。

a. host<N>.xml で、ホストの名前を HOST1 から HOST<N>.location に変更します。このファイ
ルは C:\Installation_directory\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration にあります。

    <host name="HOST5" xmlns="urn:jboss:domain:2.2">

b. <server-identities> セクションのシークレット値を変更します。シークレット値は Web サイ
ト www.motobit.com から入手できます。

    <secret value="SE9TVDU="/>

URL：http://www.motobit.com/util/base64-decoder-encoder.asp を入力します。

•テキスト ボックスに HOST<N> と入力します（余分なスペースまたは改行なし）。

•[ソース データを変換する（Convert the Source Data）] ボタンをクリックします。

c. 名前の競合を避けるため、サーバ インスタンスの名前を server-host1-RC から 
server-host<N>-RC に変更します。

<server name="server-host<N>-RC" group="main-server-group" auto-start="true">

d. InstallationDirectory/bin ディレクトリで、setEnv.cmd スクリプトの CONTROLLER_TYPE を 
host1 から host<N> に変更します。

e. InstallationDirectory/wildfly-8.2.0.Final/domain からログおよびサーバ ディレクトリを削除し
ます（存在する場合）。

手順 4 以下の変更を InstallationDirectory/bin ディレクトリの startServiceCatalogCluster.cmd スクリプト
で実行する必要があります。

a. スクリプト ファイルに以下のコード スニペットを太字で追加します。

#Below if condition is applicable for the windows OS platform
 
if "%CONTROLLER_TYPE%"=="host<N>" (
    if exist "%WILDFLY_BASE_DIR%\configuration\domain.xml" rename 
"%WILDFLY_BASE_DIR%\configuration\domain.xml" "domain_backup.xml"
)
 
#Below if condition is applicable for the Linux OS platform
 
#pause 'Press [Enter] key to continue6...'
FILE=${WILDFLY_BASE_DIR}/configuration/host<N>.xml
if [ "${CONTROLLER_TYPE}" == "host<N>" ]
then
    if [  -f "$FILE" ]
    then
        /bin/mv -i ${WILDFLY_BASE_DIR}/configuration/host<N>.xml 
${WILDFLY_BASE_DIR}/configuration/host.xml
    fi
fi
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b. スクリプト ファイルに以下のコード スニペットを太字で追加します。

if "%CONTROLLER_TYPE%" =="host<N>" if exist "%WILDFLY_BASE_DIR%\configuration\host<N>.xml" 
rename "%WILDFLY_BASE_DIR%\configuration\host<N>.xml" "host.xml"
 
If the Platform is Linux OS , skip the step b and proceed. above if condition only 
applicable for the windows OS platform.

手順 5 startServiceCatalogCluster.cmd または sh を使用してサーバを起動し、立ち上がったら host<N> が登
録されているかどうかをこのドメインの下の Wildfly 管理サーバ コンソールから確認します。

手順 6 VM-1 マシン（ドメイン コントローラを含むマシン）での 4-VM クラスタおよび 2-VM クラスタ
両方のスクリプトの追加

a. shutdownAllOnHC1.cmd をコピーし、コピーしたスクリプトの名前を 
shutdownAllOnHC<N>.cmd に変更します

b. startServiceCatalogOnHC1.cmd をコピーし、コピーしたスクリプトの名前を 
startServiceCatalogOnHC<N>.cmd に変更します

c. stopServiceCatalogOnHC1.cmd をコピーし、コピーしたスクリプトの名前を 
stopServiceCatalogOnHC<N>.cmd に変更します

（注） Linux プラットフォームでは、新しいスクリプトに読み取り/書き込み権限がない場合、実行前に
手動で読み取り/書き込み権限を割り当てる必要があります。

d. stopServiceCatalogOnHC<N>.cmd スクリプト ファイルで次の操作を慎重に実行します。

• HOST1 の名前を HOST<N> に変更します。

• host1 の名前を host<N> に変更します。

IIS Web サーバのプラグインの設定
このセクションでは、Windows Server 2012 R2 マシンで IIS Web サーバ（バージョン 8.x）用のプラ
グインを設定し、Wildfly クラスタ アプリケーション サーバ （バージョン 8.2.0.Final）にリダイレ
クトする方法を説明します。

IIS Web サーバのプラグインを設定するには：

手順 1 IIS の Web サーバ の役割の追加

手順 2 Tomcat プラグインのインストール

手順 3 WAR ディレクトリのコピー

手順 4 IIS の仮想ディレクトリの作成

手順 5 プラグイン プロパティの変更

手順 6 WildFly インスタンス ID の設定

手順 7 IIS のテスト
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IIS の Web サーバ の役割の追加

手順 1 [サービス マネージャ ダッシュボード（Service Manager Dashboard）] > [管理タブ（Manage Tab）] > 
[役割と機能の追加（Add Roles and Features）] に移動します。

手順 2 Windows Server 2012 R2 オペレーティング システムで「Web サーバ（IIS）」の役割を追加します。
IIS を追加するとき、必ず「ISAPI 拡張」および「ISAPI フィルター」の役割のサービスを選択して
ください。

手順 3 「Web サーバ（IIS）」の役割を追加したら、World Wide Web Publishing Service を開始します。

手順 4 ブラウザを起動し、URL = http://localhost に接続します。[IIS 8.x へようこそ（Welcome IIS 8.x）] 
ページが表示されます。

Tomcat プラグインのインストール

手順 1 cisco.com から PSC 11.x ソフトウェア パッケージをダウンロードし、展開します。

手順 2 <PSC_Software_Extract_Dir>\isapi ディレクトリに移動します。

手順 3 ファイル tomcat-isapi-redirector-v1.2.37.zip をお使いの IIS Web サーバ マシンにコピーし、
C:\inetpub\isapi ディレクトリの下に展開します。

（注） 必要に応じて、最初に isapi サブディレクトリを C:\inetpub の下に作成します。

手順 4 C:\inetpub\isapi に移動し、isapi_redirect-1.2.37-win64.dll ファイルの名前を isapi_redirect.dll に
変更します。

WAR ディレクトリのコピー

WildFly をインストールしていて、IIS が WildFly とは別のマシン上にある場合、WAR ディレクト
リをコピーするには次のステップを実行します。

WildFly のスタンドアロン インストール

手順 1 RequestCenter Server が実行されている WildFly マシン上で、
<PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\ServiceCatalogServer\deployments ディレクトリに移動し
ます。

手順 2 このマシンから RequestCenter.war サブディレクトリ全体を IIS マシンにコピーし、
C:\inetpub\WAR\ ディレクトリの下に配置します。

手順 3 ServiceLink Server が実行されている WildFly マシン上で、
<PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\ServiceLinkServer\deployments ディレクトリに移動し
ます。

手順 4 このマシンから ServiceLink.war サブディレクトリ全体を IIS マシンにコピーし、
C:\inetpub\WAR\ ディレクトリの下に配置します。
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4 VM トポロジの WildFly クラスタ インストール

手順 1 RequestCenter のクラスタ ノードのいずれかが実行されている WildFly マシン上で、
<PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\content ディレクトリに移動します。

手順 2 このマシンから RequestCenter.war サブディレクトリ全体を IIS マシンにコピーし、
C:\inetpub\WAR\ ディレクトリの下に配置します。

手順 3 ServiceLink Server が実行されている WildFly マシン上で、
<PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\ServiceLinkServer\deployments ディレクトリに移動し
ます。

手順 4 このマシンから ServiceLink.war サブディレクトリ全体を IIS マシンにコピーし、
C:\inetpub\WAR\ ディレクトリの下に配置します。

2 VM トポロジの WildFly クラスタ インストール

手順 1 RequestCenter のプライマリ クラスタ ノードが実行されている WildFly マシン上で、
<PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\content ディレクトリに移動します。

手順 2 このマシンから RequestCenter.war サブディレクトリ全体を IIS マシンにコピーし、
C:\inetpub\WAR\ ディレクトリの下に配置します。

手順 3 同じ WildFly マシン上で、<PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\content ディレクトリに移動し
ます。

手順 4 このマシンから ISEE.war サブディレクトリ全体を IIS マシンにコピーし、C:\inetpub\WAR 
ディレクトリの下に配置します。

手順 5 フォルダ名を C:\inetpub\WAR\ServiceLink.war に変更します。

IIS の仮想ディレクトリの作成

手順 1 IIS マシン上で、Internet Information Services（IIS）マネージャを起動します。

手順 2 [ホスト名（Hostname）] > [サイト（Sites）] > [デフォルト Web サイト（Default Web Site）] を選択し
ます。

手順 3 [デフォルト Web サイト（Default Web Site）] を右クリックし、[仮想ディレクトリを追加（Add 
Virtual Directory）] を選択します。

手順 4 ポップアップ ウィンドウで次の値を入力し、[OK] をクリックします。

Alias = RequestCenter
Physical path = <Click the browse button, and select the 
"C:\inetpub\WAR\RequestCenter.war" directory.>

手順 5 [デフォルト Web サイト（Default Web Site）] を右クリックし、[仮想ディレクトリを追加（Add 
Virtual Directory）] を選択して別のディレクトリを追加します。

手順 6 ポップアップ ウィンドウで次の値を入力し、[OK] をクリックします。

Alias = IntegrationServer
Physical path = <Click the browse button, and select the 
"C:\inetpub\WAR\ServiceLink.war" directory.>
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手順 7 [デフォルト Web サイト（Default Web Site）] を右クリックし、[仮想ディレクトリを追加（Add 
Virtual Directory）] を選択して別のディレクトリを追加します。

手順 8 ディスプレイ ウィンドウで次の値を入力し、[OK] をクリックします。

Alias = tomcat
Physical path = C:\inetpub\isapi

手順 9 [デフォルト Web サイト（Default Web Site）] ノードをクリックします。右ペインで、[ISAPI フィル
タ（ISAPI Filters）] をダブルクリックします。

手順 10 右ペインの [アクション（Actions）] 列の下にある [追加（Add）] リンクをクリックします。

手順 11 ポップアップ ウィンドウで次の値を入力し、[OK] をクリックします。

Filter name = tomcat
Executable = C:\inetpub\isapi\isapi_redirect.dll

手順 12 [デフォルト Web サイト（Default Web Site）] ノードをクリックします。右ペインで、[ハンドラ 
マッピング（Handler Mappings）] をダブルクリックします。

手順 13 右ペインの [アクション（Actions）] 列の下にある [機能権限の編集（Edit Feature Permissions）] リ
ンクをクリックします。

手順 14 ポップアップ ウィンドウで、[すべて読み込み（all Read）]、[スクリプト（Script）] および [実行
（Execute）] チェックボックスを選択し、[OK] をクリックします。

手順 15 [ホスト名（Hostname）] ノードをクリックします。右側のパネルで、[ISAPI と CGI の制限（ISAPI 
and CGI Restrictions）] をダブルクリックします。

（注） [ホスト名（Hostname）] ノードはサイトの親ノードです。

手順 16 最も右側にあるペインの [アクション（Actions）] 列の下にある [追加（Add）] リンクをクリックし
ます。

手順 17 ディスプレイ ウィンドウで次の値を入力し、[OK] をクリックします。

ISAPI or CGI path = C:\inetpub\isapi\isapi_redirect.dll
Description = Tomcat ISAPI Filter
Select the checkbox "Allow extension path to execute".
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プラグイン プロパティの変更

手順 1 ファイル C:\inetpub\isapi\isapi_redirect.properties を以下のように変更します。

# Configuration file for the Jakarta ISAPI Redirector
# The path to the ISAPI Redirector Extension, relative to the website
# This must be in a virtual directory with execute privileges
extension_uri=/tomcat/isapi_redirect.dll
# Full path to the log file for the ISAPI Redirector
log_file=C:\inetpub\isapi\logs\isapi_redirect.log
# Log level (debug, info, warn, error or trace)
log_level=error
# Full path to the workers.properties file
worker_file=C:\inetpub\isapi\conf\workers.properties
# Full path to the uriworkermap.properties file
worker_mount_file=C:\inetpub\isapi\conf\uriworkermap.properties

手順 2 ファイル C:\inetpub\isapi\conf\uriworkermap.properties を以下のように変更します。

/RequestCenter=router1
/RequestCenter/*=router1
/RequestCenter/servlet/*=router1

/IntegrationServer=router2
/IntegrationServer/*=router2
/IntegrationServer/servlet/*=router2

/private/admin/jkstatus=jkstatus

手順 3 WildFly のスタンドアロン インストールがあれば、ファイル C:\inetpub\isapi\conf 
\workers.properties を以下のように変更します。

# Define list of workers that will be used for mapping requests
worker.list=router1,router2,jkstatus

# Define Node1 worker for RequestCenter
worker.node1.port=8009
worker.node1.host=<IP_Address_of_RC_host>
worker.node1.type=ajp13
worker.node1.lbfactor=1
worker.router1.type=lb
worker.router1.balance_workers=node1

# Define Node2 worker for ServiceLink
worker.node2.port=6009
worker.node2.host=<IP_Address_of_SL_host>
worker.node2.type=ajp13
worker.node2.lbfactor=1
worker.router2.type=lb
worker.router2.balance_workers=node2

# Define a jkstatus worker using status
worker.jkstatus.port=8009
worker.jkstatus.host=<IP_Address_of_IIS_host>
worker.jkstatus.type=status
worker.status.type=status

ポート番号 8009 と 6009 は、RequestCenter server と ServiceLink server が使用する実際の ajp ポー
ト番号に設定してください。
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手順 4 WildFly クラスタ インストールがあれば（4-VM トポロジか 2-VM トポロジかを問わず）、ファイ
ル C:\inetpub\isapi\conf\workers.properties を以下のように変更します。

（注） 以下は、RequestCenter の 2 つのクラスタ ノードを持つ WildFly のインストールの例を示します。

• つまり、2 つの個別 VM 上で 2 つの RequestCenter サーバが動作している状況です。

• 3 つまたは 4 つのクラスタ ノードがある場合は、この例に従って、rcnode3 と rcnode4 のセク
ションを適宜追加するだけです。

# Define list of workers that will be used for mapping requests
worker.list=router1,router2,jkstatus

# Define rcnode1 worker for RequestCenter 1
worker.rcnode1.port=8009
worker.rcnode1.host=<IP_Address_of_RC1_host>
worker.rcnode1.type=ajp13
worker.rcnode1.lbfactor=1 

# Define rcnode2 worker for RequestCenter 2
worker.rcnode2.port=8009
worker.rcnode2.host=<IP_Address_of_RC2_host>
worker.rcnode2.type=ajp13
worker.rcnode2.lbfactor=1 

# For clustering, set the line below to rcnode1, rcnode2, etc…
worker.router1.type=lb
worker.router1.balance_workers=rcnode1,rcnode2

# Define slnode worker for ServiceLink
worker.slnode.port=6009
worker.slnode.host=<IP_Address_of_SL_host>
worker.slnode.type=ajp13
worker.slnode.lbfactor=1 

worker.router2.type=lb
worker.router2.balance_workers=slnode

# Define a 'jkstatus' worker using status
worker.jkstatus.port=8009
worker.jkstatus.host=<IP_Address_of_IIS_host>
worker.jkstatus.type=status
worker.status.type=status

手順 5 World Wide Web Publishing Service を再起動します。

手順 6 WildFly のスタンドアロン インストールがあれば、セクション IIS のテストに進んでください。

（注） Wildfly のクラスタ インストールがある場合、次のセクション「Wildfly のインスタンス ID の設
定」に進みます。
B-12
Cisco Prime Service Catalog 12.0.1 インストールおよびアップグレード ガイド



  

付録 B      WildFly スクリプト

IIS Web サーバのプラグインの設定
WildFly インスタンス ID の設定

4 VM トポロジの場合

4 VM トポロジの WildFly クラスタ インストールでは、次の手順を実行する必要があります。

手順 1 WildFly ドメイン コントローラ マシンにログインし、WildFly のすべてのサーバを停止します。

手順 2 ファイル <PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration\domain.xml を開き、以下
の行を検索します。

<subsystem xmlns="urn:jboss:domain:undertow:1.2">

これを以下の値に置換します。

<subsystem xmlns="urn:jboss:domain:undertow:1.2" instance-id="${jboss.web.instanceId}">

手順 3 RequestCenter で Host Controller 1 にログインし、すべての WildFly サーバを停止します。

手順 4 ファイル <PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration\host1_backup.xml を開
き、以下のセクションを検索します。

<servers>
<server name="server-host1-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
</server>
</servers>

これを以下に置換します。

<servers>
<server name="server-host1-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
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</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
<system-properties>
   <property name="jboss.web.instanceId" value="rcnode1"/>
</system-properties>
</server>
</servers>

手順 5 RequestCenter で Host Controller 2 にログインし、すべての Wildfly サーバを停止します。

手順 6 ファイル <PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration\host2_backup.xml を開
き、以下のセクションを検索します。

<servers>
<server name="server-host2-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
</server>
</servers>

これを以下に置換します。

<servers>
<server name="server-host2-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
<system-properties>
   <property name="jboss.web.instanceId" value="rcnode2"/>
</system-properties>
</server>
</servers>
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（注） 複数のクラスタ ノードがあれば、その後の各ノードに対して手順 5 と手順 6 を繰り返します。次
に例を示します。

• 3 番目のノードで、host3_backup.xml ファイルを変更し、rcnode3 のシステム プロパティを追
加する必要があるとします。

• 4 番目のノードで、host4_backup.xml ファイルを変更し、rcnode4 のシステム プロパティを追
加する必要があるとします。

手順 7 Wildfly サーバをドメイン コントローラ マシンと各ホスト コントローラ マシンで開始します。

手順 8 セクション「IIS のテスト」に進みます。

2 VM トポロジの場合

2 VM トポロジの WildFly クラスタ インストールがない限り、このセクションの手順は実行しな
いでください。

手順 1 WildFly ドメイン コントローラ マシンにログインし、WildFly のすべてのサーバを停止します。

手順 2 ファイル <PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration\domain.xml を開き、以下
の行を検索します。

<subsystem xmlns="urn:jboss:domain:undertow:1.2">

これを以下の値に置換します。

<subsystem xmlns="urn:jboss:domain:undertow:1.2" instance-id="${jboss.web.instanceId}">

手順 3 ファイル <PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration \hostva_ backup.xml を開
き、以下のセクションを検索します。

<servers>
<server name="server-host1-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
</server>
<server name="server-host1-SL" group="other-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<option value="-server"/>
</jvm-options>
</jvm>
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<socket-bindings socket-binding-group="standard-sockets" port-offset="0"/>
</server>
</servers>

これを以下に置換します。

<servers>
<server name="server-host1-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
<system-properties>
   <property name="jboss.web.instanceId" value="rcnode1"/>
</system-properties>
</server>
<server name="server-host1-SL" group="other-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<option value="-server"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="standard-sockets" port-offset="0"/>
<system-properties>
   <property name="jboss.web.instanceId" value="slnode"/>
</system-properties>
</server>
</servers>

手順 4 RequestCenter で Host Controller 2 にログインし、すべての WildFly サーバを停止します。

手順 5 ファイル <PSC_Install_Dir>\wildfly-8.2.0.Final\domain\configuration\host2_backup.xml を開
き、以下のセクションを検索します。

<servers>
<server name="server-host2-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
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</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
</server>
</servers>

これを以下に置換します。

<servers>
<server name="server-host2-RC" group="main-server-group" auto-start="true">
<jvm name="default">
<heap size="2048m" max-size="2048m"/>
<permgen size="512m" max-size="512m"/>
<jvm-options>
<!--<option value="-Xrunjdwp:transport=dt_socket,address=8787,server=y,suspend=n"/>-->
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,com/newscale/bfw/signon/filters,AuthenticationFilter"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xml/dtm/ref/sax2dtm/SAX2DTM,startElement"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option value="-XX:CompileCommand=exclude,org/exolab/castor/xml/Marshaller,marshal"/>
<option 
value="-XX:CompileCommand=exclude,org/apache/xpath/compiler/XPathParser,UnionExpr"/>
</jvm-options>
</jvm>
<socket-bindings socket-binding-group="ha-sockets" port-offset="0"/>
<system-properties>
   <property name="jboss.web.instanceId" value="rcnode2"/>
</system-properties>
</server>
</servers>

（注） 複数のクラスタ ノードがあれば、その後の各ノードに対して手順 4 と手順 5 を繰り返します。次
に例を示します。

• 3 番目のノードで、host3_backup.xml ファイルを変更し、rcnode3 のシステム プロパティを追
加する必要があるとします。

• 4 番目のノードで、host4_backup.xml ファイルを変更し、rcnode4 のシステム プロパティを追
加する必要があるとします。

手順 6 WildFly サーバをドメイン コントローラ マシンとホスト コントローラ 2 マシンで開始します。

手順 7 セクション「IIS のテスト」に進みます。

IIS のテスト

以下のセクションでは、Prime Service Catalog への接続の確認に関する情報を提供します。

手順 1 URL http://<IP_Address_of_IIS_Host>/RequestCenter に接続することで確認します。
接続できている場合、Prime Service Catalog のログイン ページが表示されます。

手順 2 2 つのノードの WildFly クラスタ インストールでは、ノードの 1 つを停止します。
URL http://<IP_Address_of_IIS_Host>/RequestCenter にまだ接続できることを確認します。
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WildFly での SQL のデータ ソースの設定

手順 1 クレデンシャルを使用して WildFly Admin コンソール（下記の URL の例）にログオンし、[OK] を
クリックします。WildFly Application 管理コンソールが表示されます。

URL の例：

http://<hostname>:<port>/RequestCenter

値は次のとおりです。

<hostname>：Service Catalog の WildFly サーバをインストールしたコンピュータの完全修飾ドメ
イン ホスト名または IP アドレス。

<port>：Service Catalog の WildFly サーバに割り当てられている HTTP ポート番号。HTTP ポート
番号のデフォルト値は 8080 です。

手順 2 編集と変更を行うため、[設定（Configuration）] タブをクリックします。

手順 3 新しいデータ ソースを追加するため、[追加（Add）] をクリックします。

手順 4 [名前（Name）] に SERVICECATALOGDS と入力し、[JNDI 名（JNDI Name）] に java:/<データ 
ソース名> と入力します。

手順 5 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 ドライバとして [Microsoft] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 7 接続 URL として jdbc:sqlserver://<db_server>:1433;DatabaseName=VM236_RCDB_RC4 を入力し
ます。

手順 8 クレデンシャルを入力します。

手順 9 次の表に示すように、各タブの各種フィールドに値を入力します。

タブ名 フィールド名 値

セキュリティ

（Security）
[セキュアドメ

イン（Secure 
Domain）]

CiscoSecureDataSource

接続（Connection） [JTAを使用（Use 
JTA）] と 
[CCMsECURITY
を使用（Use 
CCMsECURITY）]

両方のオプションをオンにする必要があり
ます。

プロパティ

（Properties）
1. SelectMet

hod: 

2. sendString
Paramet
ersAsUni
code: 

1. 直接（Direct）

2. [はい（True）]

プール 最小サイズは 20、最大サイズは 80、その他の値は False に設定し

ます。
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手順 10 [有効化（Enable）] > [確認（Confirm）] をクリックします。

（注） （WildFly クラスタにのみ適用）データソースが依然として無効の場合は、domain.xml ファイルで
データソースを <enabled = true> に設定し、ドメインを再起動します。

手順 11 [接続（Connection）] タブで接続をテストすると、「JDBC 接続が正常に作成されました
（Successfully created the JDBC connection.）」という確認メッセージが表示されます。

手順 12 WildFly サーバを再起動します。

WildFly での Oracle のデータ ソースの設定

手順 1 クレデンシャルを使用して WildFly Admin コンソール（下記の URL の例）にログオンし、[OK] を
クリックします。編集と変更を行うため、[設定（Configuration）] タブをクリックします。

URL の例：

http://<hostname>:<port>/RequestCenter

値は次のとおりです。

<hostname>：Service Catalog の WildFly サーバをインストールしたコンピュータの完全修飾ドメ
イン ホスト名または IP アドレス。

<port>：Service Catalog の WildFly サーバに割り当てられている HTTP ポート番号。HTTP ポート
番号のデフォルト値は 8080 です。

手順 2 新しいデータ ソースを追加するため、[追加（Add）] をクリックします。

手順 3 [名前（Name）] に SERVICECATALOGDS と入力し、[JNDI 名（JNDI Name）] に java:/<データ 
ソース名> と入力します。

手順 4 [次へ（Next）] をクリックします。

手順 5 ドライバとして [Oracleシン（oracle-thin）] を選択し、[次へ（Next）] をクリックします。

手順 6 接続 URL として jdbc:oracle:thin:@//<db_server>:1433;DatabaseName=VM236_RCDB_RC4 を入
力します。

手順 7 クレデンシャルを入力します。

検証（Validation）
[バックグラウ

ンド検証

（Background 
Validation）]

いいえ（False）

[検証ミリ秒

（Validation 
Millis）]

90000

[一致時に検証

（Validate on 
Match）]

いいえ（False）
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手順 8 次の表に示すように、各タブの各種フィールドに値を入力します。

手順 9 [有効化（Enable）] > [確認（Confirm）] をクリックします。

（注） （WildFly クラスタにのみ適用）データソースが依然として無効の場合は、domain.xml ファイルで
データソースを <enabled = true> に設定し、ドメインを再起動します。

手順 10 [接続（Connection）] タブで接続をテストすると、「JDBC 接続が正常に作成されました
（Successfully created the JDBC connection.）」という確認メッセージが表示されます。

手順 11 WildFly サーバを再起動します。

タブ名 フィールド名 値

セキュリティ

（Security）
[セキュアドメ

イン（Secure 
Domain）]

CiscoSecureDataSource

接続（Connection） [JTAを使用（Use 
JTA）] と [CCMを

使用（Use CCM）]

両方のオプションをオンにする必要があり
ます。

プロパティ

（Properties）
1. SelectMet

hod: 

2. sendString
Paramet
ersAsUni
code: 

1. 直接（Direct）

2. [はい（True）]

プール 最小サイズは 20、最大サイズは 80、その他の値は False に設定し

ます。

検証（Validation）
[バックグラウ

ンド検証

（Background 
Validation）]

いいえ（False）

[検証ミリ秒

（Validation 
Millis）]

90000

[一致時に検証

（Validate on 
Match）]

いいえ（False）
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